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また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　０　女じよ難なんの相







「そこのあなた、憑ついてるわよ」

　そう声をかけられ、浜辺の小こ径みちを歩いていた少年は足を止めた。

　彼の名は千ぜん高たか知ち。十七歳の地マ球ー系シ人スで、帝てい国こく犯はん罪ざい捜そう査さ局きよく訓くん練れん学校の訓練生だ。この学校は巨大な銀ぎん河が帝国の、星せい系けい間かんにまたがる犯罪を捜査する機き関かん、帝国犯罪捜査局の捜査官を育いく成せいするところである。

　彼は今、一週間にわたる課か程てい４の実地訓練が終わったばかりで、リゾート星での最後のひととき、みやげ物を物色しているところだった。もちろん渡す相手は愛いとしのケイマリリ。片かた想おもい中の彼女である。

　高知はみやげ物の袋を抱かかえたまま、きょろきょろと辺りを見た。眩まばゆい浜辺には銀河中から集まったさまざまな人々がくつろいでいる。そして、路ろ傍ぼうでサンドイッチ──或あるいはそれに似たものを売っている黄色い掘ほっ立て小屋の中に、初しよ老ろうの女。高知と同族、アーシスだ。

　目が合うと、彼女は品よく笑った。

「えっと……ぼくですか？」

「ええ、そう。あなた憑かれてるわ」

「憑かれてるって、つまり、その？」

　狼ろう狽ばい気ぎ味みに聞き返すと、女は笑え顔がおのまま頷うなずいた。

「あなたの背はい後ごに霊れいが見える……水みず子この霊かしら」

「よ、よしてください！　身に覚おぼえありません！」

　高知は身み震ぶるいして喚わめいた。怪かい談だんのたぐいは苦にが手てである。

　女は首をひねって、

「おかしいわね、確たしかに背後に赤ん坊のようなものが見えるんだけど」

「本当に冗じよう談だんはやめてください～っ」

　ぞわぞわ鳥とり肌はだを立てながら懸けん命めいに高知は拒きよ絶ぜつする。ならばとっとと無む視しして行ってしまえばいいものだが、人の好意はムゲにできない性格なのだ。本当に好意かは怪しいが。

　女はカウンターの中から身を乗りだしてきて、

「うーん。背後……というよりは、もっと下かしら」

「し、下？」

「変な霊ねえ、普ふ通つうは肩辺りにいるんだけど。なんで脇わき腹ばらにいるのかしら」

　そう右脇腹を指されて、高知はようやく合が点てんが行った。そしてがっくりと力が抜ぬける。

「あら、どうしたの？」

「いえ……それはもう、よーく分かってるものですから」

「ほら、やっぱり身に覚えがあったんじゃない」

　女は誇ほこらしげに胸むねを反そらしたが、高知は「ははは……はあ」と疲つかれた笑いを洩もらすしかなかった。確かに誰だれかに指し摘てきされるまでもなく、彼の脇腹にはなにかが憑いている。憑いているとしか言いようがないものだ。

「じゃあ、ぼくはこれで」

「待ちなさい、私、占うらないもやってるのよ」

「いえ、ぼくは」

「あなた、女じよ難なんの相が出てるわ」

　高知が断りを入れる前に、女は勝手に言い渡した。高知はきょとんとした。

「女難？」

「気をつけなさいね、ハンサムさん。はい、五十タンク」

　女はにっこりと笑い、手を差しだした。タンクはこの惑わく星せいの現金貨か幣へい単たん位いだ。高知は慌あわてて財さい布ふから硬こう貨かを取りだした。彼女はそれを受け取り、ついでに高知の手を摑つかむと、いきなり大口を開けて右の肘ひじまで食らいついた。

「わっ!?」

　仰ぎよう天てんして飛びすさるも、彼女は葡ぶ萄どうの皮を剝むくように口から化けの皮を脱ぬぎ、黒い毛だらけのものに変化していた。もちろん高知の左腕うでは彼女の腹の中だ。

　三つの銀色の目がぎょろりと動く。魚ぎよ類るいの目を持つヒューマノイド型──ウバジ星人だ。高知の足下になにかが吐はきだされた。腕に巻いておいた彼の携けい帯たい端たん末まつだ。どうやらそれは食えなかったらしい。

　彼女は体を小こ刻きざみに震わせて、喉のどに埋うめこんだ発声器で笑った。

「ほおら、女難でしょう？」

「こーゆーのは女難って言いません！」

　高知は食いちぎられた右腕を押さえ、泣きそうな声で反はん論ろんした。そうだ、ウバジ人は擬ぎ装そうし、花の蜜みつのごとく相手の気を引いて食す習しゆう慣かんを持っていた。その対たい象しようが人類と認にん定ていされる知性体も含ふくまれていることが問題視されているのも思いだす。

「気をつけろと言ったのに気をつけない方がいけないのよ。痛くないでしょ、神しん経けい遮しや断だん物ぶつ質しつを注ちゆう入にゆうしたんだから──あら？　血も出ないわね？」

　ウバジ人が怪け訝げんそうに目をぐるぐると動かし、切り口を覗のぞきこもうとした。そこへ、

「どうした、高知。怪け我がをしたのか」

　腹の辺りから声がして、高知は再度ぎくりとした。慌あわてて腹を押さえようとして、その手がないことを思いだす。

　その間にシャツがめくれ、あらわになった高知の腹から──正確には腹に設しつらえられたファスナーから、にょきりと白く丸い物体が出てきた。一対ついのまん丸の目に切れこみにしか見えない口、そして管くだのように細い胴どう部ぶ、紙のように薄うすっぺらな一対の腕を持つ、ひどく簡かん素そ化かされたヒューマノイド、デルペカ星人だ。

「きゃっ!?　ファスナーから人が？」

　ウバジ人が悲ひ鳴めいを上げた。人の腕を食っておきながらそんな可愛かわいらしく驚おどろかないでほしいと、高知は納なつ得とくがいかなかった。それはともかく、

「六ろく曜よう博士！　いきなり人の腹から出てこないでください！　非ひ常じよう識しきです！」

「いきなりではない、ちゃんと声をかけたぞ」

　博士は好奇心たっぷりに周囲を見回した。そして、ウバジ人と高知のなくなった右腕を見つけると、嬉き々きとして、

「なんと、ウバジ人に食われたのか。それはいかん、すぐさま治ち療りようだ。なんならこの金曜博士が融ゆう合ごうしてやってもいいぞ」

「いや待て、融合するならこの土曜博士に任まかせろ」

　第二の声がして、金曜博士とまったく同じ形をしたものがファスナーからずるりと出てきた。それからさらに、

「違う違う、融合よりも先日手に入れたガンシ銀河の新しん素そ材ざいを組みこもうではないか」

「ならばファバル酵こう素そも注入して、八はち次じ元げん把は握あくも可か能のうにしよう」

「ついでに補ほ助じよ脳のうも乗せて倍ばい速そくにしよう」

「見た目はなにもかも元通り。俺おれたち天才！」

「天才、天才！」

　ぞろぞろと高知の腹のファスナーからこぼれ落ちてきた六人のデルペカ人が、同じ姿、同じ顔、同じ声で、「天才天才」と高知を囲かこんで騒さわぎ立てる。目を白黒させるウバジ人はこのさい放ほうっておいて、

「なんなんですか、あなたがたは！　ちゃんとファスナーは閉めといたのに！」

「それは愚ぐ問もんだぞ、高知。この間土曜博士が融合してやったであろう。だから、おまえの体は我われ々われの思うままだ」

　六曜博士の一人が答える。ぐるぐる踊おどっているのでもはや誰が誰だか区別はつかないが、最初の記き憶おくによれば、今語っている博士こそが「土曜博士」と名乗って現あらわれたのではなかろうか。

　博士たちは呆あつ気けに取られているウバジ人をいっせいに見て、

「そこのウバジ人、こやつをアーシスと思って食ったのならすぐに吐はきだした方がいいぞ」

「これは我々が脳のう髄ずいと延えん髄ずい以外すべてを造り直したサイボーグなのだ」

「俺たちの最高傑けつ作さく！」

「今のところはだが」

「製せい作さくコンセプトは『とりあえず死なない程度』だ」

「アーシスの生身を忠ちゆう実じつに再現してあると見せかけ、その実、まったく違う成分であり構こう造ぞうであり、そして無意味な進化を果たしている」

「ウバジ人に消化できる物質ではないな」

「試し行こう錯さく誤ごの結果だ」

「まだまだ試行するぞ」

「あくなき向上心と好こう奇き心しんだ」

「俺たち天才！」

「天才！」

「あんたたちの趣しゆ味みってことでしょう！」

　勝手なことを自じ慢まんげに言い立てる博士たちを高知は怒ど鳴なり、頭がくらくらしてきた。

　一月ほど前、彼は事故に遭あい、いったんは死亡したものの、サイボーグとなって復ふつ活かつした。そのとき施せ術じゆつしたのが六曜博士だ。「天才」と自じ称しようするだけあってその腕は確かで、見た目は生身と変わらないし、日常生活もほとんど以前と変わらず送れている。学校で気づいた者もいない。

　ただ、「天才」と自称するだけあって、博士たちは余よ計けいな改造も施ほどこしたのだ。腹のファスナーなどいい例である。ファスナーの中の暗くら闇やみは博士たちの「ベッド」と呼ばれる巣につながっており、いつでもどこでも出てこられるのだった。

　そして今、「まったく違う成分で構造」というのは分かっていたが、「無意味な進化を果たしている」とは初耳だった。一体なにをどうされているというのか。

「一体あなたたちはぼくの体になにをしたんですっ」

「まあそう言うな。ほれ、ウバジ人が苦しみだした」

　博士の一人が楽しそうに小屋の中を指した。姿が見えないのでカウンターの中を覗のぞいてみると、ウバジ人が身み悶もだえながら溶とけているところだった。形を失いつつある体の足下に、なにやら内ない臓ぞうらしき粘ねん液えきに包まれた青黒いものが落ちている。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

「……ウ……ウオ」

　発声器が外れて、無意味な音が洩もれている。魚類の目は白く濁にごっていた。

「これは大変だ、このままでは死んでしまう」

「高知の腕を分ぶん離りしよう」

「いい素そ材ざいが集まるぞ」

「おまえの第二の人生は我われ々われがコーディネイトしてやる」

「なに任まかせろ、俺たちは天才だ。悪いようにはせん」

「俺たち天才！」

「天才！」

　相手の意い志しなどまったく無視して、博士たちは騒さわぎながら小屋に入ると、崩くずれたウバジ人の体を担かつぎだした。そのままぞろぞろと、高知の腹のファスナーの中へと戻もどっていく。

「ちょ、ちょっと！　そんなもの人の腹に入れないでください！」

「まあ気にするな。この奥は俺たちのベッドだ」

「分離したら腕はつけ直してやる」

「呼べばいつでも迎むかえにいってやるぞ」

　あくまで好き勝手に言い残し、博士たちはファスナーの中に消えていった。最後の一人が内側から手を伸のばし、器用にファスナーを閉めていく。

（ああああ、汚けがされた感じ……）

　高知はがっくりと大地に片手をついた。感かん傷しように浸ひたる暇ひまもなく、

「おーい、タカチいい、大変だあ！」

　遠くから声をかけられる。一いつ緒しよに実地研修に来たオトレ訓くん練れん生せいだ。高知は慌あわてて食いちぎられた腕を服で隠かくした。

　追いついた同級生を引きつった笑え顔がおで振ふり返る。オトレは七つの目を持つヒューマノイド、イヴァノヴァ人だ。ひどく慌てているのが、その七対の腕がてんでんばらばらに動いていることから分かった。

「どうしたんだい、オトレ」

「えらいことになった、ケイマリリとバーニーズが襲おそわれたって！」

「え」

　高知は息を吞のんだ。







　　　１　溺おぼれる者は皇女をも摑つかむ







　銀ぎん河が帝てい国こく帝都星オリシスは、そのすべてが摩ま天てん楼ろうで覆おおい尽つくされている。天と地をつなぐ超ちよう高こう層そうビル群ぐん、数億おくの人間が行き来するメガロポリス──その中に、ひときわ異い彩さいを放つ巨きよ大だいなドームがある。北緯四十五度、東経〇度の位置にある。一つの街がすっぽり入るであろう広大な空間の内側にあるのは、銀河帝国の頂ちよう点てんに立つ銀河皇こう帝ていの住居、エキドナ皇こう宮きゆうだ。

　階かい段だん状じようの建物と緑と水の庭園、そして宇宙船の収容ドックを内包するドームは、相手によって適てき宜ぎ異なる迷めい彩さい色しよくを放つようになっている。通常は天から見ればきらめく湖面が模もされ、時とき折おり巨大な魚ぎよ影えいが泳ぐ姿が見える。それはパナウラー皇家の紋もん章しよう、「渦うず巻まき銀河を吞みこむ魚」を表したものだ。

　そのドームに今、巨大な宇宙船が接せつ岸がんした。滑なめらかな曲きよく線せんを描えがく、全長一キロメートルにもなる巨体だ。その鼻先をエキドナ皇宮のもっとも高い、地上一千メートルに達する塔とうのてっぺんに連れん結けつさせ、宙に停てい泊はくするさまは、空という海を泳ぐ鯨くじらに見える。

　威い容ようを誇ほこるその宇宙船こそ、ウレイク・パナウラー皇帝の唯ゆい一いつの肉親たる姪めい皇こう女じよ、ナオシスタ・パナウラーの専用船ハシリスクであった。

　ハシリスクの腹部が開き、中から現あらわれた昇しよう降こう機きが塔のてっぺんから五百メートル下にある搭とう乗じようホールへと降りた。昇降機に乗っているのは、かちこちに緊きん張ちようしている千ぜん高たか知ちと六ろく曜よう博士の一人、月曜博士だ。

　高知は新たにつけてもらった手で手すりにしがみつき、徐じよ々じよに近づいてくる皇宮を見下ろしながら、

「ほ、本当に来ちゃった……」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　彼は今、月曜博士に連れられて、この広大な皇宮のあるじナオシスタ皇女に会いにいくところであった。オリシス星に来たことは何度かあるが、当然エキドナ宮に来るのは初めてだった。その上空を飛ぶことすら民間人には許されていない。領りよう域いきの端はしを掠かすっただけで撃うち落とされてしまうだろう。

　そこに、正門からとは言わないが、皇族が普ふ段だん使用するルートで正面切って堂どう々どうと入城したのである。これも彼を連れてきてくれた六曜博士のおかげだ。六曜博士はナオシスタ皇女の主しゆ治じ医いである。

　そして高知は、ナオシスタ皇女の所持品──正しくは帝国の備び品ひんであった。なぜなら、高知をロボットアーマーで踏ふみ殺し、六曜博士にサイボーグとして蘇そ生せいさせた者こそ、ナオシスタなのであった。帝国の最高技術を注そそぎこまれた彼の体は、全身最さい高こう機き密みつと化し、帝国の備品になってしまったのである。

　備品は嫌いやだと主張したら、ペット扱あつかいされそうになったので、今はしかたなく備品で納なつ得とくしている。名目上は従じゆう者しやに格上げされたし、学校にも通わせてもらえているので、不満は腹の中に収めることにした。

　なぜに踏み殺された方が立場が弱いのだろうと、高知は理り不ふ尽じんに思いながらも、「相手は常じよう識しきが通じる相手ではない」と今は諦あきらめていた。皇族の権力に屈くつしたというよりは、どちらかというとピンと来なかったのだ。

　まずサイボーグになったと言われても、見た目や感覚は生身とまったく変わらないので、衝しよう撃げきが今ひとつ緩ゆるかった。怪け我がをしてようやく実じつ感かんが湧わいたぐらいだ。それほど六曜博士の腕うではよかったのだ。

　次に、「皇女」という存そん在ざいがピンと来なかった。なにせ二百弱の文明と一千の人種、九千億おくの人口を抱かかえる銀河帝国の皇女だ。一般市民で田舎いなか星出身十七歳の少年にとって、それまでは雲の上の人どころか紙に書いた記号ぐらいの存在でしかなかった。記号が急に実体を伴ともなって目の前に現れたといって、平ひれ伏ふすなんてできやしない。銀河帝国は階級社会だが、「一般市民」が圧あつ倒とう的てき大多数で、普段は身分差とは無む縁えんな生活を送っているのだ。

「どうした、高知。手が硬こう直ちよくしているぞ」

　隣となりにいた月曜博士が楽しそうに声をかけてきた。高知は近づいてくる皇宮の鳥ちよう瞰かんに固かた唾ずを吞のみながら、

「ナオさまって……本当に皇女だったんですね」

　心の底から呟いた。月曜博士は呆あきれて、

「なんだ、信じてなかったのか」

「分かってはいたんですが……」

　感覚では、そこら辺の星のお姫ひめさま程度ぐらいにしか捉とらえていなかったのだと、高知も今さらながら理り解かいした。

（この銀河を支配する皇女さま相手に、ぼくは結けつ構こう失礼なことを言ったりやったりしたんじゃないかな……ナオさまがもっと上下関係にうるさい人だったら、今ごろはぼくの首なんか飛んでたかもしれない）

　そう思うと、顔から血の気が失われて、高知は手すりを固く摑つかみ直すのだった。もっとも、自分はナオシスタに踏み殺され、「すまん」の一言で片づけられている事実も忘れ気ぎ味みだが。

　二人を乗せた昇降機が搭とう乗じようホールに着いた。さすがは六曜博士、ハシリスクから連れん絡らくが行っていたおかげか、高知についての検けん問もんもなく、無人のホールを慣なれた足取りで行く。高知はおっかなびっくり博士のあとを追った。

　ホールを出ると中庭だった。光を燦さん々さんと浴びる空中庭園だ。それを囲かこむ美しい市いち松まつ模も様ようの回かい廊ろうを、月曜博士は足音を立てずに進んでいく。まるで足の下にコロでもついているようだ。でなければ幽ゆう霊れいのようで少々不ぶ気き味みである。

　皇宮内は静かだった。ほとんど人気はない。自動化されているからかと高知は考えたが、たまにお仕着せの奉ほう公こう人にんがこちらに気づかずにやってきて、

「あっ、六曜博士！」

　月曜博士を見るなりえらい仰ぎよう天てんして逃げていく。アーシスしかりテレサ人しかり、どんな人種であろうと反応は一いつ緒しよだ。警けい備びの人間でさえ、とりあえず高知に気づいて、

「おい、ここから先は許きよ可か証しようがないと通さぬぞ」

　と言ったそばから月曜博士を見つけると顔色を変え、尻尾しつぽを丸めて逃げていく。挙あげ句くに、どこからどう見ても市民権のない清せい掃そうロボットまでもが、月曜博士を認にん識しきすると、

「六曜博士！　私の生体脳組みこみプランは拒きよ絶ぜつします！」

　体のいろいろな部分を明めい滅めつさせながら、作業ロボットとは思えないスピードで逃げ去るのだった。それを見送った月曜博士が、薄うすっぺらな胸むねを反そらして、

「どうだ、俺おれは皇宮の中はフリーパスなのだ」

「はあ……」

　フリーパスとは確かく実じつに意味が違うだろうが、高知は敢あえて指し摘てきしなかった。彼らが逃げたくなる気持ちは充じゆう分ぶん理り解かいできるからだ。

（でも、皇女の警備よりも逃げるのを優ゆう先せんさせてしまう博士たちって、一体……）

　そして、誰だれもが逃げる六曜博士に改造されてしまった自分は一体……と、どんより暗い気分になるのだった。

　ともかく月曜博士に導みちびかれるまま廊下を歩き、到とう達たつしたのは大きな一枚扉とびらの部屋だった。

「ナオシスタ殿でん下か、入るぞ」

　返事も聞かず、個体認にん識しきキーを叩たたいて傍ぼう若じやく無ぶ人じんに扉を開ける月曜博士。中に入る博士に続いて、高知もどぎまぎしながら皇女の公こう務む室しつに入った。すると、

「ああもう！　一体全体、なんじゃこの量は！」

　自分が怒ど鳴なられたのかと一いつ瞬しゆん高知は身をすくめたが、聞き覚えのある声にほっとした。

　光を燦々と浴びる中庭に面した、無意味に広くなにもない部屋の真ん中で、ナオシスタ皇女はひどい仏ぶつ頂ちよう面づらで机のモニターと向きあっていた。

　肩かたで切り揃そろえた黒くろ髪かみに翡ひ翠すいの瞳ひとみ、頰ほおは陶とう器きのようにつるりとして、黙だまっていれば人形のように愛らしい少女だ。横おう柄へいな口く調ちようは帝国で二番目の権力者であるのだからしかたあるまい。一週間前の園えん遊ゆう会かいに出席した皇女よりも背せ丈たけは四十センチ低くて、華きや奢しやで子こ供どもで、ずいぶん胸がまな板化しているのもいたしかたあるまい。

　園遊会に出席したのは彼女の影かげ武む者しやロボット（仮想十年成長型）である。表向きは二は十た歳ちとなっているが、五つのときの事じ故こで冷れい凍とう治ち療りようを行っていた都合で、ナオシスタの実じつ質しつ年ねん齢れいは十歳だった。

　皇女は仏頂面のまま顔を向けた。

「なんじゃ月曜博士、今日は呼んで──高知ではないか！」

　高知を認みとめた途と端たん、ぱあああと顔が輝かがやく。そんなに喜んでもらえるとは思っていなかったので、高知は顔を赤らめた。

　ナオシスタは体全体が隠かくれてしまうほど大きなデスクの上によじ登り、喜き色しよく満まん面めんで高知を手て招まねいた。積つまれていた書類とメモリーチップが落ちるが、かまわない。

「よく来たな、もっとこっちへ来てもよいぞ。セシル、防ぼう壁へきを切れ」

「分かりました」

　ナオシスタのそばに控ひかえていた初老の男が答える。彼は皇女の世話係ロボットだ。首くび筋すじに製せい造ぞう番号がなければ、生身のアーシスの執しつ事じとまったく見分けがつかない。そう、彼は誰がどう見ても「執事」以外のなにものでもない風ふう体ていをしていた。そして、その基き板ばんに組みこまれた基本行動も、執事以外のなにものでもなかった。

「え、えと、お久しぶりです、ナオさま」

　しどろもどろに高知は挨あい拶さつする。辺境の星にいたときはもっと気軽に話しかけられたが、ここでは気き後おくれする。

「どうした、高知。別に踏ふみ殺しはしないぞ」

「いや、そういう警けい戒かいじゃなくて……」

「高知は殿下が殿下らしいことをしているので驚おどろいているのだよ」

　床に腰こし掛かけた月曜博士がのんびりと言う。ナオシスタは口を尖とがらせた。

「なにを言うておる、私も割わり振ふられた公こう務むぐらいこなすわ。ロボに任まかせるのは表に出るときだけじゃ」

「して、なにを怒っていたのかね？」

「これじゃこれ」

　ナオシスタはデスクに積まれた書類とチップの山を叩たたいた。

「陳ちん情じようというやつじゃ。まったくもってくだらない手紙ばかりで、嫌いやになる。私のところに艦かん隊たい編へん制せい改かい正せい案あんなんぞ送ってなんになるのじゃ」

　それは本当になんになるのだろうと、高知は首を傾かしげた。皇こう帝ていの姪めいであるナオシスタに陳情というのは分かるが、艦隊編制改正案など意味が分からない。

「それはマグダ皇おう子じ殿下が軍部に人気がございましたからでしょう」

　Ｒセシルがナオシスタの前にティーカップを置きながら説明した。彼は月曜博士の前にも顔ほどもあるカップを置きながら、

「皆みなさま、マグダ殿下の面おも影かげをナオシスタさまに写うつしているのです」

「だからといって、『ナオシスタ』は軍部となど一度もつきあったことはないぞ。父上と混こん同どうされては困るっ」

　チップの一つを折ってナオシスタは憤ふん然ぜんと言った。

「最近私のもとに送られてくるものといえば、帝国軍増強に関するものばかりじゃ。増強そのものについての進言、部隊を辺境に回してほしいとの陳情、発明品の売りこみ、軍内部の密みつ告こくなどなど。そんなものを読むのがどれほど苦く痛つうか、高知には分かるであろう？」

「はあ……」

　高知は曖あい昧まいに相あい槌づちを打った。もしかして今、国家機き密みつを話されている気がするが、とりあえず気づかなかったふりをする。どんな秘ひ密みつがあろうが、二は十た歳ちのはずのナオシスタ皇女が十歳の子供であるという最高機密を知ってしまっているのだから、今さらだ。

　ナオシスタは公務の鬱うつ憤ぷんを晴らすつもりなのか、人差し指を立てて説明を続ける。

「それというのも、オクスドクス銀ぎん河がが戦争をふっかけてこようとしているなどと、つまらないデマが流れておるせいじゃ。叔お父じ上うえではないが、なぜに皆は戦争がこうも好きじゃ？　そして、なぜに私に戦争しろと言ってくる？」

「そうなんですか？」

　高知は目を円まるくした。帝国捜そう査さ局きよくの訓くん練れん生せいたる者、政治の知ち識しきは一応記き憶おく野やに注入してあるが、軍事のことは専せん門もん外がいだ。

「オクスドクス銀河は陛へい下かが休戦条じよう約やくを結んだ相手では？」

「そうじゃ、だから私に言ってきおる。私とて戦争なんか嫌いじゃ。叔父上がいつも言っておるではないか、戦争は後あと始し末まつが面めん倒どうだから、片づけが嫌いならやらん方がいいと。私は父上と違うわっ」

　ひとしきり捲まくし立てるとナオシスタもすっきりしたようで、大きく息をついた。

「よし、セシル、全部片づけい。高知が来たのだから仕事はおしまいじゃ。茶の用意をしろ」

「分かりました」

　Ｒセシルは逆さからわず、デスクの書類やデータを片づけ始める。高知はうろたえた。自分の為ために公務をうっちゃられるのは困る。

「あの、忙いそがしいのでしたら、あとでかまわないんですが」

「よいよい、データ化して脳に注入すればいいだけじゃ」

　ナオシスタは手をぴらぴらとさせた。確たしかに脳に直接データを取りこめば、デスクに山積みにされている手紙など一秒足らずで「読んだ」ことになる。

「じゃあ、最初からそうすれば……」

「少しはそれらしいところを見せないと、納なつ得とくせん輩やからもおるでのう。パフォーマンスじゃ」

　そう言ってナオシスタは片目をつむってみせた。ということは、この閉めきった部屋を誰だれかが盗ぬすみ見しているのだろうか。高知が部屋を見回してみると、

「ん？」

　デスクからこぼれ落ちたのだろう、床にあった一枚のカードを拾う。

「セシルさん、落ちてましたよ」

「なんじゃ、それは」

　差しだしたカードを横からナオシスタが覗のぞきこんだ。なんの変へん哲てつもない掌てのひらサイズのカードだ。手書きで「マグダコレクションをお探しください」とある。

「マグダコレクション……？」

「ふん」

　ナオシスタは指で高知の手からはじき飛ばした。そして、憤然と、

「くだらんっ。セシル、なんでこんなものを残した、時間の無む駄だだぞ」

「エプ伯はく爵しやくの家か紋もんがありましたので」

「伯爵だろうが公こう爵しやくだろうがなんじゃ」

　ナオシスタは苛いら立だたしげに、人差し指でデスクを叩たたいた。

「なにがマグダコレクションだ、うつけどもが噂うわさに踊おどらされて騒さわいでおるだけではないか、ありもしないものに」

「ほう、亡ぼう霊れいがよみがえったか」

　色いろ鮮あざやかなフルーツタルトを大人おとなしく食べていた月曜博士が、物もの珍めずらしそうに首を突つっこんだ。デルペカ人はアーシスの食い物を消化できるのかと、高知は妙みようなことで感心する。

「博士、父上を亡霊呼ばわりするでない」

「俺おれが言ったのはマグダ殿でん下かではない、マグダコレクションの方だ」

　薄うすっぺらな手を振ふって月曜博士は訂てい正せいする。高知は好こう奇き心しんを抑おさえきれず、

「なんですか、そのマグダコレクションというのは」

「……」

「ナオシスタ殿下の父君、マグダ・パナウラー前皇太子の遺い産さんさ」

　おもしろくなさそうに口をつぐんだナオシスタの代わりに、月曜博士が説明した。聞いてはいけないことだったかと高知は後こう悔かいしたが、ナオシスタが月曜博士を止める様子もないので、少々緊きん張ちようしながら話を聞く。

「マグダ殿下は生前、恐おそるべき秘密兵器を開発していたと言われている。誰が言いだしたのか、それはマグダコレクションと呼ばれていてな。だが、それがどんなものか、どこにあるのか、本当に存そん在ざいしているのか、誰も知らんのだ」

「じゃあ、ない可か能のう性せいは高い……？」

「父上が軍人で好こう戦せん家かだったのは事実じゃ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらでナオシスタは補ほ足そくした。

「皇太子のくせに先せん頭とう切って戦場に出かけていたし、兵器も開発していた。でも、あの火事でなにもかもが燃もえてしまったわ。残っていたとしても、軍部が回収しているであろうに」

　今から十五年前、前の皇太子マグダ・パナウラーは研究所の火事で妻とともに命を落とした。一人娘のナオシスタも巻きこまれたものの、九死に一生を得、十年間冷れい凍とう睡すい眠みん治ち療りようを行ったのだ。その為ため、彼女には空くう白はくの十年間があり、本来なら二は十た歳ちのところがようやく十歳になったばかりなのだった。それは帝国機密であり、表舞台に出るときは影かげ武む者しやロボが役をこなしているのである。

「だというのに、きな臭くさくなるとそれがあるのではないかと騒ぐバカが多いのじゃ。こうも多いと、そんな亡霊など当てにせず、自力でどうにかせいと言いたくなるわっ」

　そう言って、ナオシスタは皇女とは思えぬ仕し草ぐさで、Ｒセシルがデスクの脇わきに積み上げた束たばを蹴け飛とばした。Ｒセシルは山を崩くずされても顔色一つ変えず、再度積み直しながら、

「人は幻げん想そうを抱いだきたがる生き物でございます。特にアーシスは、それをロマンと称しようして憧あこがれるものでございます」

「おまえはどうじゃ、セシル」

　意地悪くナオシスタは聞き返したが、執事ロボットは澄すました表ひよう情じようで、

「わたくしは現状をありのままに認にん識しきし、未来を予よ測そくするよう造られております。ですが、たまにナオシスタさまが帝てい国こくのファーストレディに相応ふさわしい淑しゆく女じよになられたならと、幻想してしまうことがあります」

「おまえは一回基き板ばんを取り換かえた方がよさそうじゃ」

　意地悪を皮肉で返され、ナオシスタはつまらなそうに肩かたをすぼめた。

「ともかく、そんなものはないとあれほど広報が口を酸すっぱくして言っておるのに、皆みなその話をしたがるのじゃ。しかも、私が在あり処かを知っているかのような口ぶりで」

「それは困こまりましたね」

　高知は深く同情した。ナオシスタはたった一人の肉親である叔お父じ皇こう帝ていを慕したっている。だが、平和志し向こうの皇帝を排はいし、ナオシスタを担かつぎ上げようとする動きがあって、二人を引き裂さこうとしている。マグダコレクションの噂はナオシスタを擁よう立りつする輩やからに、或あるいは彼女を疎うとむ皇帝派に利用されかねない危き険けんなカードだ。だからこそ、彼女は単なる噂以上に過か敏びんに反はん応のうしているのだろう。

　が、そんな気持ちを理り解かいしているのかしていないのか、Ｒセシルがナオシスタの前にもフルーツタルトを置きながら、

「その件でございますが、ハオイショー北部銀河軍将軍が本日十七時三分に面会を申しこんできております」

「またか」

　ナオシスタはがっくりとデスクに額ひたいをくっつけた。ハオイショー将軍といえば、軍事に疎うとい高知でさえ名前を知っている、ベルララ戦線の英えい雄ゆうだ。

「あのくそじじいめ、性しよう懲こもりないのう」

「将軍もマグダコレクションを気にしているんですか？」
















「そうとも。この前の園遊会で運悪くロボが遭そう遇ぐうしてしまってな、まあ延えん々えんと話題にしおってからに。将軍ともあろうものが噂なんかに頼たより始めては、帝国軍も先が見えたわ」

　ヤケになっているのか、ナオシスタは鼻で笑った。どうやら皆が皆マグダコレクションについて聞いてくるので、相当腹はらに据すえかねているようだ。

「セシル、私は来客中じゃ。面会など断れ」

「高知は客ではございません。備び品ひんです」

「では備品の手入れが忙しいからと言えっ」

「分かりました、来客中と答えましょう」

「おまえはいちいち面めん倒どうな奴やつじゃな」

　ナオシスタは呆あきれるが、高知はとても複ふく雑ざつな気分だった。どうりで自分だけ茶もタルトも出してくれないと思っていたのだ。ナオシスタに支配されているのは分かっているが、備品扱いはやっぱりなけなしのプライドが傷つく。しかも、Ｒセシルも同じ備品なのだ。

　彼の心境などまったく無視して、Ｒセシルは淡たん々たんと、

「では、オム・クロジーの面会はいかがなされますか。三分後に予定しておりますが」

「誰だれじゃ、それは」

「貿ぼう易えき商しようと称しております」

「実体は」

「貿易商にてございます」

「ただの貿易商が私になに用じゃ。そんな者の面会を許すでないっ」

「マグダ殿でん下かが生前懇こん意いにしていた者でございます。記録が残っております」

「また父上か」

　ナオシスタは皇女に似つかわしくなく、がりがりとデスクに爪つめを立てた。

「言いとうないが、父上のことはあまり覚えておらんが、これでは父上が嫌きらいになりそうじゃ」

「ならば感情デバイスを切ってやろう。常つねに客きやつ観かん的てきに物事を見ることができるぞ。皇女に相応ふさわしい神しん経けいをつなげてやる、俺たちに任まかせろ」

　目をきらきらさせて月曜博士が提てい案あんするが、ナオシスタは無む視しした。

「マグダ殿下が注文なされたものを買い取ってほしいとのことです」

「父上が？」

　その話は意外だったらしく、ナオシスタは考えこんだ。

「お会いになりますか」

「ふむ。会おう」

　ナオシスタは姿し勢せいを正した。えっ、と高知は驚おどろく。前皇太子が懇意にしていた貿易商など、いかにも面めん倒どうを持ってきそうな相手ではないか。

　高知の心配をよそに、ナオシスタは楽しそうに、

「貿易商ならなにかおもしろいものを売りこみに来たに違いない。高知、気に入ったら買ってやってもよいぞ」

「あ、いえ、ぼくは──」

「殿下、俺には買ってくれんのか」

「博士どもが気に入るままに買ってやっていたら、私は破は産さんじゃ」

　つれなくナオシスタは却きやつ下かした。博士が「ずるいずるい」と騒さわいでいるうちに、部屋の端はしにあった円えん盤ばん状じようの敷しき布ふが光り、中に額ぬかずくアーシスの姿が現れた。高知がぎょっとするのを見て、ナオシスタが、

「立体映えい像ぞうじゃ。本物は遠く離れた謁えつ見けん室しつにおる。そちらには二十歳のナオシスタ皇女の映像が現れておるのじゃ」

「そちらの殿下にはフィルターがかかっていて、体の凹おう凸とつ著いちじるしい二十歳の淑女になっているのです」

「凹凸著しいとはなにごとじゃっ」

　しれっとした顔で余よ計けいなことを言うＲセシルを、ナオシスタは蹴けり飛ばした。この執事ロボの性格設定を高知は今ひとつ理り解かいできない。

　ナオシスタは咳せき払ばらいすると、貿易商に声をかけた。

「ナオシスタじゃ。顔を上げて用件を言え」

「ははっ。わたくし、オリシスのブワ・デコ地区で貿易会社を営いとなんでおりますオム・クロジーと申します。このたびは謁えつ見けんを許していただき、まことにありがとうございます。わたくしの会社はおもに外銀河からの物品を扱あつかい、マグダ殿下には大変ご贔屓ひいきにしていただきました。そもそもわたくしとマグダ殿下は──」

「おまえに割さく時間はさほどない。要よう点てんを言え、それから聞いてやる」

　長く続きそうなクロジーの話を遮さえぎって、ナオシスタは咎とがめた。そして、傍かたわらにいる高知に耳打ちする。

「まったく、皆みないつだって前置きが長すぎるわ」

「あの、ナオさま……」

「では、殿下」

　もう少し用心した方がいいのではないかと言いかけたところで、クロジーが顔を上げた。前皇太子と懇意にしていたというわりにはまだ若い、四十代前後だろう。少々堅かた太ぶとりした体に釣つり糸のように細い目が、ひどく目を引いた。ナオシスタもまじまじと相手の顔を見つめる。

　クロジーは人当たりのいい笑え顔がおで、

「わたくしはこの十五年、タピラ＝カピラ＝ＴＲ１２２銀河の方に赴おもむいておりました。ええ、マグダさまのご注文の品を買いつけに行っておりましたのです。ゆえに、マグダさまがお亡なくなりになったと知りましたのはつい最近のことでして、こうしてナオシスタさまにお話に上がるのが遅くなったのでございます」

「話？」

　ナオシスタの頰ほおがぴくりと動いた。品物があるというのは方ほう便べんだったのか。

（やっぱりそうくるよなあ）

　予想どおりの展てん開かいだ。高知はナオシスタが怒おこって面会を中ちゆう断だんすると思ったが、彼女はことさら素そっ気けなく、

「なんじゃ、言うてみよ」

「人払いを」

「誰もおらん」

　ナオシスタは即そく答とうした。どうやら高知たちは向こうには見えていないらしい。

　クロジーの細い目がさらに細くなり、笑え顔がおがひどく能のう面めんめいた。

「マグダ殿下は弟皇おう子じ、ウレイク陛へい下かに殺されたのでございます」

「セシル」

　ナオシスタは通信を切り、背後のＲセシルを振り返った。彼女はまなじりを吊つり上げ、

「あやつを牢ろうにぶちこめっ」

「消しよう去きよいたしましょうか」

「いや、背はい後ご関係を洗っておけ。ああ、あやつもこやつもまったく腹立たしい！」

　ナオシスタはそう言い捨すて、勢いよくデスクから飛び降りた。どうやら最初から結論ありきで面会を許したようだ。怪あやしい相手はとっとと捕つかまえて洗いだす。いや、ほんの少しは楽しみもあっただろうが。

「私は頭に来たぞ！　セシル、公務は当分やめじゃ、面会謝しや絶ぜつじゃっ」

「では、ご病気になられますか」

「そうとも、ロボも棺ひつぎに放ほうりこんでおけっ」

「分かりました」

　Ｒセシルは深々とこうべを垂たれた。口答えはするが、彼は決してナオシスタの命令に背そむかないのだと高知は気づいた。やはり彼は世話係ロボットでしかない。

　ナオシスタは高知を見て、

「さあ高知、どこかに雲くも隠がくれするぞ、ついてまいれ」

「いいんですか、仕事は」

「かまわん、仕事なんかしたらよけい面めん倒どうに巻きこまれるだけじゃ。どうする、どこに行く。ヘメレフ星せい雲うんに行って激げき流りゆう下りするのも飽あきたし、ツーオヤーの星ウサギを狩かるのも時じ季き外はずれだし」

　ナオシスタは腕うでを組み、部屋着の裾すそを床ゆかで引きずってうろうろ歩く。そして、高知を振り返った。

「いや待て。高知、エキドナ宮までなにをしに来たのじゃ？」

「あ、あの、実は、ナオさまにお頼たのみしたいことがあって……無む理りならいいんですが」

　やっと本題に入れてほっとしながら、高知はしどろもどろに答えた。

「ケイマリリが研修中に事じ件けんに巻きこまれまして……今、彼女は病院で面会謝絶なんです。お見み舞まいにいったんですが、会うのを許してもらえなくて、月曜博士に相そう談だんしたら、ナオさまならなんとかしてくださると言うので……」

　またからかわれるかと思いきや、ナオシスタはじっと高知を見つめ、それから無言でデスクのモニターを操そう作さした。

「ふむ。なるほど、確たしかにサカンダールの姫ひめは入院中じゃな」

「分かるんですか？　彼女の具合は？」

「軽けい傷しようじゃ。事件の機き密みつ保ほ持じの為ために隔かく離りされているらしいぞ」

「なんとか会いにゆけませんか」

「ふうむ」

　ナオシスタはつまらなそうに上着のリボンをいじっていたが、不ふ意いにその目がきらーんと輝かがやいた。アーシスの目は自じ発はつ的てきに輝いたりはしないが、高知の目には確かに輝いたように見えた。

「なるほど。事じ件けんの捜査を引き継つぐ者なら、彼女に会うことができるな」

「本当ですか！」

　高知は顔を明るくした。だが、すぐに落らく胆たんして、

「ああ、ぼくは課程４は終わってるんだった……引き継ぎはさせてもらえないです」

「ならば、良い手があるぞ」

　ナオシスタがにんまりと笑った。その笑顔に、高知は相談する相手を間ま違ちがえたと悟さとった。ケイマリリの様よう子すを確かめられるなら、どんな手しゆ段だんでも使えるものは使うと思ってきたが、やはり銀河一の権力者に頼たよったのは間違いだったかもしれない。だが、もうあとの祭りだった。







　　　２　おあずけ？　おあずけ！







　そんなこんなで三時間、高たか知ちとナオシスタは皇こう女じよ専用船ハシリスクにて、惑わく星せいトッシュカニカナルへと到とう着ちやくしていた。

　惑星トッシュカニカナルは寂さびれた星だ。帝てい国こく建国期の一千年前にアーシスによって開かい拓たくされたこの惑星は大いに栄さかえた。巨きよ大だいな都市が此こ処こ彼処かしこに築きずかれ、宇宙船がひっきりなしに離り着ちやく陸りくし、無数の人々がひしめいていた。

　だが現在、都市のほとんどは崩ほう壊かいし、多くの人は星を出た。残った人は遺い跡せきから遠く離れたところに、矮わい小しようで乱らん雑ざつな町を造つくって細々と暮くらしている。巨大都市を金きん銭せん的てきに支えきれなかったからだ。衰すい退たいの原因はこれといったものはない。技術の進化による既き往おう製せい造ぞう業ぎようの衰退、そんなところだ。

　植しよく林りんも放りだされ、地球系植生が定てい着ちやくしきれなかった場所は沙さ漠ばくと化し、完了したはずの植生をも蝕むしばみつつある。そんな乾かわき始めた星に、二人はハシリスクに搭とう載さいされた地上降こう下か艇ていで降り立った。

「予想外に入国審しん査さが厳きびしかったのう」

　事件の現場となっている町、オクトヘルの全景を眺ながめながらナオシスタが言った。こぢんまりとした印象の町だった。背の高いビルが中心にいくつか見えるだけで、あとは五階以下の建物がごちゃごちゃと肩を寄せあい、そして唐とう突とつに町は終わる。その外は固い岩がん盤ばんが剝むきだしになった赤い大地の沙漠だ。皇女の降下艇は町の入り口、沙漠の中に着陸したのだった。むろん、皇女の名は隠かくし、専用船であることも伏ふせてである。

「こういう辺へん境きようは、もっとルーズなものと思っていたが」

「古い星ですから」

　彼女の隣となりに立って高知は律りち儀ぎに答える。

「でも、オリシスの管かん制せいに比べたらとても簡かん単たんでしたよ。捜そう査さ局きよくの名前もありますし」

「オリシスに着陸するのに審査なんか必要か？」

　訝いぶかしげに聞き返すナオシスタに、高知は頭が痛くなるのをこらえて、「はい」と答えた。理り屈くつで考えれば帝都星に離着陸することがもっとも厳きびしいぐらい彼女も分かるだろうが、それが皇女の現実ということであろう。

　案あんの定じよう、ナオシスタは渋しぶい顔のまま、

「そうか？　ううむ、そうかもしれん。しかし、時間領りよう土どといい、しち面めん倒どうな話だな。だから私が提てい案あんしたように、飛び降りれば面倒はなかったのに」

「そっちの方が面倒ですっ」

　すかさず高知は否ひ定ていした。またパラシュート降下なんて冗じよう談だんではない。皇女は飛び降りれば誰だれかを踏ふみつけるという悪い癖くせがあるのだ。

「今ナオさまは捜査局訓くん練れん生せいなんですから、そーゆー突とつ拍ぴよう子しもないやり方はダメです、禁きん止しですっ。なるべく地味に目立たず的てき確かくに、がモットーですっ」

「そうか？　飛び降りた方が断だん然ぜん楽しいと思うのだがのう」

　納なつ得とくいかない様子のナオシスタ。やはり彼女の行動基き準じゆんは「楽しそう」らしい。前回一いつ緒しよに行動してうすうす気づいてはいたが、こうはっきり聞かされると萎なえてくる。効こう率りつや道理、安全とか普通とかいった言葉はすべて蹴けり飛とばされ、「楽しい」が優ゆう先せんされるのだ。それがどんなに危き険けんを招まねく行こう為いだとしても、彼女は理り解かいしようとしない。

　そう、ナオシスタは現在、帝国捜査局の訓練生であった。つまり身分は高知と同じである。

「いい手があるぞ」

　そう言ったあと、ナオシスタはどこかに連れん絡らくし、一人の男を呼よびだした。冷たいまなざしの、いかにも切れ者といった美び丈じよう夫ぶだったが、それは擬ぎ態たい映えい像ぞうで、実体は発光不定形生命体ヨガマ人だった。

　ナオシスタはヨガマ人に、自分を捜査局の訓練生にねじこめと命めい令れいした。そんなこといくらなんでも不ふ可か能のうだと高知は仰ぎよう天てんした。第一もし通ったとしても、不自然すぎる。ほかの訓練生から不ふ審しんを買って、皇女だということがすぐにばれるだろう。ただでさえナオシスタはお忍しのびのくせに失言が多いのだから。

　ヨガマ人は不ふ機き嫌げん丸出しで高知を一いち瞥べつすると、

「それは不可能です、殿でん下か」

「やれ」

「ちょっと考えれば無む理りなことはお分かりでしょう」

「やれといったらやれ。私はおまえに貸かしがあるぞ」

「……」

　ヨガマ人はため息をつき、自分の携けい帯たい端たん末まつでどこかに連れん絡らくを取った。そして一分後、

「捜査局訓練校には二百三年前に特とく待たい生せいがいたという前ぜん例れいがあります。潜もぐりこむ目的はなんですか」

「トッシュカニカナル星の連続殺人事件を捜査したいのじゃ。この高知とな」

「三日前に訓練生が殺された事件ですね。分かりました、ＩＤを発行します、少々お待ちを」

　まったく気が進まなそうに、それでも文もん句くは言わずヨガマ人は退たい室しつしていった。訓練生が一人殺されたことまで知っているとは、どういう人物なのかと思っていると、ナオシスタが、

「あれはグオ・ウフディポゴテン、叔お父じ上うえの側そつ近きんで特とく殊しゆ警けい察さつ長ちよう官かんじゃ。ああいうことには慣なれておる」

　などと平然と言うので、再度仰ぎよう天てんした。確たしかそれは、前回ナオシスタを葬ほうむり去ろうとした人物ではないか。大きな貸しがあるのは分かるが、

「だ、大だい丈じよう夫ぶなんですか、彼に頼たのんで」

「奴やつに頼んだからこそ大丈夫じゃ。私になにかあれば、真っ先に疑うたがわれるのはグオだからな」

　などとナオシスタはほざいた。それは理解できるが、だ。

「なに、特殊警察と捜査局は兄弟のようなものよ、簡かん単たんじゃ」

　と皇女が安やす請うけ合いしたとおり、十数分後にはナオシスタはトッシュカニカナル星を捜査する為ための限定的特待生となり、高知は彼女の付き添そいということで引き継ぎが決まったのだった。

（でも、特殊警察と捜査局は水と油ぐらい仲が悪いはずなんだけど……）

　同族嫌けん悪おというもので、捜査局は特殊警察の隠おん密みつ性せいが鼻持ちならないし、特殊警察は捜査局のなわばり意い識しきが気に入らないらしい。高知のような訓練生は噂うわさでしか知らない事こと柄がらだが、現場に出るとよく鉢合わせするそうだ。

　まあ、長官で皇こう帝ていの側近ともあれば、無理はどこまでも通るだろう。第一、皇女の命令なのだ。が、その権力の使い方になにか悲しくなってくる高知だった。

　というわけで、彼らは今、トッシュカニカナル星にいるのだった。

「しかし高知よ、今回は目立った方がよいのではないか？」

「そ、それは──だから、それは、病院に行ったあとですっ。先に喧けん伝でんして、なにか状じよう況きようが変わってたら困こまるでしょう」

「それでは二度手間ではないか。やはり空から降ふってくるというインパクトは必要だと思うぞ」

　あくまで「空から降ってきたい」らしいナオシスタだが、肩かたをすぼめ、

「まあ、ここではおまえの指示に従おう。おまえがリーダーだからな」

「ありがとうございます」

　高知はホッとした。彼女は分からず屋ではない。理り屈くつを説明すれば納得してくれる。少々世間の一いつ般ぱん常じよう識しきが通じないだけで。

　降下艇の中からＲセシルが声をかけてきた。

「ナオシスタさま、準じゆん備びができました」

「そうか、ではハシリスクに帰れ」

「では、失礼いたします。ごゆるりとお楽しみください」

　Ｒセシルは深々と一礼した。「今一度お考えを」とか「やはり戻もどりましょう」とか、せめて「無む茶ちやはしないように」ぐらいは言ってほしいものだと、高知は恨うらみに思いながら、降下艇が上昇していくのを見送った。

　そんな彼の思いが顔に出てしまったのだろう、ナオシスタが呆あきれ気味に、

「そんなに心配しなくても平気じゃ。護ご衛えいにはルーヤがおるし、セシルはいつだって私を監かん視ししておる、声をかければすぐに現れるぞ」

「とか言って、セシルさんはよく壊こわれるのでしょう？」

「欠点もまた個性じゃ。私は気に入っておる」

「いや、そーゆー問題では……」

　個性で皇女の監視ができなくなるのでは、なにをもって「平気」と言えばいいのやらだ。ナオシスタを狙ねらう輩やからがいると分かっているのに、この楽観的な態たい度どはなんなのだろう。

（もしかしてナオさまは、自分から危き険けんを呼び寄せてるのかな……？）

　ふとよぎった疑ぎ問もんに、高知は顔を曇くもらせた。そう考えれば前回のことも、護衛がルーヤ一人でしかもあまり当てにならないことも、説明がつく──つくか？

（やっぱり、ナオさまの楽しみを邪じや魔まする人は連れてこなかった、って方がしっくりくるよなあ）

　イエスマンしか揃そろえていない権力者は先がない。そう思いつつも、ナオシスタに先は要いらないのだったと思い直す。

（でも、それだと反発を買って、さらにまずい事じ態たいになるんじゃ……でも、それもナオさまの狙い？　いや、でもそれだと）

「なにを唸うなっておる、行くぞ」

　うんうん唸る高知を尻しり目めに、ナオシスタは町に向かって鼻歌をかましながら歩きだした。高知は慌あわててそのあとを追った。




　二人はオクトヘル市に入り、まっすぐ中央病院へと向かった。十三階建てビルの十一階まで、年代物のエレベーターに乗って上がり、教わっていた病室へと赴おもむく。そして、部屋の前にいた監視兼けん護衛役の帝てい国こく捜そう査さ局きよく訓練校の教官に一礼して──礼をしたのは高知だけだが、学生証を提てい示じした。

　教官は吊つり上がった黄金色の目で、学生証と二人を交こう互ごに見た。背せ中なかに長く垂たれた耳を持つ、狐きつね顔の毛深いヒューマノイド型──テレサ人だ。瞬まばたきしない目を除のぞけば、その容よう姿しはほとんどアーシスと変わらない。

「うむ、知っておるぞ、テレサ人」

　ナオシスタが興きよう味み津しん々しんで教官を見上げながら言った。

「テレサ人はアーシスに次ついで帝国内で人口が多い人種じゃ。その姿形もさることながら、感情反はん応のうもまたアーシスによく似にておるので、最初にアーシスと『友人』になったのじゃ。同どう盟めい時代には特とつ攻こう隊たいとしてともに銀ぎん河がを侵しん略りやくしまくった『悪友』でもある。どうじゃ、なかなかいい線であろうっ」

「……」

　ナオシスタの自じ慢まんげな知ち識しき披ひ露ろうにも、教官は冷たい一いち瞥べつを向けただけだった。高知が慌てて「静かにっ」と注意する。

　教官はナオシスタの学生証を見つめたまま、

「特待生などという制度は、私が学校にいた時代にはなかった気がするが？」

「二百三年前に一例あるぞ」

　嬉うれしそうにナオシスタは口答えする。高知ははらはらしながら二人を見守った。

　教官は彼女の口答えなどさらに無む視しして、高知の学生証をおざなりに眺ながめた。そして、

「なぜアーシスが来た。現げん状じようを分かっているのであろう、学校もなにを考えてきさまらを送りこんできた」

「現状が分かっているなら、アーシスがいちばんの適てき任にん者しやであることは自じ明めいじゃ。のう、高知」

「は、はいっ」

　同意を求められて高知はとっさに返答し、それから顔をしかめた。この会話では身分の上下があるのが分かってしまう。異人種は細かい会話のニュアンスを捉とらえることが難むずかしいと言われているが、テレサ人はそれができるゆえに「アーシスによく似ている」と称しようされるのだ。

　案の定、教官は怪け訝げんそうに二人を見比べた。高知はなにかごまかしの言葉を口にしようとしたが、その前にナオシスタが手で制して、教官に近づき、

「実はの、私はサイボーグなのじゃ。囮おとりとして最さい適てきであろう」

「……」

　囮。二人のトッシュカニカナル行きが決まった最大の理由だ。高知も学校には「事故に遭ってサイボーグに化した」と申しん告こくしてある。一いつ般ぱん仕し様ようだと偽いつわってはいるが。

　サイボーグなら襲おそわれても簡単に死にはすまい。そう教官たちは判はん断だんしたのである。もちろん、それ以上に「上からの」圧力もあったのだが。

　殺されたバーニーズはアーシスだった。ともに行動していたサカンダール人のケイマリリは軽けい傷しようで済すんだ。そして、今までの被害者七人のうち五人がアーシスなのだ。このことから、犯はん人にんはアーシスを好んで殺している可か能のう性せいがある──そう捜査局は結けつ論ろんづけたのである。むろん、偶ぐう然ぜんという可能性もあるが。

　教官は自分の携けい帯たい端たん末まつで学生証データを確かめながら、

「サイボーグ化したのはずいぶんと昔のようだな。なぜ生身に復ふく元げんしない。アーシスならば技術は確かく立りつしている」

　その問いは高知も同感だった。怪け我がをして一時的にサイボーグ化するのは分かる。生身への完全復元はある程度の技術と設備がある病院でなければできない。金もそれなりにかかる。だが、ナオシスタは皇こう女じよだ。彼女ができなければほかの誰だれもできまい。

　高知を改造した六ろく曜よう博士の弁べんによれば、「生身なんかよりよっぽどすばらしい出来」だそうだが。

（いつだって命を狙ねらわれてるからサイボーグの方がいい、って話もあるけど……）

　果たして、ナオシスタは挑いどむようなまなざしで笑い、

「サイボーグの方がなにかと便べん利りであろう」

「そういう考えは感心せん。肉体を改変して職しよく務むに適てき応おうするより、それに相応ふさわしい形けい態たいの者に役目を譲ゆずるべきだ。帝国内の多様性を否ひ定ていするのはアーシスの悪あしき癖くせだ」

「おぬしの持論は尊そん重ちようしてやってもいいが、実じつ際さい問題、今必要なのはアーシスのサイボーグではないか。現実と理想は異ことなることぐらい分かっているであろうに」

「理想を失えば現実は未来を失う。そういうことだ」

　教官は表ひよう情じようを変えず言い返した。瞬かないテレサ人の感情はその耳の動きで分かる。

「そんなことより、ケイマリリの具合はどうなんですかっ」

　高知は苛いら立だちをこらえながら口を挟はさんだ。二人の禅ぜん問もん答どうなんかどうでもいい、ケイマリリに会う為ために彼はこの星に来たのだから。

　教官は感情の揺ゆらぎのないまなざしを高知に向けた。

「彼女は面会謝しや絶ぜつだ」

「そんな！　引き継つぎは彼女と会えるはずじゃあ!?」

　高知は声を上げた。そんな彼をナオシスタは仏ぶつ頂ちよう面づらで見て、教官も怪け訝げんそうに、

「彼女の回復が先だ。どちらにせよまだ繭まゆごもり中だ。サカンダール人は内的ストレスを感じると、繭を形成して昏こん睡すいするのは知っているだろう」

「……」

　高知は肩かたを落とした。ケイマリリがそんな状じよう態たいにあるとは聞いていなかった。

　ナオシスタは首を傾かしげ、

「では我われ々われはここで足止めか？」

「状じよう況きようは私が説明する」

　そう言うと、教官は棒ぼう状じようのチップを二人に差しだした。高知はのろのろとそれを受け取り、携帯端末の読みこみ口に挿そう入にゆうする。チップにはこれまでケイマリリたちが集めたデータが記き録ろくされていた。

　ケイマリリたちが研修課題として出されていたのは、この一月あまりにオクトヘルで起きた連続殺人事件の捜査であった。普通なら帝国捜査局が出る幕まくではないが、研修用に「適てき当とうな」事件を探さがしていた訓練校の目に留まったのだ。

　殺害されたのはバーニーズを含ふくめて七人、五人はアーシスで、残りはイット人、ドクルノ人だ。四人はオクトヘル在住で、ほかは異い星せいからの旅行者だった。彼らに関連性はほとんどない。全員が頭部、胴どう部ぶ、複数対ついの腕わん脚きやく部ぶで構こう成せいされたヒューマノイド型であるというぐらいで。

　手口は精神中ちゆう枢すう器き官かんを食いちぎるという荒っぽいものだ。だが、警けい察さつの検けん視しの結果、それには偽ぎ装そうの疑うたがいがあった。つまり、アーシスで言うところの脳を最初に別の凶きよう器きで破は壊かいし、その手口を隠かくす為ためにあとから工作したというわけだ。獣けものの犯はん行こうと思わせたかったのだろうが、工作の仕方が下へ手たすぎた。

　警察は快楽殺人との見方だ。帝国の支配種族たるアーシスへの犯はん行こうの場合、政治的思想を訴うつたえる手しゆ段だんとしての犯はん罪ざいが多いが、今回は七人も殺したわりにはなんの声明も出ていない。そして、快楽を求める場合、ターゲットに一定の指向性があるのも特とく徴ちよう的てきだ。今回はヒューマノイド型というくくりが出ている。

「二人は被害者の情報集めを中心に行動していた」

　教官も自分の携帯端末でデータを確かく認にんしながら説明した。

　最終学年の第四研修は、実際の事件現場に出て捜査を行うものである。第三研修のような指導捜査官はなく、訓練生だけで行うのだ。地元警察も彼らを捜査官と同じ身分として扱あつかう。

　そして、研修期限終了の直前の銀河標ひよう準じゆん時間で三日前、二人は町外れで襲おそわれた。

「バーニーズは頭部から左肩を削けずられている。手口はほかの六人と同じだ。ケイマリリは犯人を見なかったと証しよう言げんしている。死し角かくから襲われて、姿も声も臭においも感かん触しよくも味も感じなかったそうだ。感かん覚かく遮しや断だん機きを作動させていた可能性もある」

「或あるいは、その能力のある種族ということじゃな」

　ふむふむと頷うなずきながら、ナオシスタは手を動かしている。なにをしているのだろうと高知が覗のぞきこむと、紙面に手で自分の発言を書き記していた。今どき紙面書記とは古こ風ふうなことだ。

「彼女らが集めた情報もそのチップに入っている。やり方はそっちの正規生が分かっているな。なにか質しつ問もんは」

「あの、ケイマリリにはいつ会えるんですか」

　情じよう報ほう確認もそこそこに、高知は急せきこんで尋たずねた。すると、教官はしかめっ面を少しだけ崩くずした。

「それは分からん。彼女に関することは外部には洩もらさぬように──繭が溶とけたらすぐに連れん絡らくしてやる」

「あ、ありがとうございます……それから、バーニーズは」

　そこで高知は言葉を切った。続ける言葉が思いつかなかった。

　訓練生が研修中に死亡した。捜査に危き険けんはつきもの、分かりきったことだ。それでも、訓練生はまだ心の準じゆん備びができあがっていない。クラスメイトは皆みな動どう揺ようしていた。高知もそれは同じだ。バーニーズとは日ごろから仲が良かったわけではないが、同じアーシスということで特別な連れん帯たい感かんがあった。

　ただ、一いつ緒しよにいたケイマリリは助かった、その安あん堵どと喜びの方が大きくて、そして彼女に一刻も早く会いたくて、バーニーズの死を悼いたむ余よ裕ゆうがなかった。

「彼女の遺い体たいは事件が解かい決けつされるまで保ほ存ぞんされる。そのあとで遺い族ぞくに返される」

「……」

　バーニーズの両親のことを考えると、胸むねが痛いたい高知だった。

「君はきちんと登とう録ろくしてあるな」

「え？」

「君が死亡したあとの引取先だ。バーニーズの引取先は今は不明になっていて、見つけるのに苦労したからな」

「……」

　高知はぽかんとした。彼は今の今まで、自分も殺されるかもしれないということを、まったく、露つゆほども考えていなかったのだ。




　　　　※




　再ふたたび帝都惑わく星せいオリシス、エキドナ宮──

「ナオシスタ殿でん下かのわがままには困こまったものです」

　皇こう帝てい控ひかえの間で特とく殊しゆ警けい察さつ長官、ヨガマ人のグオ・ウフディポゴテンは渋しぶい顔でそう言った。彼と小さなテーブルを挟はさんで座すわる相手は、銀ぎん河が帝国のあるじたる若き皇帝ウレイク・パナウラーだ。

　ウレイクは姪めいであるナオシスタとはあまり似にていない。栗くり毛げの髪かみに同じ色の瞳ひとみ、無言で威い風ふう堂どう々どうと座っていれば皇帝の名にふさわしい精せい悍かんな美男子であるが、頰ほお杖づえをついてだらけきった姿し勢せいで、グオの置いた駒こまを寄り目で睨にらんでいる姿は、威い厳げんもへったくれもないただの二十六の若わか造ぞうであった。

「うーむ。アレがこうだから、ソレをこっちに置くだろう？　でも、ソレがこう来るとダメだから」

「お忍しのびで市し井せいに行くというのは、まあ大目に見ましょう。為い政せい者しやとして、国民の暮くらしを知ることはよいことです。ですが、探たん偵てい気取りはいただけません」

　手駒をあっちこっち動かし、熟じゆつ考こうに入っている皇帝を無む視しし、グオは淡たん々たんと告げる。

「捜査局の訓練生を従じゆう者しやにしたのが問題でしょう。妙みような遊びを覚えると、あとあと面めん倒どうですよ」

「自分の名を出すほどナオはバカじゃないさ。うーん。ダメだなあ、こいつらがうまく動かん」

　聞いてないようでしっかり返事をしながら、ウレイクはばりばり頭を搔かいた。テーブルの端はしに積まれた駒を盤ばん上じように投げだす。グオは擬ぎ態たい映えい像ぞうを操あやつり、すばらしく嫌いやみに片かた眉まゆだけを動かした。

「皇帝陛へい下かともあろうお方が、途と中ちゆうで投げだすとは情けない。さあ拾いなさい、その駒は捨てられるものではございません」

「俺おれは捨てたいよ、旧マグダ派なんて」

　ウレイクは情けなさそうに口元を歪ゆがめながら、不ふ承しよう不ぶ承しよう投げた五つの駒を拾い集めた。

「ナオも腹を立てて逃げたじゃないか」

「ナオシスタ殿下は皇女で陛下は皇帝であられます。立場が格かく段だんに違います。あなたは皇帝というものを理り解かいしておられないのですね、もう一度人格矯きよう正せい教育を受けた方がよろしいのではありませんか」

「失礼な奴やつだ、俺は矯正教育なんか一度も受けたことないぞ。それならこの駒を使ってやる。ほら」

　そう言ってウレイクはふところに忍しのばせていた、ほかの駒より三倍は大きい駒を、盤ばん面めんの真ん中に強ごう引いんに置いた。ほかの駒がばらばらと倒れ、グオが椅い子すを蹴け倒たおして逃げる。

「そ、それは、六ろく曜よう博士！　いつの間にそんな凶きよう悪あくな駒を！」

　擬態映像を操るのも忘れたか、グオの表情は渋い顔のままで、慌てふためいている態たい度どとそぐわない。それだけ皇帝の奥の手に驚おどろいたのだろう。

　ウレイクは目を細めて笑って、

「ふっふっふ、俺の美び点てんは危険を危険と認にん識しきしないところだ。六曜博士の組そ織しきを手に入れることなんぞ朝飯前さ」

「なんと恐ろしいことを」

　ようやくグオは顔色を変え、自分に言い聞かすように呟つぶやいた。彼らのやっているゲームは、手駒を好きなだけ増やすことができる。但ただし、駒は実在の人物でなければならず、対たい象しようの生体組織を生駒に埋うめこむことで、初めて手駒となるのだ。最終的に王を倒せば完成だ。王＝ウレイク本人であるが、今回は王を倒しにいっているのはウレイク自身で、グオが防ぼう御ぎよ側がわだった。

　グオが咳せき払ばらいして、自分のペースを取り戻す。

「陛下、六曜博士は禁きんじ手です。下げてください」
















「いやだね、例外は認みとめん。なんなら俺自身が俺を倒しにいくぞ、ほら」

　盤の下から生駒をちらちら見せつけるウレイク。またわけの分からないことを……とグオはぼやいた。常つねに冷れい静せいな彼も六曜博士の名を聞くと落ちつかないのだ。

「分かりました、投とう降こうします。私の負けです。さようなら、皇帝陛下は首を落とされました。後こう継けいにはナオシスタ皇女の傀かい儡らい政せい権けんが誕たん生じようすることでしょう」

　無情にグオは告げるが、ウレイクはそれを無む視しして、自分の手駒を回収した。

「しかし、おまえたちが六曜博士をそんなに恐れる理由が、今ひとつ分からんなあ。親切で便利で可愛かわいいじゃないか、彼らは。少々押しつけがましいが」

「親切？」

　ふっ、とグオは皮肉げに笑った。

「アーシスの感覚は、デルペカ人に対してはまったく少数派で異い端たんですよ。どのようにしてナオシスタ殿下が彼らを引き入れたのか、まったく想そう像ぞうもつきません」

「いつの間にかいたからなあ、彼らは。じゃあグオ、賠ばい償しよう金きんを払はらってもらおうか。今日一日、この姿でいろ」

　とウレイクが差しだしたのは一枚の画像だった。グオはまじまじとそれを見つめた。

「……私にバニーガールで一日を過ごせと？　正しよう気きを疑うたがわれますよ、陛下」

「安心しろ、真っ先に疑われるのはおまえだ。そのくらいのペナルティがつけば、次は本気でやるだろう」

「……」

　グオはそれ以上反はん論ろんしなかった。椅い子すに座り直した途と端たん、その擬ぎ態たい映えい像ぞうが黒いウサギ耳に丸い尻尾しつぽ、そしてもこもこの長毛ボディスーツに変化する。普ふ段だんは男性形を取るグオだが、ウレイクの画像に合わせて女性形になっていた。顔も女性形に変化している。別段それは彼にとって恥はずかしい姿ではなかった。ウレイクがなにを楽しんでいるか理解できないだけだ。

「本人確かく認にんが面めん倒どうになるのですが」

「それくらい苦労しろ。いやあ、可愛いぞ、グオ。なんならずっとその姿でいたらどうだ」

「お断りします。次は負けません、ナオシスタ殿下に新しい条件が加わりましたから。自じ滅めつさせるのは簡かん単たんですよ」

「ナオはおまえの手駒だぞ。新しい条件とはなんだ」

「だからこそ皇帝が生き残れるのです。実はナオシスタ殿下のもとに、マグダ殿下の腹ふく心しんだった男が面会に来ましてね」

　グオは駒を片づけながら素そっ気けなく答えた。口調はグオのものだが、格かつ好こうはバニー美女というちぐはぐな存そん在ざいを、じっとウレイクは見つめる。

「その男は貿ぼう易えき商しようで、タピラ＝カピラ＝ＴＲ１２２銀河にマグダ殿でん下かの命でなにかを買いつけに赴おもむいていたそうです。さて、彼はナオシスタ殿下になにを売りつけにきたのでしょう」

「……」

「そうそう、最近またマグダコレクションの噂うわさが流れていますね。戦せん機きが来るとこの国の人々は伝説に頼たよりたがる。特にアーシスは。悪い癖くせです。そして、噂を自分の都合いい方に解かい釈しやくしたがる。マグダ殿下を懐なつかしむ人々が、いろいろとナオシスタ殿下に接せつ触しよくしようとしているみたいですね。ナオシスタ殿下は逃げていますが、果たして逃げ切れるものか。彼らはオクスドクス銀ぎん河がとの開戦を望んでいます、ナオシスタ殿下を戦争に連れだそうとしているようですよ。あわよくば陛へい下かに反はん旗きをひるがえし、軍を乗っ取ろうと──」

「ナオは俺を裏うら切ぎらないよ」

　グオの言葉を遮さえぎってウレイクは否ひ定ていし、腹心の部下を睨にらんだ。

「負けた腹いせの妄もう想そうなんか聞く気はないぞ」

「私の妄想ではありませんよ、噂です。彼らはマグダコレクションを手に入れ、オクスドクス銀河と戦うと見せかけ、陛下と戦うつもりだと。そして、ナオシスタ殿下を皇こう帝ていに据すえるつもりだと」

「そんな噂を流したのはおまえじゃないのか、グオ」

　ウレイクは立ち上がると、床に放ほうりだしておいた王おう杖じようを拾い、頭部についた青い珠たまに向かって、

「グオ・ウフディポゴテン長官は一身上の都合でしばらく休きゆう暇かだ。参さん内だいも控ひかえるから、登とう録ろくを変へん更こうしておけ」

　そう命ずる。グオは驚いて立ち上がった。彼本来の体の造りでは驚いて立ち上がることはないのだが、長年のアーシスへの擬ぎ態たいが身について、反射的な行動までアーシス化していた。

「陛下！　それは一体！」

「ゲームに負けただろ。罰ばつゲームだ」

　ウレイクは素そっ気けなく答え、そして、口調とはまったく釣つりあっていない剣けん吞のんなまなざしで腹心の部下を睨んだ。

「まさか、その格好をここでしておしまいなんて、甘い考えじゃなかっただろうな。その格好のまま、俺がいいと言うまで参内するな」

　そう言い残し、皇帝は控えの間の壁かべを覆おおう緞どん帳ちようの隙すき間まから、奥へと消えていった。

　突とつ然ぜんの態度の変化に、グオは呆ぼう然ぜんとその姿を見送るしかなかった。







　　　３　呪のろいと廃はい墟きよと貧ひん乳にゆうと







　結局ケイマリリと会うことはかなわなかった高たか知ちとナオシスタは、しかたなく捜そう査さしにオクトヘルの町に出た。

　乾かわいた大地に囲かこまれた町は、やはり乾いた空気で満たされていた。ただ、炭たん素そ酸さん素そ系けい生物の多くが水を必要とする為ため、この町も地下水が豊ほう富ふに湧わき出る場所に築きずかれ、到いたるところに噴ふん水すい井戸や溜ため池いけが作られてある。その水の匂においが埃ほこりっぽさを中和して、なんとか息がつけた。

（ぼくはサイボーグなんだから、そういう悪あく環かん境きようはあまり気にならないはずなんだけどな……）

　高知は町を見回しながら考えた。サイボーグになったという自覚もないからだろうか。記き憶おくが覚えているのだろうか。それとも、サイボーグ＝マルチ環境対たい応おうになった、と考えるのは単なる思いこみだろうか。

　それはないか、と苦笑しかけ、いや待てよと高知は顔をしかめた。

（あの人たちならやりかねないぞ。なにが必要でなにが必要じゃないとかいう価か値ち基き準じゆんじゃないし……）

　楽しそうだから、ならまだマシだ。六ろく曜よう博士の場合、「試し行こう錯さく誤ごの一つ」として、今の高知の形けい態たいがある気がしてならない。必要でないものも必要なものも、彼らがなんの基準で装そう備びさせているのかさっぱり見当がつかないのだ。

（大体、ぼくは自分のスペックを知らされてないし……だからサイボーグであるという感覚が薄うすいのだなあ、ああ、薄いのだなあ）

「どうした高知、ぼんやりして。サカンダールの姫ひめに会えなかったのがそんなにショックか」

　遠い目で紫むらさきの空を眺ながめる高知に、ナオシスタが怪け訝げんそうに言った。

「しっかりせい、無ぶ事じであることは確たしかめたのであろう。あとは我われ々われが犯はん人にんを捜さがして捕つかまえれば、サカンダールの姫も安心して外に出てくるであろう」

「え？　あ、いや、ぼくは……」

「しかし、バーニーズという娘むすめも気の毒であったな。頭部をかじられては復ふく元げんできぬか。この町にはよいサイボーグ技ぎ師しはおらんのかな」

　気の毒と口にするほどあまり気の毒がってはいないあっさりした口く調ちようで、ナオシスタは言った。高知はぎくりとして、とっさに左腹を押さえたが、ファスナーが開く気配はなかった。六曜博士はハシリスクに乗りこまなかったが、彼らに距きよ離りは関係ない。

（ぼくが死んだとき、六曜博士がすぐそばにいたのは、幸運だったのかな）

「サカンダールの姫も神しん経けい補ほ整せい治ち療りようを受けさせればよいのじゃ。六曜博士に言えばすぐにでも治るであろう」

「ええっ!?　いや、それは断だんじてやらないでくださいっ。被ひ害がい者しやはぼくだけでいいです！」

　うろたえる高知を、ナオシスタはますます不ふ審しんそうに睨んだ。そういえば彼女もまた博士の患かん者じやであることを、今さらながら思いだす。

「なにが被害者じゃ、六曜博士は腕うでは最高によいぞ」

「そ、それは分かりますが。あの、その、ケイマリリは文化保ほ護ご法ほうの準指定を受けているから、無む闇やみな体の改造は行えないそうです」

　へどもどと高知は言いわけする。腕を治しにきた六曜博士に助けを求めたとき、月曜博士に言われたことだ。

「サカンダールの姫は俺おれたちが手を出しちゃいけない箇か所しよが多いんだよ。それよりも、俺たちはもう一人のアーシスの方を治したい。ぜひともやらせてみろ」

　そう月曜博士は言っていたが、あのときすでにバーニーズが殺されたことは分かっていたので、もしかしたら本当に博士たちには死んだ人間をよみがえらすことができるのかもしれなかった。

　ナオシスタはきょとんとして、

「そうか、それは残念だったな。まあ、そのうち会うことができるであろう、仮にも捜そう査さ官かんの適てき性せいがあると判はん断だんされたのだから、姫もいつまでも悩なやんではおるまい」

「はあ、そうですね……」

　高知は複ふく雑ざつな心境で同意した。

　状じよう況きようへの柔じゆう軟なんさ、異い星せい人じんへの親しん和わ性せい、異環境への適てき応おう力りよく、そして健すこやかな精神のバネ。それらが帝てい国こく捜査局捜査官に求められる資し質しつだ。事件を解かい決けつする頭ず脳のうのレベルなどは二の次で──実じつ際さいのところ教きよう養ようや知ち識しきなどは脳に直じかに書きこむ睡すい眠みん学習で事足りる──要は打たれ強ければいい。

　たとえ親友が死んでも、捜査に失敗しても、果ては自分自身が殺されそうになってでさえ、一時は沈しずんでも、また回復できる神しん経けいの図ず太ぶとさが訓くん練れん生せいにはあるはずなのだ。いかに見た目は繊せん細さいで、気弱そうに見えても、だ。

　だから、ケイマリリもいずれ回復するだろう。落ちこんでも立ち直れる、それが彼ら訓練生なのだから。

「それで、私たちはこれからどうするのじゃ？」

「えっとですね……」

　高知は携けい帯たい端たん末まつから資し料りようを引っ張りだした。彼としてはケイマリリに会えればどうでもよかったので、研修のことなどまったく考えていなかった。普通なら最初に綿めん密みつな計画を立て、教官に準備レポートを出してから来るのだが、今回は無理を通したのでなにも用意していなかった。

「えっと、まずは警けい察さつに寄よって、挨あい拶さつします。それで新しい情じよう報ほうを仕入れて、チャートに変へん換かんして分ぶん析せきして、シンクタンクに送って予想を出してもらいます。そうしたら被害者の係けい累るい、目もく撃げき者しやなどを訪たずねてもう一度再調査です」

「なんじゃ、地味だのう」

「それが基本ですから。視し点てんが変われば見えてくることもありますし。だから、普通は同族同士ではチームを組まないんですよ」

「今回は特別じゃ。なにせ我われ々われは囮おとりだからのう」

　からからとナオシスタは笑うが、高知は身み震ぶるいして、

「やめてください！　ナオさまを囮になんかさせませんよ！」

「心配性だのう、高知も。私はそんなに簡かん単たんには死なぬぞ。ほれ、だから護ご衛えいを手て薄うすにしても誰だれもなにも言わん。それに今回は囮だから、ルーヤにも滅めつ多たに出てこぬよう固く禁きんじてある」

　あっさり言うナオシスタに、高知は頭を抱かかえた。それは「誰にもなにも言わせない」の間ま違ちがいであろう。確かに簡単には死なないのは事実だが、それはそれだ。

「さあ、調査にかかろうではないか」

　足取りも軽く、鼻歌でも歌いかねない上じよう機き嫌げんで、ナオシスタは警察署に向かっていく。高知はため息をついてそのあとをついていこうとして、

「あれ？」

　高知は足を止めた。通りの向こうを歩いてくるアーシスの後ろ姿を見つめる。どこかで見た顔だ。つい最近だ、どこで──

（ああ、あの貿ぼう易えき商しようだ）

　だが、あの男は牢ろうに入れられたはずだ。すかさず脱だつ獄ごくしたとしても、時間的に間に合うとは思えない。

（他人の空そら似にか……）

「高知、どうした。早く来い」

「いえ、今──」

　ナオシスタに声をかけられて一いつ瞬しゆん目を離した隙すきに、男の姿はなくなっていた。どうやらそこにあったスーパーに入ったらしい。地元の人間が行くような小さなスーパーだ。

　高知は安心した。ナオシスタを尾つけてきたとは思えない吞のん気きな様子だった。やはり別人だろう。

「待って下さい」

　高知はナオシスタのあとを追った。




　町の中心から少し外れたところにあるオクトヘル警察は、二階建ての小さな建物だった。入り口に掲かかげられた「警察署」の看かん板ばんがなければ、単なる民家にしか見えなかった。窓まどには申しわけ程度に格こう子しがついていたが、それも飾かざり程度で、人種によってはあっさりへし折って逃亡できるだろう。アーシスだって簡単そうだ。

　署内は静まり返っていた。外はさほど暑くもなかったが、中に入ると空くう調ちようが効きいているみたいにひんやりとした空気で満ちていた。外の雑ざつ音おんは遠く、庭を囲かこむ林に住む虫や発声植物の鳴き声が、やけに耳についた。

「なんじゃ、誰もおらんぞ」

「出払っているようですね。少し待ちましょう」

　そうして玄げん関かんのベンチに座って待つこと二十分。埒らちが明かないと帰ろうとしたところで、外から慌あわただしく入ってくる者がいた。

　尖とがった耳に三対ついの触しよつ角かく、∞の字形の口で構こう成せいされた頭部と、矮わい小しような二対の腕うで、反して胴どう部ぶよりも大きな三本の脚きやく部ぶを持つ、準ヒューマノイド型のジライズ星人だった。アーシス語を流りゆう暢ちように操あやつり、見た目はヒューマノイド型といって差し支えないのに、複数対の腕脚部という規き定ていにたった一本欠けているだけで（或あるいは一本余あまっているだけで）、ワンランク下の準ヒューマノイド型に分類されてしまうのだ。

　警察の制服を着たジライズ人は二人を無む視しして、ばたばたと二階に駆かけ上がろうとする。高知は急いで止めた。

「あの！　捜査局の者ですが！」

「あら」

　ジライズ人がようやく二人に気づき、振ふり返った。すばやく二人を上から下まで眺ながめると、

「訓練生の後あと釜がまね。連絡は来てます、私は署しよ長ちようのデッパ・ソーンです。前任者に連続殺人事件の捜査はすべて任まかせましたから、あなたがたもそのように。ではよろしく」

　そう言い渡し、さっさと上がっていこうとするので、高知は声を張り上げた。

「あの！　こちらの担たん当とうの方かたは！」

「だからすべて任せたと言ったでしょ。この署は近きん隣りん四つの村の面めん倒どうも見てるのに、予算がなくて署員はたった五人しかいないの。本部の応おう援えんも、捜査局が来るからっていうんで急きゆう遽きよ取りやめになったし。責任は取ってもらうわ。さあ、私はもう忙いそがしいの、一月家に帰ってないんだから」

　やけくそ気味に署長は言い、もう反論は聞かないと背を向けて、階段を駆けていってしまった。残された高知たちは呆あつ気けに取られていたが、

「……知っておるぞ、ジライズ人。歴史はアーシスより長く、知能もかなり高いが、いかんせん太陽光のほとんど届かない地底で進化してきたので、明るいところに来ると中ちゆう枢すう体たいの動きが鈍にぶくなってしまうのだ。だから、こんな晴れの星では完全な能力の五十パーセントも出せぬのじゃ」

　呆ぼう然ぜんとしたまま呟つぶやくナオシスタ。どんな場合でも言わないと気が済すまないらしい。

「どこの世界でも財ざい政せい難なんは辛つらいですね」

　高知は嚙かみあわない返事をした。それにしても、七人も被ひ害がい者しやが出ている事件をそんなないがしろに扱あつかっていいものかと、呆あきれるより怒りを感じた。

（地じ元もと警けい察さつとも捜そう査さ局きよくは犬けん猿えんの仲なかなのか……）

　結局、高知とナオシスタはそのまま警察署を出た。オクトヘルの目め抜ぬき通りを、宿しゆく舎しやとなるホテルへ向かって歩く。

　商店が並ぶ目抜き通りにはちらほらと人ひと影かげがあり、車も途と切ぎれることなく走っていた。車は地上五十センチ以下を浮うかぶ反重力車だ。十センチ浮かばせるのがやっとの、低品質反重力システムでも、地上を移動するだけなら用は足りるしエネルギーコストもいい。その区く域いきの経けい済ざいレベルを知りたければ車の浮ふ上じよう度どを見ればいい──そう語る経済学者もいるくらいだ。そういう意味では、オクトヘルは中の下といった、ごく普ふ通つうの町なのだろう。

　それでも、やはり閑かん散さんとして、生せい彩さいに欠ける。すべてが乾かわいた黄おう土ど色いろをしていて、活かつ気きがない。やはり寂さびれた町なのだ。商店も多くが閑かん古こ鳥どりが鳴いていてやる気が見られないし、いずれ地図から消えていく運命にあるのだと、肌はだでひしひしと感じられた。

（こういう町が銀ぎん河がのあちこちにあるんだろうな……）

　開かい拓たくに失敗した惑わく星せいは何百とある。それと同様に、今なお新たに開拓される惑星もある。そういうことなのだろう。社会は常つねに新しい流れを見つけるものだ。

「高知、これからどうするのじゃ」

「やはり被ひ害がい者しやの家を訪たずねましょう。被害者の共通点を探すことが大事です」

　高知は気を取り直し、捜査に取りかかることにした。携けい帯たい端たん末まつから捜査局のメインコンピューターにアクセスし、警けい察さつの情報を引きだす。

　高知はバーニーズを除のぞく六人の被害者を確かく認にんし、もっとも近くに住んでいた者をピックアップした。

「一人目はジュング・ケイト・アンネというアーシスの女性にしましょう。家はこのアパートですから」

　高知は具合良く目の前に建っていた二階建ての古いアパートを指した。偶ぐう然ぜんというよりも、狭せまい町のせいだろう。

　ナオシスタは頷うなずき、

「うむ、高知の考えどおりにするがよい。お手並み拝はい見けんといこうではないか」

　おもしろそうに──多少意地の悪い響ひびきをにじませて、彼女は言った。大きなプレッシャーを背負いながら高知は階かい段だんを上り、ジュング家の禿はげた水色の扉とびらについているノッカーを叩たたく。

　しばらくの沈ちん黙もくのあと、重たい金きん属ぞく扉とびらが軋きしんだ音を立ててほんのわずかスライドした。隙すき間まから、垂たれ気味の大きな目が覗のぞく。くすんだ青い瞳ひとみに見上げられ、高知は自分の顎あごのラインが緊きん張ちようするのを感じた。掌てのひらに汗あせが一気ににじむ。異星人に対する偏へん見けんや抵てい抗こう感はないが、逆に同族に対してはひどく緊張してしまうのだ。それは捜査官に多い傾けい向こうだと言われていた。

「誰だれ？」

　しわがれた老ろう婆ばの声。それでようやく、相手が白はく髪はつの老婆であると分かった。目の印象が強すぎて、ほかが見えなかったのだ。

「帝てい国こく犯はん罪ざい捜査局の捜査官です。ケイト・アンネ嬢じようの事件についてもう一度お尋たずねしたいのですが」

　気き後おくれする心を叱しつ咤たしながら、高知は学生証を提てい示じして丁てい寧ねいに挨あい拶さつした。ジュング家にはケイマリリたちも訪おとずれているが、ほとんど門前払いだったようだ。彼女たちの応対をしたのもこの老婆だったかもしれない──と考えたところで、老婆が「うしゃしゃしゃ」と引きつったような声で笑いだしたので、高知は思わず半歩後ずさった。

「なにがおかしいのじゃ？」

　言葉の出ない高知の代わりに、ナオシスタが不ふ可か解かいそうに尋ねた。老婆は幅はば十五センチの隙すき間まから、にたにたと居い心ごこ地ちの悪くなる笑えみを見せて、

「前に来た娘も殺されたんだってね。ほら言わんこっちゃない。人の不幸を嗅かぎ回るからだよ。あたしは知らないよ」

「いえ、彼女のことではなくて、ケイト・アンネ嬢の事件について──」

「あんたたちも同じさ。あたしはもう説明した、一度説明すればいいだろう？　あんたたちは警察から聞けばいい。これ以上来たら、あんたたちにもバチが当たるぞ。あの娘はバチが当たったんだ」

　老婆は高知の言葉に聞く耳を持たず、不快な笑いを洩もらした。瞼まぶたの重みで垂れ下がってしまった目に見つめられ、高知はさらに後ずさった。だめだ、目眩めまいがしてくる。

　彼女のまなざしの中の凶きよう器きに傷つけられそうになる。この目は呪のろいの目だ。

（不幸になってしまえ）

（誰も彼も不幸になってしまえ）

（なぜケイト・アンネを殺されたあたしだけが不幸なの。みんな不幸になってしまえ。あたしと同じく不幸になれば、あたしは納なつ得とくする。じゃなければ納得しない）

（みんな不幸になってしまえ！）

　ぎゅっと腕うでを摑つかまれ、高知は我われに返った。ナオシスタが彼の左腕を摑んでいた。

　彼女は老婆の呪のろいなど意にも介かいさず、

「女、それは人を呪わば穴二つと言ってな、おまえにもバチが当たることになるぞ。そういうことは言わん方がいい」

「違う違う、おまえたちだ、おまえたちがあたしたちを呪ったんだ、だからあんたの仲間も呪われたんだよ。ああ、恐ろしい。バチが当たったんだ、可哀かわい相そうに」

　反はん論ろんになっているのかなっていないのか、老婆は乾いた笑いを上げる。可哀相などとみじんも思っていない、卑ひ屈くつな笑顔だ。

（これはダメだ）

「分かりました、ありがとうございます」

　高知は頭を下げ、老婆の発言を理り解かいしようと首を傾かしげているナオシスタの手を引っ張り、部屋を離れた。がたん、とドアが閉まる音を聞きながら階段を降りる。

「なんじゃ、高知。質しつ問もんはいいのか」

「ええ──ああいう方に事情を聞くのは、今は無む理りです」

　ではいつならいいのかと問われそうだったが、ナオシスタは不ふ審しんそうに階段の上を見つめて、

「ふむ。錯さく乱らんしているとは気の毒に」

　と呟つぶやいたきりだった。ナオシスタはそれ以上は気にならない様子だったが、高知は今さらながら動どう悸きがしてきて、皇女にばれないよう胸むな元もとを摑んだ。

　ああいう相手は苦手だ。捜査官として致ち命めい的てきだとは思うが、遺い族ぞくにはどう接していいのか未いまだに分からない。特にアーシスは同族であるということで、必要以上に気を回してしまう。いや、実じつ際さいに気を回さなければならないのだが。

（無理もない。急に家族を奪うばわれたんだから）

　だが、こちらだってバーニーズという仲間を奪われたのだ。それをざまみろと言われるなんて。普通なら互いの不幸を慰なぐさめあうものではないだろうか。

（いや、それこそが偏へん見けんで思いこみだ。ぼくはまだまだダメだ）

　人の心は分からないでいい。ただ、相手を否ひ定ていするな。そういつでも授じゆ業ぎようで教えられている。「それはあり得ない」と拒きよ絶ぜつしてしまえば、それで終わりだ。捜査官は先に進まなければならないのだ。

　ここには出直してこよう。高知はそう自分に言い聞かせ、アパートをあとにした。




　次に訪おとずれたのは、最初のアパートから三百メートルほど離れた一軒家だった。

　白い壁かべに緑の屋根を持つ家は、周囲の無む味み乾かん燥そうな泥どろ色いろの四角い家と異なり、まるでお伽とぎ話ばなしに出てくる家のようだった。だが、いかんせん年代を感じさせる汚よごれ具合で、雨垂れが換かん気き口こうの下から黒くにじんで伸び、もの悲しい雰ふん囲い気きを漂ただよわせていた。

「まあまあ、捜査局の訓練生さん。ええ、ニュースで見ましたよ、お友だちだったんでしょう？　お気の毒に。また被害者が出るなんて」

　応対してくれたのはアーシスの中年女で、捜査局の訓練生と名乗ると、まさしく高知が予想していたとおりの反応を示してくれた。

　彼女は被害者ズー・サンワの母親だった。玄げん関かん口ぐちでいいと断る高知たちを強ごう引いんに中に引き入れ、茶まで出してくれた。二人をソファに座すわらせ、彼らが質問するより早く自分から喋しやべりだした。

「こんなことになるんだったら、あのときもじっくりお話しすればよかったわ。気の毒なことをしたわ。今だから言えるけど、彼女たちはもっとも犯はん人にんに迫せまっていたんですものね。もし私がお話をしていたら、もっと手が打てたかもしれないのに。そうすれば今ごろは、彼女たちは犯人逮たい捕ほできていたかもしれないのに。もっとも、犯人逮捕につながる情じよう報ほうなんて、私はなに一つ見当もつかないのだけど。うちの息子むすこがなぜ殺されなければならなかったのか、全然分からないわ。あなたのお仲間がなぜ殺されたかは分かるけど。ええ、だからあなたたちならきっと犯人を逮捕してくれると思うのよ。さあ、今回はなんでも答えるわ。さあ、なにが聞きたいの？」

　口を挟はさむ隙すきも与えず怒ど濤とうの如ごとく喋ったあと、母親は目を爛らん々らんと光らせて高知とナオシスタを見み据すえた。そのまま一言も喋らない。

　高知はなにかを期待している相手のまなざしに圧あつ倒とうされ、うまく切り返しができなかった。ひどく喉のどが渇かわいて、唾つばを飲みこむ。

「つまり、私たちもこうして探っていれば犯人に襲おそわれるだろうと考えているのだな？」

　ナオシスタが言わずもがなのことを聞き返した。高知は頭を押さえる。

　母親はナオシスタを凝ぎよう然ぜんと見て、それから唇くちびるの端はしを奇き妙みように吊つり上げた。高知は膝ひざの上の拳こぶしを握にぎりしめた。

　同族はわずかな仕し草ぐさにも、そこに込こめられた感情の揺ゆれが分かってしまう。それが異星人相手と異なる。それに惑まどわされて臆おく病びようになってしまう──だから、同族への仕事は有利でもあるし不利でもある。今は確かく実じつに不利な方に振り子は振れている。

「そうは言わないけれど、同じことをしたら同じ結果になる可か能のう性せいはあるのではなくて？　その方があなたたちも都合いいんじゃないの」

「うむ、手っ取り早いしな。我々もそのつもりじゃ」

「あら──そう」

　ナオシスタの自信に満ちた返事に、母親の顔から一いつ瞬しゆん表情が消えた。それに気づいているのかいないのか、ナオシスタはさらに笑顔で続ける。

「犯人がアーシスを狙ねらっているのなら、我々はいい囮おとりになるだろう。さて、おまえの息子の行動について聞きたいことがあるのだが」

　そう言ってナオシスタが高知に軽く肘ひじ鉄てつを食らわせた。それで高知は自分の役目へ意い識しきが切り替わり、携帯端末を覗のぞきこむ。

「ええと、事件前に、息子さんの様子で変わったところはありませんでしたか」

「変わった？　息子自身になにか問題があったから殺されたとでも言うんですか」

　それまでの胡う散さん臭くさい愛想が消え、剣けん吞のんな口調で母親は尋ねた。やはり今までの態たい度どは取りつくろっていたらしい。高知は急いで手を振った。

「いえ、そういうわけではありません。犯人がなにを基き準じゆんにターゲットを選んだのかが分かれば、こちらも追いやすくなるので。例えば、息子さんは目立つ方でしたか。劣れつ等とう感かんを持つ者が羨うらやむような」

「サンワはいい息子でした」

　高知の言葉を奪うばうように、母親は口早に答えた。手にしていたティーコゼをきつく握にぎりしめるのが分かる。

「家族思いのいい子でした。そりゃあ、あの年ごろの男の子です、少しは気き難むずかしいところはありましたが、でも、根はいい子だったんです。今年の私の誕たん生じよう日びには花をプレゼントしてくれたり、夫が怪け我がをしたときは病院に送り迎むかえしてくれたりしました。ええ、そう、羨む者はいたかもしれませんわ。ええ、ええ、逆さか恨うらみというやつでしょう？　あの子が本当にいい子で、幸せそうだから、妬ねたんで──」

「あのっ」

　再ふたたび畳たたみかけるように喋る母親を高知は遮さえぎった。不安だった。母親の緊きん張ちようの糸が──なにか悪あく意いを潜ひそませて彼らに応対していることは分かるが、それこそが彼女の均きん衡こうを保っているもので、その緊張の糸が今にも切れそうな予感がした。長引かせるのはまずい。

「息子さんは当日、どこに行かれたかご存じですか」

「それは前にも答えたと──いえ、もう一度言ってあげるわね、知らないわ。あの子も年ごろの男の子ですもの、親に行き先なんか言って出かけたりしませんでした。少し具合が悪そうに見えたけれど、親に言うわけがないでしょう。なにも分かりません」

「じゃあ、少し部屋を調べさせてもらっていいですか」

「犯人は通り魔まなんでしょう!?　だったらそんなことしても意味ないじゃないの！」

　母親が甲かん高だかい声を上げた。ついに糸が切れたと高知は身をすくませたが、母親はすぐに頭を振り、自分に言い聞かせるように、

「いえ──いえ、それじゃあダメなのよね。前もそれで追い返しちゃったのを、私はとても後こう悔かいしているのよ。どんな些さ細さいなことでも手がかりになる可能性があるのでしょう？　ええ、調べてちょうだい。でも、どんなものも持っていかないで。なにも動かさないで。元の位置に寸すん分ぶん違たがわず戻もどしてちょうだい。あの子の部屋は二階です」

　声はしっかりしていたが、握りしめるティーコゼが震ふるえているのを見て、高知はなにも言わず頭を下げて、ナオシスタを促うながして二階へと向かった。

　部屋に入るなり、ナオシスタは大きく息をついた。まるで泥どろに埋うもれて息ができなかった魚のように口を開けて、

「ふう！　ああいうのは私は苦手だな！　皇宮にも苦手な奴やつはおるが、ああいうタイプは初めてじゃ」

「彼女は息子を亡なくしたばかりですから、気が高ぶっているんです」

　高知はそう説明したが、苦手なのは自分の方だと自じ己こ嫌けん悪おに陥おちいった。ナオシスタは不満そうに人差し指を唇くちびるに押しつけた。

「私は全般的にアーシスは苦手じゃ。どうも余よ計けいに緊張する」

「アーシスもほかの種族と同じですよ」

　ナオシスタも同じなのかと思いながら、高知は自分に言い聞かせるように言った。彼女の場合アーシス至し上じよう主しゆ義ぎ者しやなども絡からんでくるから、高知とは事情が違うだろうが。

　そんなことを考えていると、ナオシスタがじっと高知を見上げているので、どぎまぎして、

「な、なんですか？」

「高知は変わっておるな。普ふ通つう、逆じゃ」

「逆？」

「普通はほかの種族もアーシスと一いつ緒しよと言うぞ。おまえがアーシスならな」

　高知はぽかんとした。言われた意味が分からなかったわけではない、指し摘てきされるまで気づかなかったからだ。

　彼はアーシスでありながら、無む意い識しきに自分をアーシスとは違う位置に置こうとしているのだ。その事実は少なからずショックであり、だが、捜そう査さ官かんとしての意識が高まっている証しよう拠こだと分かって不ふ思し議ぎな心ここ地ちであった。

（ぼくはいつの間にか、捜査官になっているんだなあ）

　アーシスでありながらアーシスでない、無属ぞく性せいの存そん在ざいへとなっていく。それは少し感かん傷しよう的てきなことではあったが、怖こわさや不安はなかった。そこに適てき性せい力があるのだ。

　ともかく捜査が先だと、自分への反省はひとまず押しやり、高知は部屋を見渡した。この切り替えの速さも捜査官の適性である。

　部屋はきれいに片づけられていた。とても二十五歳男性の部屋とは思えない。

（ベッドに机、モニター、ホームコンピューターの固こ定てい端たん末まつ。棚たなは子こ供ども時代のものを使い続けてるんだな）

　棚には勉強ソフトがいくつか並んでいたが、あまり使われているようには見えなかった。机の裏うらを覗のぞいてみたが、ゴミ一つ落ちていない。

　そして、壁一面に貼はられている複数の写真──建物の写真だ。しかも、皆みな古くて崩くずれているものもある。廃はい墟きよだ。こういったものを撮とるのが趣しゆ味みだったのだろう。

「ほう、これが一般市民アーシス男二十五歳の部屋か。叔お父じ上うえと変わらぬ年だ」

　ナオシスタは部屋そのものに興きよう味み津しん々しんで、あちこち覗いて回っている。クローゼットの中を掘ほりだして、「今どきの若者はこんなものを着るのか」などと感かん嘆たんする様子は妙みように可愛かわいらしくて、高知は先ほどの緊張がするすると溶けて消えていった。いつもはどんなに高こう慢まんな皇こう女じよさまでも、ふとした仕し草ぐさは子供のそれだ。

　などと考えているうちに、ナオシスタはベッドの下の隙すき間まに潜もぐっていく。高知は慌あわてて、

「ナオさま、そんなところはぼくが調べます」

「こういうところに当世の若者は、人に見られては恥はずかしい本を隠かくしておくのであろう？　セシルが言うておったぞ。どんなものか見せてみろ、一度見たいと思っておったのじゃ」

　弾はずんだ声で奥へと潜せん入にゆう捜査していくナオシスタ。まったくろくでもないことを教える執しつ事じロボットである。

「高知もとっとと調べろ」

「はあ……」

　あの潔けつ癖ぺき性しようらしい母親がそんなものを放ほう置ちしておくわけないと思いながら、高知は部屋を調べた。やはり、これといって手がかりらしいものはない。

「ん？」

　高知は壁に顔を近づけた。廃墟写真の中に、一画だけ空きができていた。周囲の写真より広い。最近に貼はってあったものを剝はがしたのが、壁かべ紙がみの経けい年ねん変色を見比べてみて分かる。

「なにか剝がした跡あとがある」

「それは手がかりになるのか？」

　途と端たんにナオシスタが目を輝かがやかせ、高知の隣となりに飛んできた。細かなチリを体につけて、しげしげと壁紙を見つめる。

「なにか貼ってあったのじゃな。なんであろう、帝てい国こく軍配置仮か想そう星図か？　瞑めい想そう用よう精せい神しん深しん層そう地図か？」

「それはないと思います」
















　なにか気に入らない写真だったのだろう。些細なことだがなにか気になった。

　高知は自分の携けい帯たい端末から、警察が押おう収しゆうした被害者のコンピューター使用記き録ろくを覗いてみた。日記のたぐいをつける性格ではなかったようだ。アクセス記録も携帯端末からが圧あつ倒とう的てきに多い。それも日常生活に関するものがほとんどで、特とく異いなものはなかった。

　ただ、殺される数日前は、それまで行かなかった場所をうろついていたようだ。アクセスも倍近くになっている。内容はバスの時間や買い物情報などを調べる為ためだったが。

（なにか興味のあることがあって、いつもとは違う行動をしていた……そこに殺さつ人じん犯はんが現あらわれたんだな）

　いつもと同じくしていたら襲われなかったかもしれない。同じようにしていても襲われたかもしれない。高知は端末を切った。今さら言っても詮せんなきことだ。すでに被害者は殺されてしまった。

（場所は問題じゃない。被害者の七人は町の中と外で襲われてる、場所に共通点はない）

「なにもないようだのう」

　ナオシスタがつまらなそうに言う。なにがあったらよかったのかは聞かないでおくことにして、高知はとりあえず捜そう索さくを終えることにした。

　ナオシスタを促して一階に戻ったところで、廊ろう下かの隅すみに紙のロールが何本も立てかけられてあるのが目に入った。大きさがあの壁紙の跡と近いので、思わず手にしてみると、

「それは資し源げんゴミです」

　声をかけられて振り向くと、居い間まから母親が顔を出していた。

「息子さんの部屋に貼ってあったものですか。中を見ていいですか」

「かまいませんけど……本当にゴミですよ。あの子が捨てたんです」

　念を押す母親に背を向けつつロールを開くと、中は若い女の裸はだかのポスターだった。思わず拍ひよう子し抜ぬけする。もっと重要なものかと思ったのに。

「おお、これか！」

　ナオシスタはやけに喜んだが、それはまあ気にしないことにする。

（今どき紙媒ばい体たいのポスターか……この方が喜ばれるのかな？　高かっただろうなあ）

　ほかのを見ると、全員同じアーシスの女だった。タレントだろうか。

　一方、母親は喜き色しよく満まん面めんのナオシスタを凝ぎよう視ししていたが、

「ところで、あなたはどこかで見た顔ね」

「え！」

　思わず高知の方が大声を出してしまう。動どう揺ようを隠しきれない高知に対し、本人はいたって悠ゆう然ぜんとしたもので、

「うむ、よく言われるぞ。誰だれに似にておる？」

「待って……最近見たのよ。お花屋さんでだったかしら？」

「そんなところには行かんっ」

　頰ほおを膨ふくらませてナオシスタはそっぽを向いた。おそらく花屋で皇女の映えい像ぞうでも見たのだろう。

　それにしても、素す性じようがばれては困るのに、どうもナオシスタは自分が皇女に似ていることを認みとめられたい傾けい向こうがある。しかも、似ている相手は自分の影かげ武む者しやロボットで、胸むねも腰こしもぐっとあって、くびれが美しい二は十た歳ちのボディだ。

（まな板胸だって言われると怒るのに、女の子ってよく分かんないや）

　高知はポスターの乳牛並みの胸を持つ娘に釘くぎ付づけになりながら考えた。釘付けになりながらも、好みのタイプではない。彼はやはりケイマリリのように華きや奢しやで儚はかなげで、だがタフ、といった方が好きだ。それをバーニーズになにかの拍子で言ったら、

「つまり貧ひん乳にゆう好きね」

　と指し摘てきされてがっかりしたことがある。懐なつかしいと思うのと同時に、

（バーニーズとの会話で覚えてるのが貧乳の話か……）

　と情けなくなる高知だった。それを振り払い、まだ考えこんでいる母親に向かって、

「息子さんはこの人のファンだったんですか」

「ええ、まあ……でも、もう興味ないと言って、捨てたんです。資源ゴミに出すつもりで。でもこんなことになったから、ゴミでも捨てられずにいるんです」

「じゃあ、つい最近？」

　そこで高知はピンと閃ひらめくものがあった。あのアクセス記録。アイドルタレントに興味がなくなった。つまり、

「最近、新しい恋人ができたんじゃないんですか」

「恋人？　さあ、どうかしら……ああ、待って。違うわ、好きな人ができたから、要いらないって言ったんだわ。いい女がいて、探しにいくとか、友だちに話してたから」

　つまり片かた想おもいということである。

（それで町を周回してたのか……気持ちは分かるなあ）

　自分もケイマリリを捜して学校内をうろついてみたり、偶ぐう然ぜんを装よそおう為ために不必要に町を一周してみたりしたものである。片想い中はどんな不合理で面めん倒どうなことも、いとも簡かん単たんにしてのけるパワーがあるのだ。

　ポスターをしげしげと眺ながめていたナオシスタが振り返った。

「ということはだ、片想いの相手を捜している最中に殺されたのか。不ふ憫びんだのう」

「わわっ！　じゃ、じゃあ、お邪じや魔ましました！」

　慌あわててナオシスタの口を手で塞ふさぎ、彼女をかっさらうようにして高知は家を飛びだした。母親の顔を確たしかめるのが怖こわかった。

　外に出ると、高知は目を三角にして、

「言わずもがなのことをわざわざ言わないでください！　彼女が傷つくでしょう！」

「本当のことなのに傷つくのか？」

　きょとんと聞き返すナオシスタ。高知は頭を抱かかえた。やっぱり常じよう識しきが通じない。

　そんな高知の態たい度どがナオシスタには不満だったようで、

「私が人の心が分からぬ冷れい血けつ漢かんだとでも思うておるのか。私だっていろいろと考えておるのだぞ。大体、その片想いの相手が犯はん人にんという可か能のう性せいがあるやもしれないではないか」

「それは──」

　考えてもいなかったことだ。高知は考えこんだ。

「そう……そうですね。可能性は捨て切れません」

「次の被害者に聞いてみれば分かることじゃ。さあ、行くぞ」

　自分の提てい案あんが受け入れられたことで気をよくしたか、ナオシスタは意い気き揚よう々ようと歩きだした。被害者には聞けないと突っこみたかったが、それも疲れるだけなので、高知は黙もく々もくと次の被害者の住所を検けん索さくするのだった。







　　　４　片かた想おもい







　次の被ひ害がい者しやは幸いにも、アーシスでなかった。

「イット人か」

　被害者の古い煉れん瓦が調ちようアパートを見上げながら、高たか知ちは呟つぶやいた。イット星人に知りあいはいない。あまり見かけない人種だ。ヒューマノイド型であることは間ま違ちがいないが、どんな容よう姿しだったか思いだそうとする前に、

「ほう、イット人か」

　ナオシスタが言いかけ、慌あわてて手で口を塞ふさいだ。高知は訝いぶかった。どうせいつものように「知っておるぞ」と言って知ち識しきを披ひ露ろうするつもりだったのだろうが、なぜ途と中ちゆうでやめてしまったか分からなかった。

「どうかしたんですか？」

「……いや、なんでもないぞ」

　と答えながらも手を口から離はなさないナオシスタ。言いたいのを我が慢まんしているようだ。首を傾かしげながら、高知はアパートの中に入った。

　被害者の部屋は三階にあった。呼よび鈴りんを押すと、今度は「はあい」と明るく可愛かわいい声がした。家人が亡なくなったはずなのに違い和わ感かんがありまくる声こわ色いろだ。

　ドアを開けたのは、目の大きい──おそらく視し覚かく器き官かんであろう楕だ円えん形けいの突とつ起きがチャーミングなヒューマノイドだった。一対の腕うでに一対の脚あし、二股またに分かれた尾を持ち、高知の半分くらいしか背はない。ぬめぬめした肌はだは半はん水すい棲せいであることを示している。第一印象は茄な子す色いろの出で目め金きんだった。そう、これがイット人だ。

　イット人はきときとと高知とナオシスタを不ふ思し議ぎそうに見た。突起が時とき折おり光を放つので、やはり視覚器官らしい。

「レク・エナ・エナの家ですね」

「うん、そう。だあれ、お花屋さん？」

「違います」

　どうも花屋に縁えんがあるなと思いながら、高知は否ひ定ていした。

「イット人じゃな」

　ナオシスタがまたもや言いだした。どうやら語る当人の前でないといけないという自分ルールがあるらしい。ただ、今回は今までと事情が異ことなったようで、ナオシスタは残念そうに頭を振った。

「実はあまり知らぬのだ。私の勉強もまだまだだな」

「知らないなら最初から言わないでくださいっ」

「なあに？　アーシスでしょう？　この町の人じゃないネ？」

　体を傾かしげてイット人は重ねて尋たずねる。高知は学生証しようを提てい示じした。

「帝てい国こく犯はん罪ざい捜そう査さ局きよくです。以前にも別の訓くん練れん生せいが来たと思いますが、もう一度レク・エナ・エナについてお聞きしたいことがあってお訪たずねしました。えっと、あなたは」

「レクエナエナだヨ」

「……」

　高知とナオシスタは顔を見合わせた。確かに被ひ害がい者しやレク・エナ・エナは死亡したと記き録ろくにはある。

　高知はイット人を見つめた。死んでいるようには見えない。端たん末まつから容よう姿しを確かく認にんしてみる──同じだ。本人なのだろうか、警察の記録が間違っているのか。だが、ケイマリリたちの調査報告にもやっぱり死亡と書いてある。部屋は無人、係けい累るいなしと。

「あの、襲おそわれたのはあなたなんですか？」

「ウン。頭潰つぶされてぐちゃぐちゃになったの。だから、再生したの。ちょっぴり小さくなったヨ。ほら」

　そう言ってイット人は腕と脚を広げて見せた。確かに服がぶかぶかだ。つまり、首から上を再生したらしい。

（まあ、どこに中ちゆう枢すう体たいがあるかによるからなあ）

　顔があっても頭に生命としての中枢があるかどうかは別だ。理り解かいはできるが、げんなりする話である。ケイマリリたちが訪おとずれたときは再生中だったのだろう。

　ナオシスタは純じゆん粋すいに感かん嘆たんして、

「ほう、それはすばらしい。驚きよう異いの再生力だな。以前のレク・エナ・エナの記き憶おくもそのまま持っておるのか？」

「体のあちこちに記憶体があるの。頭にあった記憶はなくなっちゃった。だから、殺されたときのコト、覚えてないヨ」

「ああ、そうなんですか……」

　高知は失望した。覚えていたらもっと捜査は進しん展てんしただろうに。

　だが、もともと死んだと思われていたのだから、生き返ったのは自分たちにも幸運だ。

　ナオシスタは大きく頷うなずいて、

「よかったな、死んだときの記憶なんぞ持っていたら、嫌いやな気分であろう」

「いやネ。うん。いや。それで、ナニ聞きたい？」

　レク・エナ・エナが体を傾げた。高知は調書を見て、

「ええと、あなたが殺害された場所は、西区十三通りからの路ろ地じですね。一人だったんですか」

「一人だったと思うヨ。記憶ないケド、途と中ちゆうまではそうだったモン」

　人ごとのようにレク・エナ・エナは答える。

「なぜそこに行ったんですか」

「バイトに行く途と中ちゆうだから」

　いつもの慣なれた道で殺害されたということか。高知は地図を確たしかめた。十三通りは町の外れで空き地が多い。あとで自分の目で見てこようと考えつつ、次の質しつ問もんをした。

「最近、あなた自身に変わったことはありませんでしたか。誰だれかに狙ねらわれているような感じは」

「ないヨ。学校もバイトも順じゆん調ちようだったヨ」

「片かた想おもいをしておらんかったか」

　ナオシスタが口を挟はさんだ。また余よ計けいなことを──と高知が思いきや、レク・エナ・エナは素す直なおに頷うなずいた。

「しておったヨ」

「ほれみい、しておったではないか」

「本当に？」

　高知は目を瞠みはった。ナオシスタは自じ慢まんげに薄うすい胸むねを反そらしている。

（いや待て、世の中に片想いしている人間なんて、石を投げれば当たるくらいいるはずだ。惑まどわされるなっ）

　高知は動どう揺ようを隠かくして自分に言い聞かせた。大体ナオシスタの説が正しいなら、レク・エナ・エナはアーシスに恋をしていたことになってしまう。あり得ないことではないが。

「片想いの相手は同じイット人ですか」

「うん」

　レク・エナ・エナはぺたぺたと指のない手を叩たたきあわせた。肯こう定ていのサインらしい。高知は安あん堵どする。少なくともサンワの片想いの相手とは別人だ──サンワがイット人に片想いしていたのでなければ。

「イット人はこの星に少ないから、すぐレクエナエナは発情したの。でも、見失っちゃって、ずっと捜してたヨ」

　あくまで人ごとのようにレク・エナ・エナは言う。彼女──彼？らにとって、再生する前とあとは別人なのか。

「どこで見つけたんですか」

「クルーサレースの帰り。ピグブリッジの辺り」

　高知は地図でピグブリッジを確かめた。ブリッジといっても本物の橋ではないようだ。隣となり町まちとをつなぐ沙さ漠ばくの中の幹かん線せん道どう路ろが通る峡きよう谷こくらしい。オクトヘルから十キロ以上離れているし、この辺で殺人事件は起きていない。

（無関係かな……）

　あと、捜査基本に沿そったことを二、三尋たずねてみたが、結局レク・エナ・エナは犯はん人にんを見ていないし、心当たりもないという結論だった。高知は落らく胆たんしたが、それでも被害者当人から「身に覚えがない」と聞けたことは大きな成果だろう。

「ところで、警けい察さつには出しゆつ頭とうしないんですか。あなたが再生したことの報ほう告こくがないんですが」

「イヤ」

　ぷん、とレク・エナ・エナはそっぽを向いた。

「警察、私をぞんざいに扱あつかったモン。年とし頃ごろの乙女おとめをゴミ袋ぶくろに入れるなんて、非ひ常じよう識しき。絶ぜつ対たい許せなイ」

「ゴミ袋とはなんじゃ？」

　ナオシスタが高知に問う。

「ええと、死体を運ぶ袋のことかと」

「ではしかたあるまい。今度から首から『死にますが再生します』と札ふだでも下げておくがいい」

「ソレはいいネ。うん、下げとくヨ」

　皇こう女じよのどうでもいい提てい案あんをレク・エナ・エナはいたく気に入ったらしく、ぺたぺたと湿しめった両手で高知の腕を叩いた。なにか赤っぽい粘ねん液えきがついて閉へい口こうしたが、我が慢まんする。

「じゃあ、ぼくたちは次に行きます。またなにかあったらお訪たずねしますので、よろしくおねがいします」

「ウン。犯人見つけてネ」

　体を左右に揺ゆらし、レク・エナ・エナは二人を見送ってくれた。

「ううむ、まだまだ帝てい国こくにはいろんな人種がおるのだな。勉強しなければ」

　通りに戻ると、腕を組んでナオシスタは唸うなった。それでようやく、帝国中の人種を覚えるのが皇女としての責せき務むだと感じているゆえに、あの知ち識しき披ひ露ろうになるのだと高知は悟さとった。立りつ派ぱな心がけである。あまり的てき確かくでないのが問題ではあるが、その心がけには感心した。

（皇こう帝ていに反乱を企くわだててるなんて思われないよう、無責任っぽくふるまってるけど、本当は人一倍皇族であることに責任を感じてるんだな……）

　思いがけぬ発見に、高知は小さな皇女を見直した。それと同時に、彼女の背負うものの難むずかしさを改めて認にん識しきした。叔お父じに嫌きらわれたくはないが、彼女は根っからの皇女なのだと。

「ん？」

　高知は今来た道を振ふり返った。誰かが自分たちを見ているような気がしたのだ。

　通りには車のほかに四人の歩行者がいたが、いずれも彼に背を向けていた。路ろ傍ぼうの店に目を向けると、カフェの店員がこちらを見ており、目が合うとにこりとほほえんだ。高知は急いで視し線せんを逸そらした。店員が通行人を見ているのは道理だ。

（それにしてもアーシスが多いなあ……古い開かい拓たく星だからかな？）

　カフェもそうだし、雑ざつ貨か屋やも花屋もアーシスの店員がいる。その隣となりの合成フード屋はコロバン人だが。

（あっ、まずいな）

　高知は顔をしかめた。花屋の店内の壁かべに、どこかで見たものが貼はってあるのに気づいたのだ。ナオシスタの肖しよう像ぞう写真だ。十五歳くらいだから、影かげ武む者しやロボのものだろう。

（ははあ、これを見たんだな。それと……マグダ皇おう子じの写真もあるのか）

　店はこぢんまりとしてメルヘンチックで、政治なんかと無む縁えんな雰ふん囲い気きだが、店主が皇族崇すう拝はい者しやなのだろう。見たところ店にいるのは、パッとしないくたびれたオヤジと、彼に抱きついて遊んでいる五、六歳の少年だけだ。人は見かけによらない。

（こんなところに皇女が、しかも十歳の姿でいるなんて誰だれも思わないか）

「どうした、高知」

　ナオシスタも足を止め、彼の視線を追った。そして、口を曲げる。

「なんじゃ、あれが例の花屋か。ふん、趣しゆ味みの悪い写真なぞ飾かざりおって。貧ひん相そうな男だ」

「ばれるとは思いませんが、油ゆ断だんは禁物ですよ」

　高知はナオシスタを促うながし、足早に立ち去った。




　それから二人は、オクトヘル駅前にあるビジネスホテルを訪おとずれた。旅行者は二人ともアーシスで一人旅だったので、話を聞く相手はホテルの受付ロボットぐらいだった。異星の家族には警察がすでに調書を取ってあるもちろん、犯行には「心当たりない」だ。

「お二人とも、クルーサレースを観かん戦せんする為ためにオクトヘルに来られてました」

「クルーサレース？」

　レク・エナ・エナの話にもその名はあったので、高知は聞き返した。アーシス型受付ロボットはいかにもロボットといったぎこちない動きで頷うなずき、

「町の外で行われる非合法レースです。二輪地上走行車でのレースですよ、結けつ構こう帝国内では有名なのです。開かい催さいは不定期ですが、開催日前後は話を聞きつけたファンがオクトヘルにやってくるのです」

「じゃあ、最近開催されたんだね」

「はい。半月前です」

　なるほど、こんななにもない寂さびれた町に旅行者なんて妙に思っていたが、そういうことか。警察の調書には旅行中とはあったが、目的までは書いていなかった。彼らには自じ明めいの話だったのかもしれない。

（待てよ。被害者の共通点はクルーサレースを観戦したということじゃあ？）

　それならば全員がヒューマノイド型というのも分かる。ヒューマノイド型が乗車する車種のレースなのだろう。

　ナオシスタがカウンターにしがみつき、

「おい、彼らは片かた想おもい中ではなかったか？」

「ナオさま、それはもう──」

「はい、お二人ともそうでした」

　窘たしなめようとした高知を遮さえぎり、受付ロボットは絵に描かいたような笑顔で肯定した。高知はがっくりする。そうだという事実より、それをなぜ受付ロボットが知っているのかという疑ぎ問もんに、どっと疲つかれを感じた。

　ナオシスタはカウンターに登らんばかりに身を乗りだし、顔を輝かがやかせた。

「本当か、それはすごい！　高知、被害者の共通点は『片想い』じゃ！」

「それが事件とどう関係するんですかっ。第一、どうやってお客のプライベートを知り得たんだよっ」

　後半は受付ロボットに向けての言葉だ。受付ロボットは両手を広げ、

「ファットオーカー氏はレースの前日、泥でい酔すいして帰られたおりに『ぼくは独身主しゆ義ぎ者なのに、主義返上したい』と嘆なげいておられました。ポデコ氏は『あの女イイ！』と叫さけんでおりました」

「本当にそんなことを言ったのかい」

「アーシスはとかく自分の恋こい路じを他人に訴うつたえたくなるものです。特に二十三を過ぎた者は」

「なんじゃ、その微び妙みような年ねん齢れいは」

　ナオシスタが呆あきれる。ロボット臭くさい演えん出しゆつを基本行動にしているロボットに人の類型を語られて、高知はなにやらカルチャアショックを受けた。彼自身は十七歳で決して二十三歳以上の心情を理り解かいできないことが、大きな要よう因いんであろう。彼は自分の恋路を相手本人はおろか、クラスメイトにだって教えることができないでいる。

　だというのに、帝国の最高権力者に知られて弱みとして握にぎられているのは一体どうしたことか。

（他人に言い触ふらしたい境きよう地ちに達するのはまだまだ先のようだなあ。だなあ）

　と、高知は遠い目で空を仰あおぎたくなった。

　受付ロボットは慇いん懃ぎんに、

「お役に立てたでしょうか」

「うむ！　我々の捜そう査さは一歩前進したぞ、ご苦労であった！」

「ありがとうございます。ところでお尋たずねしたいのですが、あなたは銀河帝国皇帝陛へい下かの姪めいであられるナオシスタ皇女殿でん下かではございませんか」

　いかにも決められた受け答えしかできない口振りのくせに、受付ロボットがそんなことを尋ねたので、高知はもう少しで飛び上がりそうになった。ナオシスタも動どう揺ようを隠しきれず、

「な、なんじゃ、それはっ。私と皇女となにがどう一いつ緒しよだと言うのじゃっ」

「声せい紋もんが一緒です。誤ご差さは年ねん齢れい差さによるものかと思います」

「年齢差があって同一人物だと言えるか、このポンコツがっ」

「あなたは殿下の幼年期かと思います。体のラインがそう結論づけています。時間軸じくが捻ねじれています。今は何年ですか」

「誰が幼児体型のまな板じゃ！　ええい、セシル、このポンコツを叩たたき壊こわせ！　今すぐにじゃ！」

「あっ、待って！」

　慌てて高知は止めようとしたが、次の瞬しゆん間かんには、

「分かりました」

　と、はるか上空の母船からワープで送りこまれてきたＲセシルが、受付ロボットの傍かたわらに立ち、一体どこに用意してあったのか巨大な金かな槌づちを振り上げた。受付ロボットの頭部は叩き潰つぶされ、見るも無む惨ざんに首から半分取れかかる。動きが停止し、首の奥にあった光がゆっくりと消えていくのを見て、高知は頭を抱かかえた。

「なにをするんですか、大事な参考人に！」

「私の正体がばれる方が困るであろう。大だい丈じよう夫ぶじゃ、こやつのメモリぐらいセシルがコピーしているはずじゃ。それくらいしないで、私の秘書役は務つとまらん」

　せいせいしたとばかりの笑え顔がおで答えるナオシスタ。高知はすがる思いでＲセシルを仰あおいだ。執しつ事じ姿ずがたのロボットは澄すました表ひよう情じようのまま、

「では、秘書役はほかの者にお任まかせくださいませ」

「なぬ？　では、そのまま壊したのか！」

「今すぐにとのお言葉でしたので、なによりも優ゆう先せんいたしました。これに懲こりて、まな板だのと言われたぐらいで逆ぎやく上じようするのはおやめになられた方がよいでしょう」

「誰がまな板じゃ！　無む能のうのくせになにを偉えらそうにほざいておる！」

「仰おつしやったのはナオシスタさまでございます」

　げしげしとナオシスタに尻しりを蹴けり上げられながらも、Ｒセシルは表情一つ変えずに言い返す。高知にしてみればどっちもどっちだと、呆あきれるより泣きたくなってきた。

（ナオさまは事じ件けんを解かい決けつしようなんて思ってないんだ。その場その場で楽しければいいんだ。ああ、どうしよう）

　このままパニックに陥おちいってしまいたかったが、受付ロボットの首元が赤く点てん滅めつしているのを見て我われに返った。通つう報ほうされている。

「いけない、通報されちゃったじゃないですかっ」

「通報？　なぜじゃ？」

「受付を壊したからですってば。捜査官が捕つかまるなんて情けないですっ」

「では、三十六計逃げるに如しかずじゃ」

　言うなり、ナオシスタが脱だつ兎とのごとくホテルから飛びだしたので、高知は慌あわてて、

「ちょっとナオさま！　事情を説明しないと！」

「そんなもの、セシルがうまくやる！　やらんと今度こそ廃はい棄きしてやるぞ！」

「承しよう知ちしました、お任せください」

　深々とＲセシルが頭を下げたので、高知は逡しゆん巡じゆんしたが、結局ナオシスタのあとを追って逃げることにした。逃げるのは不本意だが、ナオシスタを一人放ほうっておくのも恐ろしい。こうなったらＲセシルの力量にかけるしかない。当てにならないが。

（これがばれたら停てい学がくどころじゃないぞ！）

　と悲しく思いながら。




　最後の被ひ害がい者しや、ドクルノ人は町の反対側、沙さ漠ばくに半なかば同化した岩いわ場ばに住んでいた。岩山にはウナギの寝ね床どこ状じようの洞ほらがいくつもくりぬかれていて、一種のアパート形式になっていた。

　被害者は一人暮ぐらしで、洞には当然のように誰もいなかった。

「ドクルノ人はドクルノ星の霊れい山ざんから産み落とされるから、係けい累るいは一人もおらんであろう。ふうむ、意外と荒あら々あらしい暮らしぶりだったのだな。これぞ生活感というものであろう」

　なにやら感心してナオシスタは部屋を見回している。洞の中は半ばゴミに埋うもれていた。床ゆかに服と食べ物の包ほう装そうパックと雑ざつ誌しとディスクとチップが散さん乱らんして、足の踏ふみ場もない。ベッドの上も同様だ。それだけなら片づけができない人間の生活感と言えなくもなかったが、タンスや机などの家具まで倒され、保存庫が全開で空からっぽとなれば状じよう況きようは異なってくる。

「いえ、これは何者かに荒らされたあとのようです」

「なに？　では犯はん人にんが証しよう拠こ隠いん滅めつに来たというのか！」

「というより、泥どろ棒ぼうが物ぶつ色しよくしたり、心ない人がゴミを捨てていったんじゃ……」

　高知は眉まゆをひそめて答えた。証拠隠滅者が菓か子しのゴミなど置いていかないだろう。当然の成り行きとは分かるが、亡なくなった人の身ぐるみを剝はぐような真ま似ねは不快だ。

　ナオシスタは納なつ得とくいかない様子で、腰こしに手を当て、

「それを装よそおった犯人かも知れんぞ」

「そうですね……」

「アンタたち、カーニャになにか用か」

　不意に声をかけられ、高知は飛び上がった。ナオシスタは不ふ意い打うちは慣なれているとでも言わんばかりに平へい然ぜんと振り返り、洞の入り口に佇たたずむ者に向かって答えた。

「我々は帝国犯罪捜査局の捜査官じゃ。連続殺人事件の捜査をしておる。おまえこそ何者じゃ」

「捜査局？」

　警けい戒かいと敵てき意いをあらわにしている相手に、高知は学生証しようを見せた。中からは逆ぎやつ光こうになっていたので分からなかったが、近寄ると相手が高知の背せ丈たけほどの泥の塊かたまりであることが分かった。表面は半ば乾かわいてぱらぱらと砂が落ちている。

　相手は泥の中から触しよく手しゆを伸ばし、高知の携けい帯たい端たん末まつに触ふれた。その拍ひよう子しに泥の一部分が剝はげ、中に薄うす緑みどりの生々しい肌はだが見えたので、それで相手がンックンジ星人であると分かった。彼らは泥の中が本来の生せい息そく地ちなので、泥、或あるいはそれに類るい似じしたもので体を覆おおっていないと生きていけないのだ。外気にさらされるとあっという間に干ひからびてしまう。一般に異星で暮らすときは、ンックンジ人専用に開発された薄皮スーツをまとっているので、このような「古典的」な泥姿はかえって珍めずらしい。

　ンックンジ人もすぐに露ろ出しゆつに気づき、もう一本伸びてきた腕で肌を泥で塗り隠かくした。そして、不ふ審しんを消そうともせず、

「ふん。本物かどうか分かんねえけどな」

「それはどんなものにでも当てはまることじゃ。おまえはこの部屋の住人と知りあいのようだが、それが本当か我々も分からんぞ」

　言葉だけ聞けばいかにも挑ちよう発はつ的てきな発言で、高知は慌てたが、ナオシスタ当人はいたって真ま面じ目め顔だ。彼女にしてみれば事実を指し摘てきしただけなのだろう。

　果たして、ンックンジ人は肩かたをすぼめ──そうと見える仕し草ぐさをして、

「ほかの奴やつらに聞けばいいさ──って言っても、そいつらもグルかもしれんってことだな。いいさ、俺おれはカタニカ・ルチンの仕事仲間だ。知らねえかもしれねえが、ンックンジ人だ」

「いいや、ンックンジ人、知っておるぞ」

　水を得た魚のようにナオシスタは生き生きと答えた。

「南タラ星系の第二惑星ンックンジの第二原住民じゃ。自じ滅めつした第一原住民オンス人の文明を丸ごと引き継ついだので、今ひとつ文明を扱あつかいきれておらんそうだな。泥土が生息地でとても乾かん燥そうしやすく、保ほ護ご膜まくがなければすぐに干ひからびてしまうのじゃ。水を与えればすぐに復ふつ活かつするものの、組そ織しきが緩ゆるんでしまい体たい容よう積せきが膨ふくらんでしまうのじゃ。何度も乾かん燥そうと膨ぼう張ちようをくり返して、しまいには小型戦せん艦かんほどに巨大化してしまった者もおるという。どうじゃ、合っているであろう！」

　びしっとナオシスタは人差し指を突きつけ、自信満々に断言した。ンックンジ人は呆あきれた様子で──全身を泥に覆われて表情などなかったが、雰ふん囲い気きで分かった──触手を揺ゆらめかした。どうやら彼は最初の喧けん嘩か腰ごしとは裏うら腹はらに、無意味に喧嘩を買わない理性的な人間らしい。

「尾お鰭ひれがつくというのはこのことだな。それともそいつは小こ咄ばなしか？」

「なぬ！　小咄とは洒落しやれのきいたちょっといい話のことだぞ！　私は洒落など言っておらん！」

　小咄の定義は「ちょっといい話」ではなかった気がするが、それを指し摘てきするとまた長い気がして、高知は急いで二人の間に割って入った。

「カタニカ・ルチンの知りあいですね。少し質問させてください」

「連続殺人事件の捜査か？　わざわざ遠くから出で張ばって、ご苦労なことだぜ」

　嘲あざ笑わらうンックンジ人に高知はひるんだ。こういう相手の皮肉に下へ手たな反応すると、かえって言い負かされてしまう。それこそ挑発されているのだ。

　身み構がまえる高知を知ってか知らずか、ナオシスタは真顔で、

「いや、そうは遠くなかったぞ。時間領土さえなければ船で一時間じゃ」

「……そっちのおチビさんと話してると気が滅め入いってくるな。おまえ、アーシスでも幼よう児じの部ぶ類るいだろう？　なんで捜査官なんかになってるんだ」

「ししししし失礼な！　誰だれが幼児体型じゃ！　十歳の平均よりちょいと下回っておるだけだわ、この年で胸むねがたわわにある方がおかしいのじゃ！」

「どこから胸の話になったんだ？」

　ンックンジ人が当とう惑わくして高知に触手を振ってみせた。ただ立っている姿には凹おう凸とつもないのっぺらぼうなので、触手がないとどちらに言ったかよく分からない。

　高知は硬こう直ちよくした笑顔を貼はりつけて、

「えーっと、それはぼくにも分からないです。はい」

「私の胸が分からないほどだと言うか、ええい、セシ──！」

　すべての発言に癇かん癪しやくを起こすナオシスタを、高知は慌てて押さえこみ、口を封じた。「うーうー」と唸うなる彼女を訝いぶかるンックンジ人に、胡う散さん臭くさい笑顔でごまかす。

「……おまえらアーシスはやっぱり変だな」

「ぼくは──ぼくたちは捜査官です。アーシスというカテゴリーで見ないでもらえると嬉うれしいんですけど」

　控ひかえ目めながら毅き然ぜんと高知は言い返した。ンックンジ人はようやく高知の存そん在ざいにも興きよう味みを持ったようで、しげしげと彼を見つめ、

「でも、捜査官でもなんでも、アーシスの言いなりだろ。おまえらだって、アーシスが四人も死ななけりゃ捜査になんか来なかったくせに」

「それは……」

　高知は言い淀よどんだ。訓練生の研修用として選びだされたから来た、と答えてやましいことはなに一つないが、腹を立てる者もいるだろう。

「まあいいさ、ここの警けい察さつの無能っぷりを考えりゃ、あんたらが来てくれてよかったさ。いいぜ、あんたらに教えてやるよ。犯はん人にんは無差別殺人犯なんかじゃねえ。カーニャはあの野や郎ろうに殺されたんだ」

「あの野郎？　心当たりがあるんですか」

　予想外の発言に高知は驚おどろいて尋たずねた。警察とケイマリリたちの調書にはなにも記しるされていない。彼女たちはこの同どう僚りようというンックンジ人には会わなかったのか。

「話に聞いてただけだけどよ。カーニャが惚ほれた野郎だ」

　断だん言げんするンックンジ人に、高知はがっくりと落らく胆たんした。またか、だ。むろん相手の手前、そんな様子は噯おく気びにも出さなかったが。

　そして、ナオシスタは目を輝かせて、

「もしかして片かた想おもいだったのではないか？」

「ああ。カーニャは一ひと目め惚ぼれすると止まらねえ性格でよ、野郎を捜すって言って別れたきり、殺されちまった。だから犯人はあの野郎なんだ。いや、どんな野郎か俺は知らねえんだけどよ」
















　憤ふん然ぜんとンックンジ人は語る。どうにも気が進まないが、一応高知は確かく認にんしてみた。

「ええと、その相手はやっぱりドクルノ人なんですか」

「そうに決まってるだろ。カーニャに異種交配の趣しゆ味みがあるなんて聞いてねえ。ンなことする奴らの気が知れねえよ」

「どういう気なのじゃ？」

　ナオシスタが高知の顔を覗のぞきこんだが、それには気づかないふりをした。

「でも、ドクルノ人はこの星にそんなにいないんじゃないですか」

「だから絞しぼりこめるだろ。ほかの事件はフェイクだ、世せ間けんの目をごまかす為ためさ。警察は無差別犯だって決めつけてやがって、見当違いも甚はなはだしいぜ」

　ンックンジ人が笑うと、泥の体が揺れた。その意見には高知は賛さん成せいしかねた。宝石は石に、木は森に、殺人は殺人の中に隠せと言いたいらしいが、それにしては七人は多すぎる。ドクルノ人の性せい癖へきかもしれないが。

「その相手は、どこの誰か分からないんですか。どこで知りあったとかは」

「仕事場からの帰りに会ったって言ってたな。見かけたって程度で一目惚れだから、俺はやめろって言ったんだよ。相手のことなんにも分かりもしねえのに。こんなことになっちまって」

「あなたがたの仕事っていうのは──」

「遺い跡せきの発はつ掘くつだよ。別に研究者ってんじゃねえ、掘るだけでも専せん業ぎようがあるんだ。あちこちの星で掘ってるけど、この星には三年いる。カーニャも同じだ」

「土関係か。適てき材ざい適てき所しよじゃな」

　ふむふむとナオシスタは頷く。そういう意味では彼らはトッシュカニカナル在住でも根を下ろしているとは言えないだろう。

「カタニカ・ルチンはクルーサレースに興味がありましたか」

「クルーサ？　あんなもん、マイナーなオタクどもの遊びじゃねえか。市が公こう認にんして大々的に観光にして金かね儲もうけしようって動きがあるみてえだけど、うるさいし臭くさいし死ぬし、あんなものやる奴らの気がしれねえ。カーニャだって嫌きらってたよ。近寄りもしなかった」

「そうですか……」

　高知は肩かたを落とした。クルーサレースが被害者の共通点かと考えていたが、どうやら違ったようだ。

「ともかく、犯人をさっさと炙あぶりだせよ。これじゃあカーニャが可哀かわい相そうだ。二百年に一度の発情期使わされて、殺されたんじゃよ」




　　　　※




　洞どう窟くつアパートをあとにし、高知たちはとりあえず病院に戻もどることにした。その道すがら、ナオシスタが興こう奮ふん気ぎ味みに頰ほおを赤らめながら、

「うむ、聞きこみ捜査というのも地味ながらおもしろいものだな。パズルの問題と答えを同時に探している気分じゃ」

　などと足取りも軽くはしゃいでいる。彼女は気分転てん換かんができて楽しいだろうが、高知は聞きこみの結果を分ぶん析せきするのに必死で、「はあ、そうですね」と適てき当とうな相あい槌づちを打っていた。それが癇かんに障さわったのだろう、ナオシスタが口を曲げる。

「しかし、これで分かったことがあるな」

「え？」

　顔を上げると、彼女はわざとらしい真顔で言った。

「犯人は片想いの連中を狙ねらったのじゃ。片想いの輩やからを見るといても立ってもいられず苛いら立だたしいに違いない！」

「どういう性格ですか、その犯人は」

　呆あきれる高知に、ナオシスタは人差し指を振った。

「甘いぞ、高知。帝国には一千の人種がおる、どのような性格を持っている者がいてもおかしくないわ。それより具合がいいではないか、囮おとりになるにはおまえが最適じゃ」

「ええもちろん、ぼくがなります」

　いつか言われると分かっていたので、高知はヤケになって同意した。どうせ片想いが狙われなくても、ナオシスタを囮にするわけにはいかない。

「でも、残念なこともあるのう。のう、高知」

　いかにも「憐れん憫びんの情」たっぷりの声こわ色いろでナオシスタが続けるので、高知は嫌な予感がした。

「残念──って、どういう意味です？」

「高知の殺されたクラスメイトも片想いだったのであろう？」

「え……さあ、それは……」

「でも、一いつ緒しよにいたはずのサカンダールの姫ひめは殺されなかった。つまりだ、分かるな？」

「はい？」

「分からんか、哀あわれよのう」

　頭を振るナオシスタ。人をからかおうという根性が見え見えだ。高知は一言窘たしなめようとして、そして、彼女の話の真意にようやく気がついた。

（つまり、ケイマリリは片想いじゃない、両想いの相手がいるってことか!?）

　がつんと金かな槌づちで殴なぐられたような衝しよう撃げきに、高知はその場で立ちすくんだ。ナオシスタはにやにやと意地の悪い笑えみを浮うかべ、そんな彼の反はん応のうを楽しんでいる。

　高知はうろたえて、

「あ、あの……でも、運良く、って可か能のう性せいが……あ、でも、想う人がいないってことも。いやそれより、そんな」

「まあいいではないか、早く病院に行くぞ。行って、当人に確たしかめればすむことじゃ」

　ざまあみろと背中で笑いながら、ナオシスタは大おお股またで歩いていく。高知は頭を半分真っ白にさせつつ、ナオシスタのあとを追って一歩踏ふみだしたときだった。

　ひゅううううう、と風を切る音がどこからかしてきた。高知は反射的に空を仰あおぎ、だがなにも見えないので、首を傾かしげた、その頭上に。

　ごち。

　なにかがぶつかり、目の前が真っ暗になった。







　　　５　権けん力りよくに頼るのはよくありません







　発光不定形生命体たるヨガマ人は、一言で語るなら「正義の人」である。

　彼らは基本的に私し利り私し欲よくがない。おのれが信じる正義を貫つらぬき、それを広めることを信しん条じようとしている。彼らの正義は各人で異ことなるが、おおむね「合理的で大勢が幸せになること」である。

　特とく殊しゆ警けい察さつ長ちよう官かんグオ・ウフディポゴテンもまたヨガマ人の例に漏もれず、「正義の人」であった。彼の言うところの「正義」とは、「現皇こう帝ていのもとですべての市民が安定した生活を送ること」である。であるから、アーシス上位、被ひ差さ別べつ民みんなどあってはならないし、自ら異い銀ぎん河が世界に対して戦争をふっかけるなど、あってはならなかった。彼は皇帝を尊そん敬けいしているわけではなかったが、自分の正義を通してもいいと認みとめてくれた点を買っていたので、ウレイクに仕え、命を賭かけて皇帝と帝国を守ることにしたのだった。

　自分が皇帝になって自分の「正義」を法にしようとは考えない。なぜならそれがヨガマ人だから。彼らは自ら上に立つのは望まない。縁えんの下の力持ち、陰かげの実力者というのが彼らの美び意い識しきなのだ。

　ウレイク皇帝のもとで帝国の安あん寧ねいを図はかる。それがグオの正義といちばん一いつ致ちする。だから、皇帝の地位を脅おびやかす陰いん謀ぼうなど、真っ先に排はい除じよしなければならなかった。ナオシスタ皇こう女じよの存そん在ざいは目の上のたんこぶ、できればとっとと消えてほしいものであった。そして、彼がそう考えていることをウレイクは知っているはずであった。

　そのグオは今、大変動どう揺ようしていた。擬ぎ態たい映えい像ぞうを常にまとっているので、表面上は普ふ段だんどおりの冷れい然ぜんとした態たい度どを崩くずしてなかったが。

　なんとなれば、彼の直ちよく属ぞくの上司である皇帝その人に、皇宮の出入り禁止を言い渡されてしまったのである。寝ね耳みみに水だ。皇帝の側そつ近きんでありいちばんの理り解かい者しやであることを自負していただけに、この仕打ちが信じられなかった。

（なにか私は不ふ興きようを買ったのか？　ナオシスタ殿でん下かへの発言で？　まさか！　今までだって何度となく忠ちゆう言げんしてきたし、私が殿下を嫌きらっていることは知っておられるはずだ）

　皇宮の端はしに設せつ置ちされた臣下用エアポートへ向かう間、グオは眉み間けんにしわを刻きざんで考え続けた。この辺の表ひよう情じよう操そう作さはすでに無む意い識しきで行える。

（よもや、この間ナオシスタ殿下を亡なき者にしようとしたのがばれたか。いや、それはあるまい。ナオシスタ殿下はあれを私の弱みにしてとことん利用する気だ、陛下に告げ口はしまい。別にされたところでかまわんが。それが旧派を押さえつける最さい善ぜん策さくだと陛下も分かっている。政策より肉親の情を取るようなことは陛下はしない。愚ぐ昧まいな姿は見せかけだけなのだから──いやしかし、アーシスは感情に左右される生き物だ。いやしかし、陛下はそうではない）

　なにをどう考えても、「いやしかし」と次の仮定が首をもたげ、思し考こうはぐるぐるし続ける。彼の「正義」では、騒そう乱らんの元であるナオシスタを殺すことは「罪」ではなく、「必要」なことと分類され、ためらいや罪悪感は皆かい無むだった。もちろん、皇帝が姪めいを可愛かわいがっていることは知っているので、彼の「正義」の邪じや魔まにならなければ少々手がかかっても放ほうっておいてやろうという度量はあったが。

（まさか本当に、ゲームに負けた腹いせ……ってことはないだろうな）

　ぐるぐる考え続け、なんとなくそれがいちばん的てき確かくのような錯さつ覚かくがしてきたころ、はっとグオは思いだした。

（そうだ、貿ぼう易えき商しようか！）

　そのことを忘れていたおのれをグオは罵ののしった。自分で皇帝に言ったはずなのに。ナオシスタ皇女を訪たずねてきたという怪あやしい貿易商だ。

（陛下は私に、その貿易商のことを探れと暗に命じたのだ。どこでどう話が漏れるかもしれないから、このような体てい裁さいを取ったのだな）

　少々強ごう引いんで牽けん強きよう付ふ会かいで無理があると自覚しながらも、グオはそれで自分を納なつ得とくさせることにした。そうした方があとあと都合がいい。もし間ま違ちがっていたとしても、それは国家反はん逆ぎやく犯罪を取り締しまる特殊警察の長官としていずれはしなければならないことなのだ。

　彼はきびすを返した。そして、皇宮の奥おくの奥へと足早に向かう。

　エキドナ皇宮は極力人の手を排はいして運営されている。なので、長官の肩書きを持つグオはほぼフリーパスで侵しん入にゆうできた。生体波パターンで個人を認にん識しきしているので、彼がいつもと違う擬態映像をまとっていても、まったく問題なかった。

（ほらみろ、私のコードはまだ登とう録ろくされている。私の権利は奪うばわれていない）

　自分の無む茶ちやな推すい論ろんの裏うら付づけをされているようで、グオはますます歩を速めた。

　従業員用の炊すい事じ場ば──それでも何千人規き模ぼで人が働いている──のさらに奥、誰だれからも忘れられた日ひ陰かげの一角のさらに地下へと潜もぐる。途と端たんに照明は減へり、通路は狭せまく無意味に折れ曲がり、苛いら立だちが顔を覗のぞかせたころ、厚い一枚扉とびらが行く手を阻はばんだ。そして、球体を三つつなげた形状のロボットが、扉の番人として彼の前に立ちはだかった。

　二つ目の球体がぐるぐる横に回転する。

「特殊警察長官グオ・ウフディポゴテン。認にん識しきしました」

「よし」

「この先はあなたのコードと体質では侵入不可です。用件はここで受けます」

「一〇○三時に隔かく離りされたアーシス、オム・クロジーを解放しろ。これは長官命令だ」

「お待ちください。登録コードに矛む盾じゆんがあります」

「矛盾？」

「あなたの長官としての使命は凍とう結けつされています。あなたの長官としての権利は継けい続ぞく中ちゆうです」

　グオは考え巡めぐらした。これはおそらく、皇帝が中ちゆう途と半はん端ぱな命令を下した為ためだ。混乱させる狙ねらいであろう。

「では、長官の権利で命令する。オム・クロジーは重大な事件に関与している疑いがある、泳がせて動どう向こうを調べる。おまえも手伝え」

「了りよう解かいしました」

　番人ロボットが三つの球体をそれぞれ別の方向に回転させた。そして、いちばん上のパーツが外れ、グオの足下に転がり落ちる。

「該がい当とう者しやをどこに放ほう逐ちくしますか」

「元の場所に戻せ」

「映像を送りますか」

「ああ。有ゆう線せんで渡せ、今日は何番だ」

「二十三番です」

　足下の球体からにょろりと糸のようなものが伸び、先せん端たんがグオの額ひたいに貼はりついた。不定形生命体である彼のインターフェースは額ひたいにある。

　インターフェースの向こうからきんきんと高い声が発せられる。

「よう、グオじゃねえか。なんだ、こんなとこまで来て。また皇帝に断りなく暴ぼう走そうかあ？」

「暴走ではない、皇帝陛下は私のやり方を認みとめている。私のやることは陛へい下かのやることだ」

「へっ、ヨガマ人はおめでたいね。アーシスに合理性を求めるのは残ざん酷こくだぜええ。いつか皇帝に対生成させられねえよう気をつけな」

　獄ごく吏り二十三番が耳みみ障ざわりな──ヨガマ人に耳はないが乱れた波は動どうを伝えてきたので、グオは顔をしかめた。エキドナ宮の牢ろう獄ごくは三十四人のアパルシ人によって監かん視しされている。彼らと直接交こう渉しようするにはこの「門」まで降りてこなくてはならないが、彼らと交渉が成立すれば、エキドナ宮の目をごまかして囚しゆう人じんを動かすことができる。そして、特殊警察長官である彼は、おおよその場合で交渉は不要だった。

「対生成などされぬわ。聞いていただろう、オム・クロジーを泳がせるぞ。追つい跡せきしろ」

「あんたの使命は凍結されてるんだけどね。ま、いっか、おもしろそーだ。よし、こいつだな」

　グオの中に二十三番が中継映像を送ってくる。

　狭く真っ白い通路の両側に、大小さまざまな四角い扉とびらが隙すき間まなくびっしりと並んでいる。その数は百や二百ではきかない。そのうちの一つの扉が引きだされ、中に保存されていたアーシスの男の姿が現あらわれた。引きだしごとアーシスは宙を運ばれていく。

　彼こそはナオシスタ皇女によって牢に放りこまれたオム・クロジーであった。エキドナ宮で牢獄送りにされた者は、大たい抵ていがパック詰づめされて保存される。当人は拘こう束そくされたあとの記き憶おくはない。再ふたたび世に出るときは時間の経けい過かに驚おどろかされることになる。そして、今回のようにわずか数時間で解かい放ほうし、元の場所に戻しておけば、気づかないうちに眠りこけてしまったぐらいにしか認にん識しきできない。

「よーし、開かい封ふうしたぜえ。よいしょと」

　クロジーを乗せた棺ひつぎは上じよう昇しようし、真っ暗な領りよう域いきに入ってなお上昇し、天に口が開いたかと思うとなにもない殺さつ風ぷう景けいな部屋に出た。謁えつ見けん室しつの一つだ。その口からクロジーは牢獄に落とされたのである。

　棺はクロジーをパックから出すと、部屋の隅すみに置かれてあったソファーに寝ねかせた。棺は再び奈な落らくへと帰っていき、口は閉じあわせも見えないぐらいぴっちりと閉じる。

　それを合図に、クロジーが目を覚ました。寝ていた自分に驚いた様子で体を起こし、部屋の中をキョロキョロする。

「おい、音声が入っていないぞ」

「調子が悪いんだよ。あんたの矛盾が原因だ」

「人に責任を押しつけるな。解かい雇こするぞ」

「死んじまう死んじまう」

　二十三番が不満の声を上げている間に、起きだしたクロジーは照れ笑いを浮かべ、時間を確かく認にんしてため息をつき、部屋の中央を見つめて「けっ」と呟つぶやいた。声は聞こえないが、態たい度どで分かった。

　クロジーはしばらく謁見室にいたが、そわそわしたかと思うと、急に視界から消えた。

「おい、消えたぞ」

「あー、隠かくれ蓑みのをつけたなあ。監かん視しシステムにも細さい工くしたみてえだけど、俺おれが先に細工しちゃったから、逆に浮うかび上がっちゃうぞお」

「ちゃんと消しておけ。泳がせるんだ」

「もっちろーん、もうやってるぜ。うひひ、俺のはエキドナのやろーとは独どく立りつ系けいだからよ」

　ケタケタと笑う二十三番に苛いら立だちを覚えながらも、グオの表ひよう情じようは鉄てつ壁ぺきの無感動を貫いた。もちろん彼の真実の顔ではないが。

　映像は無人の風景を追っていく。その中央にクロジーがいるはずだが、見えないというのは間抜けな絵だ。二十三番は客に対してもっと親切にするべきだと、グオは心の内ない申しん書しよにチェックを入れた。

　見えないクロジーは迷う様子もなく、こそこそと隠かくれながらまっすぐ表宮へと入り、皇族の住まう区画へと入り──

「ほう」

　グオは呟つぶやいた。クロジーがたどりついた部屋は今は亡なきマグダ前皇太子の部屋だった。

　マグダ皇おう子じの私室は死亡当時のままになっている。そのときには彼はすでに家庭を持ち、皇太子宮に移っていたので、エキドナ宮の部屋は休きゆう憩けいにしか使われていなかった。だから、当時のままといっても、ベッドやソファの必要最低限のものがある程度で、ほとんど客室と代わり映えしなかった。

　もちろん、部屋には鍵かぎがかかっていたが、クロジーは難なんなく中に入っていった。これは確かく実じつに、「単なる」貿易商ではない。

（エキドナの警けい備びシステムを改かい変へんできるのか。誰がバックについている？）

　この十五年で旧マグダ派はかなり追いだせたが、まだまだ帝国の中ちゆう枢すうに残っている。その者たちならクロジーの許きよ可かコードを書き換かえることぐらい朝飯前だろう。

　クロジーを追う視界はだだっ広い部屋を横切り、奥の壁かべの前で止まった。すると、壁板の一部がぐにゃりと潰つぶれ──アーシスが屈かがみこんだ形に潰れ、それを吞のみこむと元のなんの変へん哲てつもない壁に戻った。グオは目を細めた。

「隠し扉か！　そんなものがあったとはな」

「へえええ。そいつは俺も知らなかったぜ。あいつもエキドナと独立系だな」

　二十三番が感かん嘆たんする。グオは視界が動かないのを訝いぶかって、

「おい、奴やつを追え」

「んー、無理だな。魔ま法ほうがかかってる。中に入りたくねえ」

「魔法だと？」

「俺はここまで。あとは自分の目で確たしかめな」

　グオは舌打ちしたい気分でコードを叩たたき落とした。門番ロボットが回転してコードを巻き取り、再びほかの二体と結けつ合ごうするのを待たず、彼は駆かけだした。

　来た道を戻る。擬ぎ態たい映えい像ぞうをまとっているので、本来のスピードが出せずもどかしい。彼はしかたなく擬態映像のモードを少しだけ下げて、飛ぶように走った。完かん璧ぺきな擬態を自分に課しているグオにとっては屈くつ辱じよく的てきなことだったが、それよりも使命を優ゆう先せんさせたのだ。

　三分後、グオはマグダ皇子の部屋へとたどりついた。二十三番が協力態勢に入っているので、彼も監視システムに止められずに部屋の中へと侵入できた。

　中には誰もいなかった。クロジーはすでに出ていったのだろうか。警けい戒かいしながら例の奥の壁に体を密みつ着ちやくさせると、すぐに抵てい抗こうがなくなり、グオは隣となりの──物理的な隣とは限らないが──部屋に転げ出た。すかさず身み構がまえる。

　暗く狭い部屋だった。緞どん帳ちようが垂たれ下がり、周囲をすべて覆おおい隠している。部屋をぼんやりと浮かび上がらせているのは、床ゆかに描かれた発光する模も様ようだ。

　クロジーの姿はむろん、誰の気配もなかった。グオは警戒を解かずに、重苦しい緞帳を慎しん重ちように搔かき分けてみた。奥はさらに緞帳が幾いく重えにも垂れていて、果てがないようだった。まともな実空間ではないようだ。二十三番が「魔法」と称しようしたのも分かる。アパルシ人は意外とロマンチストだ。

「……」

　グオは部屋の中央に戻った。床の模様を調べる。同じ模様が四つ、それぞれ色違いの光を放っている。四つ葉の形だ。

（魔法陣──いや、転てん移い装そう置ちか）

　グオはほくそ笑んだ。このタイプは、転移先が選べるが生身のアーシスでは分解されてしまう汎はん用ようタイプではなく、行き先が固定されたワープ装置だ。おそらくマグダ皇子が隠おん密みつに出かける際に使用していたのだろう。そして、クロジーもこれを使ったに違いない。

　果たして行き先はどこか？

　四つの色に分かれているということは、行き先も四つだ。どれにクロジーは飛んだ？　グオが考えたのはわずかの間だった。迷ってもしかたない、直感に頼たよって実行するだけだ。

（式が動いた感じがするのは──これだ！）

　グオはピンク色の四つ葉の上に足を踏み入れた。途と端たん、スタンバイ状じよう態たいだった式が発動し、低い唸うなりを上げた。グオの足下が消しよう滅めつし、彼は六次元の穴の中に落とされた。




　　　　※




「おい。おい高たか知ち、どうした」

　背中を揺すられ、高知はぱちりと目を開けた。そして、自分がなぜうつぶせになっているのか分からず、頭の中にクエスチョンマークを飛ばしまくる。

「……あれ？」

「なにもないところでなにを転んでおるのじゃっ」

　ナオシスタが呆あきれ半分、焦しよう燥そう半分で言う。高知は後頭部をさすりながら体を起こした。どうやらすっ転んで気を失ったらしい。

（？？？　ぼくは頭を打ったような……）

　頭を打っているのになぜうつぶせになっていたのか釈しやく然ぜんとしないが、転んだ弾はずみで体が反転したのだろうと納なつ得とくすることにした。

　それより、本当に自分は転んだのだろうか。歩道につまずくようなものはないが。

「ナオさま、ぼく転びました？」

「なにを吞のん気きなことを言っておるっ。それより大変じゃ、今しがたセシルから連れん絡らくがあって──なんじゃ、その耳は」

　慌あわてふためいていたナオシスタが、キョトンとした顔になる。指し摘てきされた高知もキョトンとして、耳をさすってみた。こめかみの少し上から天に向かって生える、柔やわらかい毛に覆おおわれた長い耳が二本。これがどうしたというのか。

「なにかありましたか」

「なにって、いつの間にウサギ耳になった？」

「いつって？」

　ナオシスタの質しつ問もんの意味が分からず、高知は首を傾かしげて困こん惑わくする。いつもなにも、これでいいだろうに。

　困こん惑わくする高知に、ナオシスタの方が困ったように表ひよう情じようを曇くもらせたが、すぐに手を叩たたいて、

「それより大変じゃと言うておろう！　叔お父じ上うえが会いにくるぞ！」

「は？」

　すぐには理り解かいできず、高知は聞き返してから顔色を失った。ナオシスタの「叔父上」といえば、現皇帝ウレイク・パナウラーその人だ。

「皇帝陛下がこんなところまで？」

「ばか者、こんなところには来んわ、エキドナ宮の私の部屋じゃ。こんなときにご機き嫌げん伺うかがいなんぞ来なくてもよいのに。急いで戻もどるぞ、グオを使ったことがばれたら面めん倒どうじゃ」

「えええええ、戻る!?　戻るって？」

　高知も慌あわてた。すぐ目の前にケイマリリの入院している病院があるというのに！

「あ、あの、ナオさまだけ戻るというわけには──」

「なにを言うておる！　戻るぞ！　セシル！」

「ここに」

　すぐ真横に降って湧わいたＲセシルに、高知はぎょっとした。母船ハシリスクからワープしてきたとは分かっているが、だからといっていきなり出現されれば仰ぎよう天てんしないではいられない。寿じゆ命みようが縮ちぢまると思ったが、彼はサイボーグだったので寿命が人並みなのか長命なのか分からなかった。

（いや、六ろく曜よう博士なら短命に作る可か能のう性せいもなきにしもあらずだよ……とほほ）

　Ｒセシルに引きずられながら、高知はケイマリリがいる病院を恨うらめしく見つめるのだった。




　　　　※




　それから三十分後には、ナオシスタはエキドナ宮の自室に戻っていて、仰ぎよう々ぎようしく供ともと侍じ女じよを二十人近く伴ともなって現れた皇帝を迎むかえていた。

　高知はナオシスタの従者であるが、名目上は備び品ひんなので部屋には入れてもらえず、皇女の部屋に付ふ属ぞくする給きゆう湯とう室しつに放ほうりこまれてしまった。そこで待たい機きなのだが、

（それなら最初からトッシュカニカナル星に置いてってくれればいいのに）

　と不満をこぼしたくもなる。しかも、Ｒセシルはナオシスタのそばに、六曜博士もいないとなると、右も左も分からない皇宮でひとりぼっちにされ、しかも身分は不安定となれば、心細いことこのうえなかった。しかも外に出る勇気がないから暇ひまだ。

「あああ、やっぱりナオさまに頼たよらなければよかった……」

　やはり権けん力りよくに頼るのはよくないと反省してみても、もう遅い。高知はため息をつき、ダストシュートの前で膝ひざを抱かかえて皇帝が帰るのをじっと待った。

（ぼくはどうしてこう、あの手を振ふり切れないのかなあ）

　ただ待っているのもなんなので、今までの調ちよう査さ内容をまとめてみることにする。

（えっと、まず一人目は、とりつく島もなかったよな）

　携けい帯たい端たん末まつでケイマリリたちの調書を読む。そこには、ケイト・アンナは学校からの帰りに夜道で襲おそわれたとあった。第一被ひ害がい者しやであったので、最初は獣けものの仕し業わざと警けい察さつは見ていた。

（彼女のプロフィール……オクトヘル大学経けい済ざい学部の一年生。成績は中の下、学業態たい度どはまあまあ。所しよ属ぞくサークルは賭と博ばく研けん究きゆう部ぶ？？？）

　一般大学にはわけの分からないサークルがあるものである。ほかの被ひ害がい者しやとの接せつ点てんはなし。

（二人目は……ズー・サンワか）

　インパクトがあったのは、部屋に貼はられていた廃はい墟きよの写真だ。ああいう写真を撮とるのが好きだったのだろう。ほかの被害者と接点はなし。

　三人目のレク・エナ・エナは「よみがえった」被害者だった。肝かん心じんの犯はん人にんに襲われたときの記憶がないのが残念だが、彼女の口からようやくヒントとなる言葉が出てきた。「クルーサレース」だ。

　四人目、五人目のファットオーカーとポデコは異星からの旅行者だが、クルーサレースを見る為ためにオクトヘルへやってきていた。とりあえず三人の接点があった。

（六人目のカタニカ・ルチンは、クルーサレースは大だい嫌きらいだったって言ってたけど……）

　そして七人目に当たるバーニーズは、クルーサレースが開かい催さいされた半月前には学校のあるタヅ星にいた。だが、彼女は捜査官だ、ほかの者とは事じ情じようが違う。

（クルーサレースが引っかかるんだよなあ……ほかの三人もクルーサレースを見にいっていればいいんだけど）

　危き険けんな思し考こうに陥おちいりそうなところを、高知は敢あえて考えた。結果ありきで都合のいい過か程ていを見つけようとするのは、思いこみで誤あやまった判はん断だんをする場合が多い。だが、手がかりがないのでは、直ちよつ感かんからどうにかするしかない。絶たえず「これは自分の思いこみに過ぎないけど」と念じてなければならないが。

　一人目のケイト・アンナの行動履り歴れきを見てみる。大学とバイト先とサークルを行き来する日常だ。

（このサークルの活動内容は分からないかな……）

　高知は立ち上がり、給湯室の隅すみに設置された固こ定てい端末へと手を伸のばした。

「エキドナ宮、トッシュカニカナル星オクトヘル大学にある賭博研究部についての情じよう報ほうをください」

「認にん識しきコード確かく認にん不良。あなたのコードは登とう録ろく条件に矛む盾じゆんがあります。エキドナを使し役えきする使命は凍とう結けつされています。権利は継けい続ぞく中です。さらに生体波に混乱が生じています」

「じゃあ権利を使役します。お願いします」

「──了りよう解かいしました」

　エキドナ宮の管理コンピューターは一いつ瞬しゆんの間を空け、了りよう承しようした。帝てい国こくの技術の粋すいを集めた管理コンピューターが決断するのにかかる時間が、アーシスの識しき閾いきを越こえることは滅めつ多たにない。

「転てん送そうしますか」

「モニターにお願いします」

　すぐさまモニターに情報が映うつしだされる。高知は細かい字を懸けん命めいに追った。賭博研究部が学祭で発表した内容らしい。

　賭博研究部は自分たちが賭博をする為ではなく、賭博による経済活動を調査するという、至いたって真ま面じ目めでつまらない活動をしていた。さすがは経済学部生だ。

　高知は目を細めた。あった。彼らが研究している賭博に、クルーサレースも対たい象しようとして入っていた。

（クルーサレースは賭博レースなんだ……）

「すみません、オクトヘル近きん郊こうで行われている遺い跡せき発はつ掘くつについての情報をください」

「了承しました」

　トッシュカニカナル星は帝国の中でも過か疎そ地ち域いきで、無む名めいの星だが、エキドナ宮はすぐに情報を寄よ越こした。オクトヘルで警察のコンピューターに調書を出してもらうより正確で素す早ばやいだろう。

　学術惑星ヘルムニアにあるユンガジツガ大学の考古学チームが、帝国以前の入にゆう植しよくコロニーを発掘していた。地図で場所を確たしかめると、ピグブリッジ近くの岩場だ。ピグブリッジ──クルーサレースが行われている場所である。

（やった！）

　高知は思わず拳こぶしを握にぎりしめた。カタニカ・ルチンはレースは観かん戦せんしていないが、近くにはいたのだ。では、サンワも可能性はある。

（あの写真だ）

　あの廃はい墟きよがピグブリッジの近くにあるとすれば、これで完かん璧ぺきだ。確かめなければ。高知は給湯室を飛びだした。

（じゃあ、トッシュカニカナルに戻ったら、まずクルーサレースの会場に行ってみて、それから開かい催さい者しやに聞きこみにいって、不ふ審しん者しやの情報を集めて。ああ、まずケイマリリに会いにいかなくちゃ！）

　市松模も様ようの美しい広い廊ろう下かを脇わき目めもふらずに走り、何度も角を曲がり、どこかで見たような大扉の前まで来る。その扉を押し開いて中に入り、殺さつ風ぷう景けいな部屋を真っ直すぐに進んで奥の壁に体を密みつ着ちやくさせると、そのまま緩ゆるやかな抵てい抗こうとともにごろりと転がった。そして、やっぱりどこかで見たことのある暗い部屋へと出る。

　周囲は緞どん帳ちようで覆おおわれ、光る模も様ようが床に浮かんでいる。高知は模様に這はい寄よろうとして、ようやく我に返った。

「え……？　こ、ここは？」

　なぜ自分がこんなところに来たのかまったく分からず、動どう揺ようする。なんの迷まよいもなく自分がここに来たのは覚えているが、まるで自分のことでないようだ。

　ここがどこだか、なぜここに来たのか分からないし、大体皇宮を勝手にうろつけるなんていうところからしておかしい。

（ぼくはエキドナ宮と交信して……どうやって？　そんな許きよ可かもらってないのに。なんか悪い電でん波ぱでも交信したとか!?）

「よう、グオの旦だん那な」

　誰だれもいないと思っていた場所で声をかけられ、高知は飛び上がった。振り返ると、足下に小さな黒い影かげが、三つの赤い目を爛らん々らんと光らせて彼を仰あおいでいた。二つの耳がネズミに見えたが、毛もないし顔かたちも判はん然ぜんとしないし、体は闇やみが渦うず巻まいて、おまけに尻尾しつぽが長すぎた。コードのように長い尻尾は緞帳の奥まで伸びている。大体、声を発するところからして、ネズミではない。高知の記き憶おくにはない人種だ。

「二十三番か。どうした、魔法が怖こわくて尻尾を巻いていたんじゃないのか」

　言葉が勝手に口から飛びだして、高知は仰ぎよう天てんして口を手で塞ふさいだ。闇で作られたネズミは赤い目を細めてケタケタ笑った。

「手伝えっていうから、さっきからエキドナを騙だましてやってたのに、この言いぐさ！　あんたがエキドナに戻ってこれたから、尻尾伸ばして見にきたのよ。なんでえ、転てん移い装そう置ちだったのか」

　闇ネズミがしげしげと四つ葉型の模も様ようを眺ながめる。高知は危あぶないと声をかけようとして、思いとどまった。それが危き険けんなものだと知っている。そして、闇ネズミには危険はないことを知っている。だが、なぜ知っているのか分からない。

　そうだ、このネズミは真の姿ではない。この相手は──

「ア……アパルシ人？」

　見たことも聞いたこともない人種なのに、答えが出てきた。闇ネズミは高知を見て、ひっくり返って笑った。

「あんた、すごいことになってるな！　どうしたんだよ、皇女の備び品ひんと融ゆう合ごうしちまって！」

「融合!?」

「転移と皇帝の通話が混こん線せんしたのかい？　あーあ、アウタ・ファバルに食われちまったな。やだねえ、アーシスが作るものなんて」

「そうか、だから皇女のそばに落ちたのだな」

　納なつ得とく顔で答える自分に、高知は大体の事じ情じようが吞のみこめてきた。これが「混線」の結果らしい。グオということは、特とく殊しゆ警けい察さつ長官ではないか。

（ま、また混線して悪い状じよう況きように……？）

　以前は通話が混線してナオシスタに踏ふみ殺されてしまったが、今度は他人と融合してしまったらしい。高知は頭がくらくらしてきた。自分と自分でない者がごちゃまぜになっている。しかも中ちゆう途と半はん端ぱに混こん濁だくしているから始し末まつが悪い。
















「あ、あの、グオ長官はアーシス……じゃなかったですよね」

「ヨガマ人さ。その耳は擬ぎ態たい映えい像ぞうだろ、解かい除じよしろよ。笑っちまうじゃねえか」

「システムが狂くるって映像が切れん」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで高知──の内部に混ざるグオが答える。普通は転移先に別の物体があっても、存そん在ざいの保ほ存ぞん則そくによって二つの存在は弾はじかれ、このように融合することはない。皇族の使用する特別な回線と混線したことが、問題だったようだ。

（そういえば、「有線」でつなぐんだよな。アウタ星のファバルとかいうので……）

　だが、融合が認識できたことで自じ我がは各人に分ぶん離りできたようだ。高知は自分の顔を撫なで回した。姿形は耳を抜ぬかして彼のままだ。変わっていたらナオシスタが黙だまってはいなかっただろう。ヨガマ人が不定形生命体でよかった。

　なぜかウサギ耳であることには大して疑問を持たず、

「あの、グオ長官？」

　天てん井じようを仰いで呼びかけてみると、高知は口元がぴりぴりするのを感じた。静せい電でん気きがまとわりつくような感じだ。そして、自分の口が勝手に開く。

「おまえのことは知っている。半日前に皇こう女じよ殿でん下かの部屋で見かけた」

「はあ……あの、この状況、元に戻もどるんですか」

「これは私の不ふ始し末まつだが、不ふ可か抗こう力りよくだ。だから私の責任ではない」

　断言するグオに、高知はムッとした。責任云うん々ぬんのことを言っているのではない。だが、指し摘てきするのも無意味だ。ヨガマ人はまず筋すじを通す性格だ、今の高知はそれを知っているのだから。

「それで、元に戻るんですか」

「それは分からない。可能性があるとすれば、もう一度この転移装置を使ってみるしかないだろう。行くぞ」

　そう言って四つ葉模様の中に足を踏み入れようとするので、高知は慌てて足に力を込めた。

「ちょ、ちょっと待ってくださいっ。ぼくはナオさまのところに戻らないとっ」

「私と融合したままでか」

「それも困るんですけど。大体これが転移装置だというのは分かりましたが、どこにつながってるんですか。やっぱりトッシュカニカナルですか」

「それは本来の目的地ではなかろう。混線したからだ」

「じゃあどこに」

「知らん」

「そんな無責任な！」

「答えはマグダ皇おう子じに聞くのだな。これはマグダ皇子が使っていたものなのだから」

「え……」

　高知はとっさに闇ネズミを見た。三つの目がにたにたと笑っている。マグダ皇子といえばナオシスタの父で元皇子だ。ではここは元皇子の部屋か。

「これは、お忍しのび用ってことですか」

「そういうことになるな」

「どちらへ？」

「だから知らん。だが、お忍びなら『戻ってくる』こともできるはずだ」

　確かにそれはそうだ。まさか行きはこっそり出て、帰りは堂々正門から、というわけはあるまい。なんにせよこのままはまずい。ナオシスタに叱しかられるのもイヤだが、

（六曜博士の研究材料にされそうな気がする……それはまったくもっていやだなあ）

「分かりました。やるなら早くしましょうっ」

「少しは利口のようだな。二十三番、バックアップしろ」

「ほいよ。今はアウタ・ファバルは目を閉じてるぜ。交こう渉しようするなら今だな」

「よし。行くぞ、備び品ひん」

　グオが四つ葉の上に足を踏み入れる。「備品」とはＲセシルにも呼ばれていないので、とても不ふ愉ゆ快かいだったが、それより高知は気になることがあった。

「あの、長官。最初はどういう理由で転てん移いをしたんですか」

「……」

「もしかして、迷まい子ごになって穴に落ちたとか……」

「誰だれがそんな子こ供どもみたいな真ま似ねを！　私はある重要な使命を負って行動しているのだ。行くぞ」

　四つ葉の一つ、グリーンの光が強まり、部屋中を照てらしだす。そして、足下の床ゆかがなくなり、高知は落下した。

「うわわわわ」

　鼻の先も見えない暗くら闇やみを落ちていく。風の抵てい抗こうがないので、臓ぞう腑ふの持ち上がる不ふ快かい感かんだけが「落ちている」ことを証しよう明めいしてくれる。

（なにも見えないけど……なにか細い管くだみたいなものを、落ちている？）

　きらりと、はるか遠えん方ぽうでなにかが光った。

「アウタ・ファバル！　私を元に戻せ！」

　グオが光に向かって怒ど鳴なる。あれがファバルか。なにか姿があるかと高知は覗のきこんだが、光が見えるだけだ。

「あ？」

　ぐにゃりとなにかに押し潰つぶされる感かん触しよくがした。ストローを潰されて押しだされるような感触だ。胸を圧あつ迫ぱくされて苦しい──のも最初だけで、すぐに痛みの感覚は遮しや断だんされる。サイボーグの体ゆえだ。

「ちょっと待て、ファバル！　私を──！」

　グオの言葉も虚むなしく、足下に光の円が現れ、高知はあっという間にその中に落ちた。

「ひゃっ」

　急に明るいところに出たので、高知は目を腕うでで庇かばった。いつの間にか床を踏みしめている。

　そこは白い靄もやがかかった世界だった。なにかが蠢うごめいているがはっきりとは見えない。転移空間から出たことは確たしかだ。ただ、本当に現実世界かどうかは──

「こ、ここは」

　高知は引きつった声を上げた。靄が割れて、そこが現実世界のなにものでもないことを知る。

　そこは浴よく場じようだった。池のように広い風ふ呂ろの真ん中に設しつらえられたあずまやに、彼は立っていた。靄は湯ゆ気げだったのだ。

　そして、風呂には当然のごとく人々がくつろいでいたが、なんの因いん果がか、数十人も人間がいるというのに全員がアーシスで、しかも妙みよう齢れいの女だったのだ。彼女たちは突とつ然ぜん現あらわれた高知を、きょとんとした顔で見つめている。髪かみの色も目の色もさまざまで、体たい軀くもばらばらだが、皆みな美しい。肉がほどよくついて、引き締しまるところは引き締まる、つまりは男好きのする容よう姿しだ。

（ち、違う。なんの因果もなにも、ここはマグダ皇子がお忍びで来ていたところなんだ！）

　アーシスで女がいっぱい、ということはハーレムか。いや、皇子が死んでから十五年が経たつ、当時のままのはずがない。同じだとすれば、ここは、

「高級娼しよう館かんか」

　高知が結論を出す前にグオが呟つぶやいた。彼は当とう惑わくもへったくれもないらしい。どちらかというと、ファバルとの交渉がうまくいかなかったことで不ふ機き嫌げんのようだ。だが、当方は十七歳さいの多た感かんなアーシスである。一いつ瞬しゆんで高知は耳みみ朶たぶまで真っ赤になった。ポスターと生身はわけが違う。

「あらあ、殿でん下かの抜け道を通ってお客さまがいらしたわあ」

　艶なまめかしい声を合図に、どっと笑いが起きる。突然の闖ちん入にゆう者しやにも動じない裸ら体たいの彼女たちに、高知はまた別の意味で頭がくらくらしてきた。サイボーグになったはずだが、こういう反応はちゃんと再生してくれたらしい。高知はのぼせながら、なんとか弁べん解かいの言葉を探した。

「あ、あの、すみません、ちょっと落ちちゃって」

「あははは、落ちちゃったって！」

「可愛かわいいイ！　久々の若い男の子よオ」

「精気を吸いたアい！」

　彼女たちは嬌きよう声せいを上げながら、わっと殺さつ到とうしてきた。口調の柔やわらかさとは裏うら腹はらに、目が爛らん々らんと輝かがやいている。

「うわあ!?」

　高知は面食らって逃げることもできなかった。脳のう裏りを「女じよ難なん」の二文字が並んだが、だからどうなるというものでもなかった。







　　　６　元もと皇こう太たい子しの穴







「おお、愛いとしの我わが姪めいよ、元気にしていたかあ！」

　部屋に入ってきた銀ぎん河が帝てい国こく皇こう帝ていウレイク・パナウラーは、胡う散さん臭くさい大おお仰ぎような身み振ぶりでナオシスタを抱き上げた。ナオシスタは迷めい惑わくそうに顔をしかめたが、抱かれたまま、

「叔お父じ上うえこそ大変お元気そうで。声が大きくなるのはお年を召めした証しよう拠こです。お気をつけなさいませ」

　そうつんけんと言い返す。ウレイクは高笑いをして彼女を下ろすと、彼女の頭をがしがしと搔かき回した。

「そう言うな、皇帝はなるべく秘ひ密みつがない方がいいのだ。だから皆みなに聞こえるように大声になってしまうのさ」

「ここにはセシルと叔父上の供ともしかいません。小さくても聞こえます」

　壁かべにずらりと並んだ供の者をナオシスタが一いち瞥べつする。そして、搔き乱された黒くろ髪かみを直しながら、

「それで、なんのご用です。私は忙いそがしいのです」

　デスクの上に積つみ上げられたチップと書しよ類るいを叩たたき、ナオシスタは憤ふん然ぜんと言った。邪じや魔まをした皇帝を怒っているのではなく、ほんの半日留る守すにしただけで再び山と化した仕事に腹を立てているのだ。

　ウレイクは気の毒そうに山を見つめ、

「それはすまなかったな。なにやらうるさいのが押しかけていて、ナオの方まで波は及きゆうしているのだ」

「オクスドクス銀河と戦争をするのですか」

　ずばり聞いてやると、一いつ瞬しゆんの間のあと、ウレイクは「はっはっは！」と陽よう気きに笑った。

「しないしない。わざわざ一月かけてオクスドクス銀河にまで行って休戦条じよう約やくを結んできたのに、なにが悲しくて戦争なんかしなくてはならないんだ。まったく、戦争好きというのは、どんなに些さ細さいなことでも理由にしようとするから嫌いやになってしまう」

「では、私も戦争などしたくないと、皆さまにお伝えくださいませ。皆、私にオクスドクスと戦えと叔父上に奏そう上じようするよう言ってくるのです」

　吞のん気きなウレイクに、ナオシスタは口を曲げて言い渡した。ウレイクは腕を組んで頷うなずきながら、

「兄上は戦争好きな方だったからねえ。最近またマグダコレクションの噂うわさもぶり返しているし。『大いなる力』の噂もそろそろ復ふつ活かつかな？」

「それでご用というのは？」

「ナオのご機き嫌げん伺うかがいじゃないか。我が姪が珍めずらしくエキドナにいると聞いて、万ばん難なんを排はいして顔を見にきたのに、おまえったらつれないなあ」

「万難を排する必要などありません、叔父上は皇帝のお仕事をしっかりなさいませ」

　でれでれと顔を緩ゆるませて頭を撫なでるウレイクに、ナオシスタは釘くぎを刺さした。そして、表ひよう情じようを変えずに、

「今朝、父上が懇こん意いにしていた貿ぼう易えき商しようが来ました」

「ほう」

「父上が注文していた品を買い取ってほしいと来たので、叔父上に言われていたとおり会ってみました」

「それで？」

「我が父マグダ皇子は叔父上に殺されたそうです」

　淡たん々たんと告げるナオシスタ。二人はじっと見つめあった。壁かべ際ぎわに並んだ供の者たちは表情を変えないが、聞き耳を立てているのは明らかであった。ナオシスタの後ろに控ひかえるＲセシルだけが、彼女たちの話をはなから無む視しして、書類の山をてきぱきと捨てている。

　数秒後、ウレイクは指を折って数え、

「となると、俺おれは十一の時に兄上暗殺を企くわだてたということか。それはまた随ずい分ぶん甲か斐い性しようのある子供だな！」

「私は気分が悪くなりました。もちろん、叔父上を陥おとしいれようとする輩やからを潰つぶす手伝いをするのはやぶさかではないのですが」

　後半はナオシスタは視し線せんを逸そらして、多少もじもじしながら言った。

「私は叔父上に、ずっと元気で、皇帝でいてほしいのです。叔父上の政せい策さくには大賛成です。私も戦争は嫌いです」

　つかえつかえ、言葉を選びながら伝えるナオシスタに、ウレイクは目を細めてほほえんだ。そして、ほんのり赤く染そまった姪の頰ほおに口づける。

「ありがとう、ナオシスタ。とても頼たのもしい味方がこんな近くにいるとは知らなかったよ」

「それは叔父上が怠たい慢まんだから気づかないのです。分かったのなら、とっとと執しつ務む室しつへお戻りなさいませ」

「やれやれ、息抜ぬきもできないか」

　ウレイクは肩かたをすくめ、怒っているのか照れているのか分からない膨ふくれっ面つらのナオシスタの頰を撫なでると、部屋を出ていこうとした。供の者たちが壁から離れかけたところで、皇帝は振り返り、

「それで、その貿易商はどうした？」

「牢ろうに放ほうりこみました。叔父上のお好きなように」

「ふむ。十五年も経たって今ごろ顔を出したというのも、間抜けな話だな」

「どこか遠い銀河に買いつけに行っていたと申しておりました。方便だと思いますけど」

「そうかな？　兄上は異い国こく趣しゆ味みがあったからな。ふむ、少し調べてみるか。なにかおもしろいものがあったら、ナオに買ってやろうか」

「いいからさっさとお帰りなさいませ」

　腕を組んで思し案あんするウレイクに、ナオシスタは苛いら立だたしげに言い渡した。皇帝はにやにやと意地の悪い笑えみを浮うかべ、顎あごを撫なでながら、

「まったくつれないなあ。それとも、なにかお楽しみが待っているのかな？」

　ウレイクの指し摘てきに、ナオシスタは誰だれが見ても分かるほど動どう揺ようした。先ほどとは別に顔を紅こう潮ちようさせ、視線を部屋のあちこちにさまよわせながら、

「な、なにを仰おつしやっているのか、私には分かりませぬ」

「六ろく曜よう博士になにやら新しいおもちゃを作ってもらったそうじゃないか。ずいぶん気に入っているようだなあ」

「あ、あれは！　あれは、私に一応、生しよう涯がい面めん倒どうを見る責任があるから……」

　後半はごにょごにょと口の中に消えてしまう。自分でなにを言っているのか分からないといった当とう惑わく顔がおだ。ウレイクは手を振ふった。

「違う違う、ナオの好きなようにしていいんだ。俺にもナオにも息抜きが必要だもの。それに、六曜博士がそのおもちゃにかかり切りだから、皆が胸を撫で下ろしておるのだ。皇宮にもいいことだ、エキドナも歓かん迎げいしておる。その六曜博士は今日はどうした？」

「休きゆう憩けい中ちゆうです」

「ほらみろ、六曜博士がいないから、今日はここへの供が二十人もいる。皆にとっては安あん息そくだが、ここに癒いやされにきている俺には不幸だったよ。じゃあな、危き険けんなことはあまりしないでおくれよ」

　六曜博士を魔ま除よけ扱あつかいしてそう言うと、ウレイクは手をぴらぴらさせて部屋を出ていった。二十人の供たちもそのあとに続く。ナオシスタは仏ぶつ頂ちよう面づらで、その後ろ姿を見送った。
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「……」

「……」

　誰かが話をしている。優やさしい声だ。それに温かい。ぬるい海に浸ひたっているような心ここ地ちよさだ。

（ああ、気持ちがいい……）

「さあ、起きなさい。もう帰る時間よ」

　うとうとしていた高たか知ちは、その凜りんとした声で目を覚さました。

「ここは……」

　目を覚ましても、まだ次の夢ゆめの中にいるような錯さつ覚かくがした。そこは白の世界だった。壁も白、床ゆかも白、天てん井じようも白、置いてある調ちよう度ども真っ白で、金具さえ白いエナメル調だ。彼が寝ねながら座すわっていた椅い子すも白一色である。窓まどにかかるカーテンも薄うす手での白だったが、その向こうに色とりどりの光が見えて、そこだけがひどく現実感があった。

　その窓を背にして高知と向かいあって座るのは、アーシスの女──おそらくアーシスであろう、腕うでに鳥の翼つばさが結ゆう合ごうしているが。純白の翼のエクステンションだ。

　若いとも老ふけているともつかない、年ねん齢れい不ふ詳しようの美女だった。やはり髪かみも白く、肌はだも病的なまでに白い。血管が通っていないのかと疑うたがってしまう。その中で厚めのぽったりした唇くちびるだけが異様に赤い。豊ほう満まんな体を包むのは白の薄うす衣ぎぬで、形のいい乳ち房ぶさに目のやりどころがなくて、高知はうつむいた。

　女がゆっくりと唇を開く。

「失礼しましたね。まさかお使者とは思わなかったので、娘たちがひどいことをしたようで」

「え……？」

「証しよう明めい書しよがあったのでエキドナ宮に問いあわせましたよ。あなたはナオシスタ皇女の使者で間ま違ちがいありませんね」

「は、はいっ」

　高知はとっさに同意した。こんなところで「正しくは備び品ひんです」と訂てい正せいする必要もなかろう。だが、使者とはどういうことだ。

　そのとき、脳のう裏りに「二十三番」という字が浮かんだ。今のはグオが教えてくれたのだ。アパルシ人二十三番が彼女の問いあわせに対応し、うまくごまかしてくれたらしい。やれやれだ。

「あなたは？」

「私はこの館やかたのあるじ、白の桜です。あなたが会いたいと望んだハチミツの雫しずくは三年前に引退して、私が引き継ついでいます」

　白の桜はほほえんで答える。だが、目は笑っていない。彼女は翼を優ゆう雅がにひらめかすと、

「話にはわたくしが答えられるだけ答えましょう。さあ、お話はなあに？」

「それは──」

　高知は動どう揺ようを隠かくしながら必死に考えた。「ナオシスタの使いでここに来た」という設定なら、やはりマグダ皇おう子じについて聞くのが自然か。だが、彼はマグダ皇子を知らない。彼が二歳のときに死んでしまったのだから。ハチミツの雫とは当時のあるじか。

　白の桜が高知を見つめる。高知はどぎまぎして拳こぶしを握にぎりしめた。威い圧あつ的てきな女だ。これくらいでなければ高級娼しよう館かんのあるじなど務つとまらないのだろう。

　すぐに、口元がむずがゆい感触がした。この感触はグオが体の主しゆ導どう権けんを握ろうとしている前ぜん兆ちようだ。なんとなく分かってきた。

「あ、あの……！」

　高知は立ち上がった。必死に、もたつかないよう焦あせりながら、
















「ナオシスタさまは、最近、マグダ皇子の面おも影かげを追う人たちにつきまとわれてて、まいっているんです。それで、父上のことを嫌きらいになりそうだと言って……マグダ皇子という方は、一体どんな方だったんですか」

　白の桜は表情を変えず、曖あい昧まいな微び笑しようを浮かべたまま両の翼を静かに畳たたんだ。威圧感が薄うすれ、高知はそっと息をつく。

「マグダ皇子が我が館のお得とく意いさまであったことを、皇こう女じよさまはご存じなのですね」

「まあ、それは……あの、ここはどこなんですか。オリシス星なんですか」

「まあ、そんなことも知らずに来たなんて」

　白の桜が「ほほほ」と翼で口元を隠して笑う。高知は耳みみ朶たぶまで紅こう潮ちようした。

「転てん移い装そう置ちがどこにつながっているか知らなかったまでだ──です」

　グオが嘴くちばしを容いれた。要よう領りようの悪い高知に焦じれったくなったらしい。

「ほほほ、ここは悪名高きリスコの第一歓かん楽らく街がいです。帝てい国こくの元皇太子さまが通うには、少々下げ賤せんなところかしら。でも、この町ではいちばん上等な館ですのよ」

　リスコといえば、ムバハバモナ星系第二惑わく星せいの衛えい星せいで、高知でも知っている星だ。衛星全体が歓楽街で覆おおい尽つくされているが、白の桜が言うとおり安っぽいイメージが常につきまとう。とても皇子が出入りする場所ではない。

　だが、だからこそマグダ皇子は選んだのだろうと、納なつ得とくもできる。お忍しのびなのだから。因ちなみに本惑星の方には、「清らかな鐘かねの鳴る星」という異い称しようがあるくらい、葬そう儀ぎ重じゆう視しの宗教団体がひしめいている。

「マグダ皇子は、戦うのが好きなお方でした」

　白の桜が語りだす。どうやら高知の質しつ問もんを認みとめてくれたらしい。

「ここに来ても、いつだって戦争のお話ばかり。ある種の殿との方がたは、戦わないと自分の価か値ちを見いだせないものなのです。戦っていないと不安で不安でしかたがない人種なのですよ。あなたには分かるかしら？」

「いえ。分かりません」

　高知はきっぱりと断言した。戦争なんか嫌きらいだ。戦争は貧まずしくなる。貧しさはいろいろなものを失わせる。その陰かげで誰かが儲もうけるという図が嫌いだ。

　白の桜がほほえんだ。その目に初めて柔やわらかい光が宿った。

「そういう人もいるのよ。特にアーシスの男は、不安を抱かかえていられるほど強くはないから。なんとかしようと足あ搔がく。足搔いてもどうにもならないのに」

「……」

「マグダ皇子には異母兄弟が何十人といて、とても不安だったのでしょうね。彼は『長兄だから皇太子になれただけだ』と口くち癖ぐせのように言っておられました。誰からも『彼が皇太子でなければ困る』と言ってほしかったのでしょう。彼は頑がん張ばって、なんとか自分が帝国に必要だと思わせることができたけど、でも死んでしまった。可哀かわい相そうな人。戦争の道具を作って、その道具に殺されてしまったのね。でも、戦争の道具は誰かを殺す為ためにあるのだから、当然の結果ね」

　どこか心あらずといった物もの憂うげな仕し草ぐさで頰ほお杖づえをつき、白の桜は呟つぶやいた。もしかしたら彼女こそ皇子が通っていた相手なのかもしれない。

「マグダ皇子が亡なくなられたあと、後宮が襲おそわれて、大おお勢ぜいの皇子さま皇女さまが亡くなって……なぜウレイク皇子が今皇帝なのかしら。彼は二十八番目だったのに」

「皇帝陛へい下かがマグダ皇子を暗殺したと言われているが、それはあり得ない。彼はそのころ市し井せいにいた」

「ええ、分かっているわ。誰も気にかけもしなかった存在だもの。おかげで古い派は閥ばつに取りこまれなくてよかったこと」

　グオの指し摘てきに投げやりに白の桜は答えた。彼女はウレイク皇帝には興きよう味みがないらしい。

「マグダ皇子が本当は誰かに殺されていたとしても、もちろんわたくしたちはなにも知りませんわ。亡くなられるころには、殿でん下かの足はここからすっかり遠のいておりましたもの」

「女遊びより戦争の方が好きになったか」

「そうですわね。あと、『美しいアーシスの女は飽あきた』と仰おつしやってましたわ」

　ころころと白の桜は笑う。高知は意味が分からず当惑した。

「殿でん下かの舶はく来らい趣しゆ味みは昔からでしたけど、あちらのご趣味もとうとうきたのかと、わたくしたち呆あきれておりましたのよ。ほほほ、ええ、どのようなご趣味があってもよろしいのですよ。ただ、わたくしたちから遠のいてしまったという点で、恨うらめしかったのですわ」

「アーシス至し上じよう主しゆ義ぎの大元だったお方がか？」

「それは周りに担かつぎ上げられていただけですもの。本性は異い人じん種しゆを愛めでておられましたわ。まあ、同じ人間というよりは、愛あい玩がん動物でも見るかのようでしたけれど。美しい異人種の女たちを集めて、研究所に侍はべらせていたそうですよ。ほほほ、その性せい癖へきを嫌きらった誰かに狙ねらわれたのかもしれませんわね。もちろん、事じ故こは事故ですわ。奥方さまとの仲についての噂うわさはご存じ？」

　高知は首を横に振ふった。白の桜は凝ぎよう然ぜんと彼を見つめ、

「ナオシスタ殿下が戦争をお嫌いなら、お父上もお嫌いになるといいわ。彼女は女だから、不安を抱えて生きていける」

「……それは、伝えないでおきます」

　小声で高知が言い返すと、白の桜は少女のように笑った。返事が予想どおりだったと言わんばかりだった。

「最後に聞きたいが」

　グオが再度口を挟はさんだ。その途と端たん、白の桜から表ひよう情じようが消え、嫣えん然ぜんたる営業スマイルに戻る。まるで高知の中に二人の人間がいることを承しよう知ちしているような切り替わりだ。

「私より先に、アーシスの男があの抜け道を通ってこなかったか」

「いいえ。あのあずまやはマグダ殿下がお作りになられたもの。殿下がお亡くなりになられてからは、誰も使いはしなかったわ」

「……責められても困る」

「かまわないわ、ナオシスタ殿下はマグダ殿下のお嬢じようさまなのだから。でも、そのアーシスの男は何者なのかしら」

「ただの貿ぼう易えき商しようだ」

「！」

　高知は思わず驚おどろき、慌あわてて表情をとりつくろった。

「ただの貿易商」でマグダ皇子に関係するといえば、あの男だろう。

（牢ろうから逃げたんだ。だから皇帝の側そつ近きんであるグオ長官が追っているんだ！）

　これでようやく納得がいった。どうりで長官は早く追いたがっているはずだ。

「今の話は忘れてくれ。すぐエキドナに戻もどりたいのだが、帰り道を使わせてもらえるか」

「ええ、もちろん」

　白の桜が立ち上がった。そして、指し紋もん一つついてない、病的なまでに白い壁に触ふれると、そこに四つ葉の模も様ようが一つ浮うかび上がった。グリーンの光だ。

「さあ、どうぞ」

「ありがとうございます」

　グオが口を開く前に、高知は丁てい重ちように礼を述のべた。白の桜は少女のように首を傾かしげた。

「不思議な子ね。まるで二人の人間が中にいて、交こう互ごに喋しやべっているよう」

「そ、そんなことは」

「自分を大事になさい。アーシスはなろうとする人間にいつかはなれてしまうものよ。そして、二度と元には戻らない。マグダ皇子のように」

「皇子がどうかしたのか」

　グオの言葉に白の桜はついと視し線せんを逸そらした。だが、自ら切りだした話を引っこめる様よう子すもなく、続ける。

「マグダ皇子は人が変わってしまったわ。初めてお会いしたときはまだ少年のようで、すでに皇太子であったけれども、あんなに怯おびえてはいなかった。大人になるにつれて彼はとても臆おく病びようになって、戦うことに躍やつ起きになって。大人になるというのは臆病になるということなのね。だったら、あなたは少年のままでいてほしいわ。そして、皇女殿下にも」

　最後はどきりとする発言で締しめくくり、白の桜は口をつぐんだ。高知はなにも返す言葉がなかった。




　それから数秒のち、高知とグオは再び──グオにとっては三たび、マグダ皇子の秘ひ密みつの部屋へと戻っていた。そこにはまだアパルシ人の二十三番がうずくまっていて、彼らを見るなり、

「あれまあ、失敗したのかい」

「アウタ・ファバルは強ごう情じようだ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらでグオは答えた。高知もため息をつく。帰り道もアウタ・ファバルに声をかけたのだが、まったくもって無む視しされたのだ。

「で、どうするよ」

「むろん、もう一度行く。次はブルーだ」

「え？　色によって行き先は別なんですか？」

「そうだ」

「でも、融ゆう合ごうしたときに使った道以外でもいいんですか？」

「それは分からん。だが、その考こう察さつは無意味だ」

「？」

「最初に使った道がどれか記き憶おくにないのだ。ファバルに食われたとしか思えない。だから総そう当あたりするしかない」

「えええええ！」

　淡たん々たんと告げるグオに高知は仰ぎよう天てんした。自信に満ち溢あふれた態たい度どで扉とびらを踏ふむから、あまり心配していなかったのに！　記憶にないなどと言っているが、要は忘れたのであろう。

「せめてどこにつながってるか、なにか記録を探してからにしませんか」

「うんうん、俺おれがエキドナをヒイヒイ言わせてる今なら、なんだって探せちゃうぜ」

「時間が惜おしい。行くぞ、備び品ひん」

　高知に有う無むを言わせずグオは転てん移い装そう置ちに踏みこんだ。彼の頭には高知が運命共同体などという考えは思い浮かびもしないらしい。体の支配権を完全に奪うばわれている。

「もうちょっとぼくの意見も聞いてください！」

　と主張したときには、すでに四つ葉模様の一つが光を放った。床ゆかが消失して、またもや穴に落ちる。

「うわああああ」

　鼻をつままれても分からぬ闇やみ夜よの中、彼らは奈な落らくを落ち続けていった。またもやはるかな遠方に光るものが出現する。

「アウタ・ファバル！　いい加か減げんにしろ！」

　グオが怒ど鳴なると、暗闇の世界が捻ねじれた──ような感かん触しよくがした。腹の辺りが圧あつ迫ぱくされ、高知は呻うめく。

　アウタ・ファバルが寝ね返がえりを打ったのだ。そう気づくと同時に、アウタ・ファバルはあの光と同様はるか遠くにいるわけではないと悟さとった。

　彼らを包むこの暗くら闇やみすべてがアウタ・ファバルなのだ。彼らはアウタ・ファバルの体内を通って空間を移動しているのだ。

「起きたか？」

　グオの声にわずかに喜びが混じった。と思った途と端たん、足下が光り、彼らは現実世界に放ほうりだされていた。ほんのわずか出口が中空に浮いていた為ため、ごろんと転がってしまう。

「あいたた……」

「くそっ、あと少しだったのに！」

　腹立たしげにグオが罵ののしった。そんな下げ世せ話わな態たい度どを取るとは思っていなかったので、高知は驚おどろいた。そして、ヨガマ人もアーシスと同じ感情の揺ゆれを持っているのだと知って、少し安心した。

「それで、ここは……」

　高知は周囲を確かく認にんして、息を吞のんだ。グオが声を上げる。

「な──なんだ、ここは……!?」




　　　　※




　銀河でもっとも美しい種族の一つと称たたえられるサカンダール人は、原則的に夢ゆめを見ない。彼女たちにとって眠りは体の休眠であって、思し考こう中ちゆう枢すう体たいは動き続けている。眠りながら目覚めている状じよう態たいだ。アーシスのような記憶を整理する段だん階かいを踏むこともないので、夢を見ない。

　彼女たちが「悪夢」と呼ぶのは、記憶の逆流だ。衝しよう撃げき的てきな記憶は、記憶を格かく納のうする倉庫から飛びだし、目覚めている思考中枢体を迷めい走そうする。結果、脳内では何度もそれを体たい験けんすることになる。「悪夢の方がまだマシだ」とは、サカンダール人の言葉だ。悪夢は所しよ詮せん夢で、起きれば逃のがれることができる。だが、自分の脳から逃げることはできない。

　そこで彼女たちが編あみだしたのは、思考中枢体の休眠である。完全に休んでしまうと生命活動の維い持じもできなくなるので、繭まゆ状じようの白い物質を吐はきだし、それに維い持じ活かつ動どうを代行させる。そして、その中に潜もぐって寝てしまうのだ。

　サカンダールの王族で帝国犯はん罪ざい捜そう査さ局きよく訓くん練れん生せいのケイマリリもまた、繭に包まれて完全なる眠りについていた。だが、繭の機き能のうにも限りがある、倒れてから三日目、最初は厚い衣で中の様子も見えなかったが、次し第だいに薄うすくなっていって、彼女の姿が徐じよ々じよに見えていった。

　胴どう部ぶを銀白の毛に包まれ、頭部に一対ついの触しよつ角かく、背に虹にじ色いろにきらめく六枚の羽を持つサカンダール人。生命活動をしていないせいで、まるで美しい陶とう器きの人形だった。

　そして、ついに繭がすべて溶とけてしまうと、彼女は目を開けたのである。

　宝石のような二つのまなざしが病室をさまよい、自分を見下ろす彼のもとで止まった。

「……」

　虹のようにきらめく六枚の羽がゆっくりと伸のばされ、そして折り畳たたまれる。

「私が誰だれだか覚えているな」

　ベッドに横たわったままケイマリリが頷うなずいた。彼はテレサ人帝国捜そう査さ局きよく捜そう査さ官かん、つまり彼女たちの先せん輩ぱいであり教官である。

　三日前に会ったときの錯さく乱らんした娘とは別人だ。と、教官は考えた。三日前、彼女はことさら冷れい然ぜんとした口調で事件を説明する間、頭を振り乱し、始終うつむき、美しい容よう姿しに似つかわしくない野太い声で吼ほえ続けていた。悪あく魔まと獣けものと人が混じりあわないで一つの体に同居している混乱ぶりだった。

　だが、今は静かだ。

「もう大だい丈じよう夫ぶか」

「はい」

「なにか思いだしたことは」

「……いえ」

　慎しん重ちようにケイマリリは答える。

　三日前、研修で連続殺人事件を捜査していたケイマリリとバーニーズは、何者かに襲おそわれた。ケイマリリは殴なぐられて気絶しただけですんだが、バーニーズは首を食いちぎられていた。連続殺人事件と同じ手口だった。

　教官はなぜケイマリリは助かったのか、最初の調書を取るときその点を執しつ拗ように尋たずねた。犯はん人にんはヒューマノイド型を狙ねらっている、ケイマリリもヒューマノイド型だ。なのに、彼女には食しよく指しが動かなかったらしい。

　その違いは一体なにか。それが分かれば犯人にぐっと近づくはずだ。

　だが、ケイマリリは覚えていなかった。まず犯人は彼女を襲ったのだ。だから、彼女はバーニーズが殺されるシーンを見ていない。

「君の研修は中ちゆう断だんになった。退院の許きよ可かが出たら学校に戻り、申しん請せいして再さい履り修しゆうしたまえ」

　彼の言葉にケイマリリが顔色を変えた。また錯乱するのかと教官は少し身み構がまえたが、彼女は首を振って、自分を宥なだめるように、

「待ってください、私に続きをやらせてください。こんな中ちゆう途と半はん端ぱはいやです。ここでの単位は取れなくてもかまいません」

「被ひ害がい者しやが加害者を捜査することは規定で禁きんじられている。すでに捜査は後こう任にん者しやに引き継がれている」

　容よう赦しやない彼の言葉にケイマリリはうなだれた。抜けるように白い襟えり足あしだ。これに多くの男はやられる。異種族もだ。いや、彼女たちの同族の男は存そん在ざいしないに等しい。「オス」と呼ばれる知性を持たない生物が、繁はん殖しよくの為ためにいるだけだ。

　そう、この襟足にやられる者には恐おそろしい結けつ末まつが待っている。それを皆みな分かっているから、誰も彼女と恋しようなどと考えない。あの引き継つぎで来た訓練生は違ったようだが。

「誰が、後任者に？　捜査局に捜査権は移ったんですか」

「いや、訓練校のままだ。千ぜん高知訓練生とナオ・イエリ訓練生だ」

「高知が？」

　ケイマリリが不ふ思し議ぎそうに呟つぶやく。

「彼は課か程てい４を終わらせていたはずです」

「彼は付き添そいだ。イエリ訓練生は特とく殊しゆ警けい察さつからねじこまれたサイボーグだ。おそらく新型の記録を取りたいのだろう。うちの捜査権も特殊警察に移ったということだな」

　教官はなるべく感情を消して伝えたつもりだが、やはり卑ひ屈くつな色が混まじってしまったのだろう、ケイマリリは当とう惑わくした表ひよう情じようで彼を見返した。サカンダール人なのに「表情」はすでにアーシスと同じものだ。サカンダール人本来の感情表現はもっと違うものだったであろうに。

　かく考える教官自身、テレサ人本来のボディランゲージなど何代も前に失い、帝国標ひよう準じゆんたるアーシス様式になっている。特にヒューマノイド型は染そまりやすい。固こ有ゆう文化の消失、固有文明の汚お染せんは止まらない。文化保ほ護ご法ほうも存在するが、アーシスに都合の悪いものは排はい除じよされてしまうのが常つねだ。

　このサカンダールの姫ひめもいろいろな文化保護法の対たい象しようになっているのだろう。当人は立りつ派ぱに帝国人であって、もはやサカンダール人ではないのに。

「千高知訓練生は君にとても会いたがっている。心配していた」

　話題を変えると、ケイマリリはほほえんだ。嬉うれしいのだろうが、息苦しい寂さびしさが垣かい間ま見えてしまうのはしかたない。

「高知は──彼は、大事な友だちです。サカンダール人の習しゆう性せいを知っても、彼だけが以前と同じように接してくれましたから」

「そうだろうな」

　思わず教官は呟つぶやいた。ケイマリリがなにか問いたそうな視し線せんを向けたので、

「彼には連れん絡らくを入れてある。顔を見せて安心させてやれ」

「……彼には、会いたくないです」

　ケイマリリがベッドの柵さくを握にぎりしめた。

「大事な友だちではないか」

「バーニーズも大事な友だちでした。あのクラスで『女』は私たち二人きりでしたから」

　そう答えてケイマリリは再びうつむく。二種類以上に性が分かれている種族は、帝国内でも二割弱だ。一クラスの人数からいって妥だ当とうな数だろう。

　千高知とバーニーズの共通点は「アーシス」だ。

　教官は首から下さげた自分の携けい帯たい端たん末まつを握にぎった。

「分かった、千高知訓練生には訂てい正せいの連れん絡らくを入れる。イエリ訓練生には会え」

「……はい」

　ケイマリリは彼の顔を見ずに頷うなずいた。







　　　７　真しん打うちのお導みちびき







「こ、ここは……？」

　高たか知ちは呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。また娼しよう館かんだったらどうしようと身み構がまえていたのは確たしかだ。すぐに逃げられる準じゆん備びもしていた。

　だが、彼らの目の前に今広がるのは、無数のクレーターが穿うがたれた茫ぼう漠ばくたる荒こう野やだった。まるで大気がないかのように、暗い星空とまばゆい光を放つ太陽、そして、天の三分の一を覆おおう巨きよ大だいな紫むらさきの太陽が同時に見える。

（大気が薄うすい？　でも、普ふ通つうに呼吸できるし……）

　そう考えてから、そういえば自分はサイボーグで多少の酸さん欠けつは平気だったと思いだす。ベースは生体機き械かいなのだから、それなりに生物が生きていける環かん境きようでなくてはならないだろうが。

（太陽が二つ……いや、これは惑わく星せいだな。少し欠けている）

　高知は頭上の星を仰あおいだ。重く、まるで今にも落ちてきそうなほど大きくて近い。オオムラサキチョウの羽はねのような色しき彩さいだ。光を発しているが、それはさらに遠くで輝かがやく太陽恒こう星せいの光を照らしているだけだろう。完全な球体でないのは満ち欠けしている証あかしだ。

　この星は紫の惑星の連星、もしくは衛えい星せいだ。見渡す限りはクレーター大地が広がるだけで、人ひと影かげどころか草木一本見当たらない。そんな星は別段不ふ思し議ぎでもないし、そうでない星の方が希き少しようだ。

　だが、帝てい国こくの元もと皇こう太たい子しが通っていた場所としては、あまりにもなにもなさすぎるのではないか。だからこそグオ長官も驚おどろいたのだろう。

「まさか、ここは……」

　グオが愕がく然ぜんと呟いた。その響ひびきに恐きよう怖ふを感じとり、高知は一気に不安になった。長官はここがどこだか知っている？

「グオ長官、ここは──」

「うおっ！」

　高知の声を遮さえぎって、グオが絶ぜつ叫きようした。本来のヨガマ人ならば、驚いたときに「声を上げて騒さわぐ」という行動規き範はんはない。今は高知と融ゆう合ごうしている為、感情表現がアーシスに準じゆん拠きよしているのだ。

　グオの卒そつ倒とうしそうな悲ひ鳴めいに高知は飛び上がった。心臓がばくばくと高鳴り、すぐに消えてなくなる。体に負ふ荷かがかからないよう、非日常刺し激げきを受けると感情デバイスが遮しや断だんされるシステムが作動したらしい。それほどグオが驚いたということだ。

「ななななにかあったんですかっ」

「奴やつらが来る！」

　最初に会ったときの、誰だれをも見下すような冷れい然ぜんとした態たい度どはどこへやら、プライドもなにもかもかなぐり捨てて、グオは叫さけんだ。彼は心底恐怖している。

「奴ら？」

　高知は辺りを見回した。グオの衝しよう動どうが体を丸めてうずくまろうとするが、それを抑おさえて見る。グオが嫌いやがった方角に目を凝こらす。

　果たして、はるか地平線がきらりと光ったかと、それが弧こに沿そって広がった。一いつ瞬しゆん、夜明けが来たのかと錯さつ覚かくしたが、違った。

「……海？」

　海だ。きらきらとまばゆい光を放って、波が押し寄せてくる。白い波は濤とうを立て、海がえらい勢いでこちらへと迫せまってくるのだ。

「満ち潮しおかな？」

　イメージの中の満ち潮に比べ随ずい分ぶんスピードが違うが、始めはそんな印象だった。クレーターだらけとはいえ傾けい斜しやがほとんどないので、こんなにも広大な面めん積せきを満ち引きするのかと考えた。

　が、よく考えるとおかしい。海がこの衛星に存在するのだろうか。惑星照だけであんなに輝くものだろうか。そして、クレーターの縁ふちにぶつかって上がる白い波濤は、妙みように粒つぶ々つぶしている。なにかがおかしい。絶ぜつ対たいおかしい。普通の海の波ではない。

　見る見るうちに汀てい線せんは高知たちへと迫ってきた。まるで意い志しがあるかのように、横に広がっていた波が彼ら目がけて殺さつ到とうしてきて──

「ええ!?」

　高知は目を剝むいた。おかしいのも道どう理り、その海は海でなく、その波は波でなく、実体は丸い頭にひょろりと短たん冊ざく状じようの体を持つ白いヒューマノイド型、六ろく曜よう博士と同じデルペカ星人の無数の集まりだったのだ。

「……」

　高知は呆あつ気けに取られた。波濤と思っていたものは、デルペカ人が天に高く飛ばされているさまだった。満ち潮だと思ったものは、デルペカ人が団体で移動しているさまだった。固体生命体のはずだが、彼らはまるで一つの液体のようにふるまい、流れるように迫せまってくる。その数は百二百どころではない。一万、十万、下へ手たをしたら一千万規き模ぼかもしれない。

「な、なんでここに、六曜博士がいっぱい……？」

　つまり、ここはデルペカ星ということだろうか。あまりにも衝しよう撃げき的てきな絵に高知は体が動かなかった。ぽーん、ぽーん、と天に飛ばされては海に戻って混まじるデルペカ人に思わず見入ってしまう。実に楽しそうだ。

　もしかしたら彼ら流の波乗りなのかもしれない。そんなしようもないことを考えているうちに、あっという間に波は高知の目もく前ぜんまで迫った。そこへ来てようやく我われに返ったのか、それとも本能だったのか、グオが海に背を向けて走りだした。必死に逃げるが、間に合わない。

　どっぱーん！　と景けい気きのいい波の音そっくりの音とともに、高知たちは吞のみこまれた。

（うわああああああ！）

　デルペカ人の群むれの中を、転がり、ぶつかり、揉もみくちゃにされながら、高知たちもまた流されていく。これが海でなくてなんであろうというぐらい、海で溺おぼれている状じよう態たいなのだが、周囲にあるのは液体でなくデルペカ人だ。液体に感じられるのは、彼らの体が異い様ようなまでに柔らかいからであろう。水は結けつ構こう固かたい。

　ゼリー状のデルペカ人たちはわあわあ騒さわいでいた。外からはまるで声なんか聞こえなかったのに、全員が全員、なにかをしきりに話している。だが、アーシスの言葉ではなかったのでまったく聞き取れなかった。

　誰も彼もが大音声なので、頭がぐらぐらしてくる。なにか考えようとするが、デルペカ人の声が邪じや魔まで思し考こうすることができない。うるさすぎる。自分の思考回路の中にデルペカ人のわあわあという声が入りこんで、まるで脳を彼らに乗っ取られたようだ。

（やめろ。やめてくれ。おかしくなりそうだ……！）

　ここにいては危き険けんだ。海で溺おぼれるように、デルペカ人に溺れてしまう。上も下も分からず、右も左も判はん断だんできない。ここになぜいるのか思いだせない、助けを求めることも苦しい。なにも考えられなくなってしまう……！

「おう、高知ではないか」

　あともう少しで溺れ死ぬところで、地じ獄ごくで仏、よく聞き知った言葉が耳に飛びこんできた。

「ろ、六曜博士！」

　高知は叫さけんだ。必死に、当てもないのに手を伸のばす。すると、体がふわりと楽になり、次の瞬しゆん間かんには高知の体は宙高く舞まい上がっていた。その四し肢しにしがみつくのは六体のデルペカ人。海から上がったら海かい草そうが巻きついていたみたいな様よう相そうだが、高知は泣きそうになった。

「六曜博士！」

「おう、俺おれたちが分かったか」

「製せい造ぞう主しゆ認にん識しきコードが働いているからな」

「あの中にいてどこも壊こわれてないぞ」

「あの中にいてまだまともだぞ」

「さすが俺たちが作っただけある」

「俺たち天才！」

　天才天才と、宙を舞いながら囃はやし立てる六曜博士たち。高知はなにか言おうとしたが、舞い上がれば普通は落下する。放ほう物ぶつ線せんの頂ちよう点てんへ達すると、当然ひゅるるると風を切って落ち、再び彼は海へと吞みこまれた。本物の海でなくて幸いだったことに、デルペカ人の群ぐん生せいはぐんにゃりと彼らを受け止め、優やさしく包みこんでくれた。

　が、またもや溺れかけてしまう。七しち転てん八ばつ倒とうしていると、再ふたたびなにかにぶつかって、高知は空高く舞い上がった。全身に絡からみついた六曜博士たちも一いつ緒しよだ。

「！！！」

「やあ、いい眺ながめだ」

「まったくもってステキなバカンスだ」

「ところで高知はサカンダールの姫ひめのところへ行ったんじゃなかったのか」

「妙みようなものを吞みこんでいるが、主しゆ導どう権けんは高知側にあるな」

「魂たましいの殻からの強さの問題だ」

「神しん経けい束そくの太さの問題だ」

「さすが俺たちが作っただけある」

「俺たち天才！」

　天才天才とまたもや囃し立てる六曜博士たち。今なにか聞き捨てならないことを聞いたと高知は思ったが、そんなことを取り立てている場合でもなかった。もっと別に重要なことがある。もっと別の──

「あ、あ、あのっ！　ここに貿ぼう易えき商しようの人、来ませんでしたか！」

　叫んでから、高知は自分を罵ののしった。もっと別のことの方が重要なのに！

「貿易商？」

「来ないぞ。エキドナ宮に来た奴か？」

「マグダ皇おう子じの抜け穴を通ってか？」

「なんだ、俺たちに会いにきたのではないのか」

　なんだなんだ、と残念そうに騒さわぐ六曜博士たち。

「は、博士たちは、ここでなにを」

「バカンスだよ」

「高知も楽しんでいくかね」

「あ、あの、忙いそがしいので──……っ！！！」

　再び降下状態になり、高知は声にならない悲鳴を上げた。舞い上がるより落ちるときの方が目眩めまいがする。これくらいでは感覚デバイスは遮しや断だんされてくれないらしい。

　またまた海に落ち、溺れたあとに再び空に放り上げられる。どうもデルペカ人たちに遊ばれているらしいと、高知はようやく気づいた。彼はもがきながら必死に伝える。

「あ、あの、エキドナ宮に帰りたいんですけどっ」

「帰るかね？　よし、帰りの扉とびらはすぐそこだ」

「では、向こうで会おう」

　言われるなり、またもや空に放り上げられる。紫むらさきの惑わく星せいが迫ってくる──と思った瞬しゆん間かん、中空に四つ葉の光が出現した。

「！」

　そこを通つう過かした途と端たん、視界が真っ暗になる。アウタ・ファバルの亜あ空くう間かんに吞のみこまれたのだ。

　高知は呆ぼう然ぜんとして、そのまま暗くら闇やみの回かい廊ろうを落ちていった。グオも一言も発しなかった。

　そして気づいたときには、例のマグダ皇子の秘ひ密みつの部屋で座すわりこんでいた。

「あ……？」

「よう、旦だん那な。まーた元に戻れなかったのかい」

　闇のネズミが話しかけてくる。それで、アウタ・ファバルに戻すよう頼たのみ忘れていたことに気づいた。あのデルペカ人のインパクトの前には、自分のことなどまったくもって些さ末まつな事じ態たいだった。

　二十三番は小さな首を傾かしげた。

「あれ？　グオの旦那はなに幼よう児じ退たい行こうしちゃってるの？」

「幼児退行？　してるんですか？」

　高知は驚いた。言われてみれば、グオの気配があまりにも小さくなっている。よほどデルペカ人に吞みこまれたのがショックだったらしい。

（六曜博士にトラウマでもあるのかなあ。長官だけでなく、エキドナ宮の人みんなが博士になにかやられたような顔してるし……）

　高知は自分の左脇わき腹ばらに手をあてがった。すると、キリキリと音がして服がめくり上がり、六曜博士の見み慣なれた顔が現れた。また勝手にファスナーを開けて出てきたらしい。

　博士の顔を見た途と端たん、体の奥底で悲ひ鳴めいが聞こえたが、高知はもうどう気を回したらいいのか分からなかった。放っておくしかあるまい。

　六曜博士の一人──まだ日付が変わっていないから月曜博士であろうが、彼は薄うすっぺらの手を振り、

「うむ、高知、先ほどぶりだな！」

「はあ……」

「どうした、しけた顔をして。具合が悪いのなら解かい体たいしてやるぞ」

「いやもう、なんて言ったらいいのか……あの、別に移動手段がある場合は、人の腹から出るのはやめてください」

「だって、俺はあれをやるとちぎれちゃうんだよ」

　月曜博士は肩をすくめてみせた。あれとは転てん移い装そう置ちのことだ。それならしかたない。そう高知は納なつ得とくした。いや、納得するよう自分の理り性せいの頭を摑つかんで屈くつ服ぷくさせた。

　月曜博士は薄暗い部屋を見回し、

「ふむ、マグダ皇子の趣しゆ味みはいただけんな。おまえさんが妙なものを吞のみこんでいるのは、アウタ・ファバルのせいか」

「そうらしいです。実はその──」

　融ゆう合ごう相手がグオ長官だと言っていいものか、高知は二十三番に確たしかめようとした。だが、すでにそのときにはアパルシ人の姿は影かげも形もなかった。どうやら人を食ったような闇ネズミも、六曜博士の出現に尻尾しつぽを巻いて逃げたらしい。

　高知はしかたなく、今までの経けい過かをかいつまんで伝えた。

「なるほど、それは困こまったものだ」

「あの、どうにかなりますか」

「どうにかしよう。俺たちの作品を改かい竄ざんされたままにはできん！」

　月曜博士は真しん摯しな目つきで頷いたが、どうにも素す直なおに喜べないのはその表現のせいか。

「では、もう一度ゲートを通るのだ。その途と中ちゆうでファスナーを開いて俺を呼ぶといい。アウタ・ファバルも、自分の体内回廊に別の亜空間回かい廊ろうが貫つらぬけばこちらに気づくだろう」

「分かりました」

　高知は四つ葉の模様の前に立った。

（最初はグリーン、次はブルー。残りはピンクとイエロー。どちらに行くべきか……）

「月曜博士、先ほどは大おお勢ぜいデルペカ人がいましたよね」

「おう、いたとも」

「あれはなにをしていたんですか。あの星は一体」

「あれはデルペカ星の属ぞく星せいだ。ちょいと体が凝こっていたから、マッサージしに行っていたのだ」

　アーシスのように肩を揉もみながらしみじみ語る月曜博士。マッサージという表現は分かるが、「体が凝っている」というのが解げせなかった。こんなきしめんみたいなくにゃくにゃした体の、どこがどう凝るというのだろう。

「なんでマグダ皇子はあの星に抜け道を造ったんでしょうか」

「それは高知と同じだよ」

「は？」

「あのマッサージにはまると病やみつきになる。マグダ殿でん下かは多いときでは三日に一回は通っていたぞ。ナオシスタ殿下はお嫌きらいのようだがな」

「ぼくははまってなんかいません！」

　高知は反はん論ろんしたが、一体全体マグダ皇子という人間はどういう人間だったのか、まったく分からなくなってしまった。戦争が好きで強きよう硬こう派はでアーシス至上主義者で女好きで臆おく病びようでマッサージ好き。一人の人間としてのイメージにまとまらない。

（元皇太子なんだ、表裏があるに決まってる。どちらが真実の顔なんて言えないよ）

　高知は瞼まぶたを伏ふせた。ナオシスタの不幸は「元皇太子マグダ」しか知らないところだ。「父親マグダ」のことももっと知りたいだろうに。

「アウタ・ファバルに会いにいくのかね？」

「はい。この抜け道のそれぞれの行き先を知ってますか」

「いや、俺たちは通れないもん」

　月曜博士がファスナーの奥に潜もぐりこむ。

「どれにしよう……」

　迷う高知の頭に、ふと記き憶おくがよみがえった。

（あっ、あの男……！）

　トッシュカニカナル星で貿ぼう易えき商しようそっくりな男を見かけたが、やはり当人だったのだ。ではやはり、この中の一つはトッシュカニカナルに続いているのだ！

「……どっちだろう」

　黄色とピンク、果はたしてどちらか。確かく率りつは数学的には二分の一、だが現実には十分の一くらいで外はずれを引く気がするのは何な故ぜか。

（でもなんで、トッシュカニカナルに？）

　これは単なる偶ぐう然ぜんか。自分たちが捜査に赴おもむいた星に、元もと皇こう太たい子しの抜ぬけ道みちがつながっているというのは。ありえないことではない。もしかしたら皇子も熱ねつ烈れつなクルーサレースのファンだったのかもしれない。

（偶然でないとしたら──あの貿易商は連続殺人事件に関わっている!?）

　考えていてもしかたない、決断だ。

「よし、イエローだ」

　高知は顔を上げ、黄色の光の中に踏ふみこんだ。扉とびらが開き、暗くら闇やみの中にすとんと落下する。そろそろ余よ裕ゆうも出てきた。

　またもや輝かがやく点が遠くに見えてきた。グオは沈ちん黙もくしたままだ。しかたなく高知が呼よびかける。

「アウタ・ファバル！」

　答えはない。気づかないのか、バカにされているのか。大体アウタ・ファバルが生物かどうかも知らないのだ。

　ともかく博士に言いつかったとおり、脇腹のファスナーを全開した。その暗闇の奥から、白い顔がにょっきりと現れ、

「おう、どうだ高知。アウタ・ファバルは気づいたか」

「それがなにも──」

　と言いかけた途と端たん。

　なにかが動いた。

「え？」

　振ふり返ろうとした姿し勢せいで、なにか巨きよ大だいなものに身を殴なぐられ、高知は今落ちてきた道を舞まい上がった。それから、ゴオオオと風が彼の内部を吹き抜ける。鼓こ膜まくが破れそうな音だった。あまりの音に高知は耳を手で押さえようとしたが、その前になにか見えないものがぬるりと耳から侵しん入にゆうしてきた。

「わっ！　な、なんだ、これ……！」

　慌あわてて耳の中に指を突つっこんで、それの尻尾しつぽを摑つかむ。自分の小さい耳の穴でそんな芸げい当とうができるとは考えも及およばなかったが、見えない虫は暴あばれ、それを引き抜くのに苦労した。

　うまい具合に、まるでサザエの肉を抜き取るような繊せん細さいで大だい胆たんな動作で、それをつるりと摘つまみだすことに成功した。その途端、頭の中で巨大な鐘かねが鳴り響ひびき、ぐわんぐわんと全身を揺ゆさぶった。意い識しきが一いつ瞬しゆん真っ白になる。

　頭がぐらぐらして、高知が声を上げることもできずに口をぱくぱくさせた。そのうちに視界が戻ると、そこはもうアウタ・ファバルの中ではなかった。どこか見知らぬ荒野に出たようだ。

「あ……いたたた……」

　高知は頭に手をやった。まだ目眩めまいがする。ひどい反はん撃げきを受けたものだ。

（あれがファバル……？）

　むろん、手にはなにも摑んでいない。逃げられたのかと辺りを見回すと、すぐそばに誰だれかが倒たおれていて高知は飛びすさった。

「え……ええ!?」

　相手の格かつ好こうを見て、なんでここにバニーガールの女じよ性せいが、と呆あつ気けに取られた。が、そういえば自分も今までウサギ耳だったのだと思いだす。

（じゃあ、これがグオ長官……？）

　ナオシスタの私室で会ったときとは姿形が違う。だが、ヨガマ人は擬ぎ態たい映えい像ぞうをまとっている、どんな容よう姿しにもなれる。高知は慌てて自分の耳を確たしかめた。ちゃんとアーシスの耳に戻っている。どうやら分ぶん離りに成功したらしい。高知はほっとすると同時に、今までウサギ耳で平気でうろついていたことがとんでもなく恥はずかしくなり、首くび筋すじまで真っ赤になった。穴があったら入りたい気分だ。

　長官が呻うめき、ゆっくりと体を起こした。自分の体を確かめ、それから高知を見る。どうやら二十三番の言う「幼よう児じ退たい行こう」は収まったらしい。

「分離したようだな」

「はあ、なんとか」

「ここはどこだ」

「ブルーのところに貿ぼう易えき商しようはいませんでした。だから戻もどって、イエローの模様を踏ふみました。どこかはまだ分かりません」

　二人は辺りを確かく認にんした。ちらりと見たときは尖とがった岩の多い荒野に思えたが、実は崩くずれた建物が散らばる廃はい墟きよだったらしい。

　多くが基き礎そを残して消しよう滅めつしてしまっている。残ったのも崩れた壁かべばかりで、原形をとどめない。見渡すかぎり瓦が礫れきが積まれている。

　高知は天を仰あおいだ。空は暗く、星が見えた。そして、半透とう明めいのドーム型の屋根。大半が崩れ、骨組みも折れたものが辛かろうじて引っかかっているぐらいだが、間ま違ちがいない、ここはドーム型都市のなれの果てだ。

（都市と言うには、ちょっと小さいかな……）

　わずかに残ったドーム屋根の形からして、都市というほどの大きさはないことが分かる。集落程度だ。

（開かい拓たく民みんの住居跡？）

　ドーム型都市ないし集落を作るのには、二つの理由がある。一つは外の環かん境きようでは住人が生きていけないこと。開拓初期で大気改造が不安定なころにはよく造られる。その後、大気が安定してくると放ほう棄きされるのが常だ。

　今ひとつは、外の環境に持ちだしてはいけないものがあること。その惑わく星せいや区画が環境保存指定をされていれば、人はドームに閉じこめられる。また、なにか危き険けんなものがある場合もある。

　少し歩いてみて、高知は目を細めた。倒れて地面に突き刺ささった壁が黒く煤すすけている。手で触さわるのも不安なので布ぬの越ごしに触ると、真っ黒になった。

　ほかの壁も見ると、砂すな埃ぼこりの下に煤で汚よごれた跡あとがある。火事の跡だ。ドーム天てん井じようも焼け落ちたのだろう。ここは火事で放棄されたのか。

（じゃあここは、マグダ皇子が亡なくなった研究所？）

　ザリッと砂を踏みしめる音がして、高知は緊きん張ちようした。だが、それはやはり辺をうろついていたグオが戻ってきた音だった。彼もまた、ここが研究所だと気づいたのだろうか。

「あの、長官」

「見ろ、火事の跡だ。ここはノンカ研究所に違いない」

　歩調の慌あわただしさと異ことなり、グオは淡たん々たんと言った。

「それは、マグダ殿下が亡くなったところですか」

「そうだ。あの貿易商め、やはりそうだったな」

　グオが嘲ちよう笑しようする。やはり？　高知は嫌な予感がした。

「そうだったって、なにがですか」

　高知が問うと、グオは歩きながら首をきっかり九十度曲げた。唇の両りよう端はしが奇き妙みように吊つり上がる。

「あの貿易商はマグダ皇子の手て飼がいの者だった。それが今、ナオシスタ殿でん下かの周囲で開かい戦せん論ろんかまびすしい時期に現れたのは、なにか特別な意味があるとは思わないかね」

「……」

「そしてここは、マグダ皇子が『マグダコレクション』の研究をしていたと言われる、曰いわくつきの研究所跡だ。奴やつはここに来たに違いない。つまり、奴はマグダコレクションの在あり処かを知っていて、それをナオシスタ殿下に教えにきたのではないかね」

「ナオさまはマグダコレクションは噂うわさでしかないと断だん言げんしてました」

　まるでナオシスタが反乱を企くわだてていると言わんばかりの口く調ちように、さすがに高知も腹はらに据すえかねて訂てい正せいした。グオは鼻で笑い、なにも答えなかった。わざわざ擬態映像でそう表現したことが、ますます癇かんに障さわった。

（この人みたいな人が、ナオさまと皇こう帝ていの仲を裂さこうとしてるんだ。なんでこの人は皇帝の側そつ近きんなんだろう）

　もっと皇帝がナオシスタのことを大事に考えているなら、こんな人を側近になんかしておくはずないのに。そう感情的に考えてみる。その一方で、家族の絆きずなよりもっと大事なことがあればそれを優ゆう先せんさせなければいけない、それが皇帝たる者の義ぎ務むだ、とも思う。

　聞き分けのいい自分は、いつだって感情的な自分を抑おさえつけてしまう。適てき性せいアリがこんなところに素す直なおに表れている。

「奴はどこだ。どこに行った」

　憑つかれたようにグオは廃はい墟きよの中を歩く。心のバランスが不安定のようだ。高知は心配になった。幼児退行から完全に復帰していないのではないか。

　そこに、腕うでに巻いた携けい帯たい端たん末まつの呼び出し音が鳴り響き、高知は飛び上がった。グオも笑いながら──見る者の心しん胆たんを寒さむからしめる恐ろしい形ぎよう相そうで振り返り、

「いたか！」

「い、いえ、ぼくの端末です」

「そんなものは壊こわしてしまえ！」

　グオは喚わめくと走りだした。高知は彼の動どう向こうを横目で気にしながら、端末の滞たい空くうモニターを起き動どうさせた。

　そこには、トッシュカニカナル星で会ったテレサ人の教官が映っていた。慌てて挨あい拶さつしようとして、それが録画であることに気づく。

「千ぜん高知訓練生、ケイマリリ訓練生が目覚めた。彼女は君には会いたくないと言っているので、ナオ・イエリ訓練生に面会を許きよ可かする。君には私から連れん絡らくがあるので、病院に来るように。以上」

　高知は足を止めた。掌てのひらに浮かんだ滞空モニターのざらついた空白を、呆ぼう然ぜんと見つめる。

　ケイマリリは彼に会いたくないと言っている。その事実が頭の中をぐわんぐわんと揺さぶる。

「……なんで？」

　そう呟つぶやく声が震ふるえる。そんな風に言われる理由が分からない。研修前に会ったときは、いつもどおりだった。いちばんの親友だと言ってくれたときと同じように、仲のいいクラスメイトとして接してくれた。

　なのに、なぜ急に。

（ぼくが研修を横取りしたから？　で、でも、事件の被ひ害がい者しやは捜そう査さに当たれないし。強ごう引いんに会いにきたのがうざったかった？　元々ぼくのことが嫌きらいで、でもしかたなくつきあってくれてた？　ここに来て本音が出ちゃったとか？　ええええええ!?）

　頭を抱かかえてパニックに陥おちいる高知。だが、考えたって答えが出るわけではない。しまいには「どうしようどうしよう」と呟き続けながら、その場でぐるぐる独こ楽まのように回転してしまう。そうすればいい答えが出るような気がしたが、当然出るはずもないのだった。

「おい高知、どうした。三さん半はん規き管かんの故こ障しようか」

　にょきりと月曜博士が腹から顔を出した。彼は目を輝かがやかせて、

「故障したなら取り換かえてやるぞ。今度はもっとすごいオプションをつけてやる、耳からキックが出るなんてどうだ」

「いや待て待て、それでは芸がない」

　月曜博士を押しのけて、二人目の博士が顔を出した。

「敵てきに襲おそわれると耳から脳のうが出てくるというのはどうだ」

「脳を敵が貪むさぼっている間に逃げるのだな。なかなかいい案だ」

「それなら補ほ助じよ脳が必要だぞ。ハブ構こう造ぞうでなおかつ並へい列れつだ」

「それより脳を分ぶん泌ぴつする器官をつけ足した方が効こう率りつ的てきだな」

「よし、今すぐ取りかかろう。なに心配するな、ものの五分で終わる、俺たち天才！」

　ぞろぞろと腹から現れた六人の博士たちが、高知を囲んで諸もろ手てを上げて天才コールを続ける。高知はますます頭が痛くなってきた。悲しい上に情けない。ため息をつきながら、
















「博士、脳を食われたら、ぼくがぼくじゃなくなっちゃいますから……」

「いや、そうでもないぞ。おまえさんの脳は半分以上新しく造ったものだ」

「残りのほとんども一度ぐちゃぐちゃになったものを再さい構こう成せいしたものだ」

「あれは楽しかったなあ。ああいう四次元ジグソーパズルは何度やってもいい」

「俺たちは四次元ジグソーパズルの世界選手権覇は者じやと同じ記録を持っているんだぞ。安心しろ」

「俺たち天才！」

　天才天才と再ふたたび踊おどる六曜博士。博士の言げん動どうを正そうとすればするほど、自分がどつぼにはまるだけなので、もうなにも言うまいと心に固く誓ちかった高知だった。

「それで、ここはどこだね？」

「ここは──」

　高知が答えようとした瞬しゆん間かん、激はげしい爆ばく音おんが轟とどろいた。わずかに遅れて吹きつけた突とつ風ぷうに、高知は薙なぎ倒たおされる。六曜博士は見た目どおり木の葉のごとく空に舞い上がったが、それぞれが瞬間的に互いに手をつなぎ、最後に高知の腕うでに巻きついたので、遠くまで飛ばされずにすんだ。

「今のは!?」

　爆風がやむと高知は飛び起き、現げん状じようを確かく認にんした。

　廃はい墟きよの半分近くが吹き飛ばされていた。爆ばく心しん地ちがはっきり分かるほど、瓦が礫れきが飛び散り、土がめくれ上がっている。

（そうだ、ここは兵器開発の研究所だったんだ。どんな危き険けん物ぶつが残ってても不ふ思し議ぎじゃない）

　高知は固かた唾ずを吞のんだ。いや、火事以後、洗いざらい軍が回収したはずだ。今さらこんなに簡かん単たんに爆ばく発はつするようなものがあるだろうか。

（じゃあ、罠わな？）

　ここへの侵しん入にゆう者しやに対する罠か。それとも、あの貿易商が「追っ手」があると分かっていて、罠を張ったのか。

　待て。高知は額ひたいに汗がにじむのを覚えた。

「追っ手」を誘おびき寄よせることこそ、あの貿易商の罠だったのではないか。最初から皇帝側の誰かをやる為ために、わざわざエキドナ宮に赴おもむき、ナオシスタ皇女の前であんな危険な発言をした？

「そうだ、グオ長官は──」

　廃墟を見回しても長官の姿はない。今の爆発で飛ばされたのだろうか。

　旗はたのように宙にはためいていた六曜博士たちが、嬉き々きと叫さけんだ。

「高知、俺たちを下ろせ。あそこでグオがばらばらになっている」

「や、やっぱり！」

「なあに、心配するな。俺たちがちょちょいのちょいで片づけてやる」

「ヨガマ人はアーシスより単たん純じゆんで簡単だからつまらんよ」

「なあに、心配するな。俺たちの最高傑けつ作さくはまだまだ高知、おまえのままだぞ」

「なあに、心配するな。俺たちの手にかかればヨガマ人なんか、元よりももっといい出で来き映ばえにしてやる！」

「俺たち天才！」

　彼らの発言のどこにツッコミを入れたらいいのか、それともやはり胸の奥にすべてしまうべきなのか、高知は悩みながら六曜博士を下ろした。

「ところで、ここからどうやって帰りましょう。帰りの抜け道はどこにあるんでしょうか」

「見つけても今は使用できんだろう。鍵かぎを開ける者がいなければ式は動かん」

「やっぱり動かないんですか」

　高知は少し安あん堵どした。それを聞きたかったのだ。でなければあまりにも不用心だ。

　博士たちはグオの残ざん骸がいを拾う。高知は手伝うか迷まよいながら、

「そうだ、博士、ぼくのファスナーからハシリスクのベッドに戻もどれますよね。救きゆう援えんを連れてきてもらえますか」

「なんだ、それなら高知、おまえも一いつ緒しよに来ればいいじゃないか」

「一緒？」

　聞き返すと、六曜博士が全員一いつ斉せいに振り返り、きらーんと目を輝かがやかせた。高知は失敗したと一歩後ずさったが、もうあとの祭りだった。







　　　８　再び事件へ







「高たか知ち？　高知！」

「ここにいます！」

　高知が給きゆう湯とう室しつに駆かけ戻ったとき、ナオシスタがＲセシルを伴ともなって私室から入ってくるところだった。ギリギリセーフか、それともギリギリアウトか。

「すみません、遅くなりまして！」

　ぜいぜいと肩で息をする高知を、ナオシスタは仏ぶつ頂ちよう面づらで見つめて、

「なんじゃ、サイボーグのくせに息など切らして」

「それは、ぼくに言われても」

　指し摘てきされてみれば確かに妙みような話であるが、六ろく曜よう博士の設せつ計けい基き準じゆんはどうあっても理り解かいできない壁かべがある。なにが合理的でなにが様式美でなにが「不都合にこそ生命は輝かがやく」のか、ただのアーシスである高知には判はん断だんできなかった。

「それよりどこに行っておった。ここにいろと言いつけておいたではないか」

「いや、それがもう」

　高知は疲つかれきった笑え顔がおを向けた。よもや自分の腹に開いたファスナーに、自分の身を突つっこむなどという芸げい当とうをやらされたなんて説明したくない。自分の体を裏うら返がえしにされるなんて、二度と思いだしたくもなかった。おかげで、皇宮内にある六曜博士の治ち療りよう室しつのベッドに出ることができたが。

（ああ、ぼくは人間転てん移い装そう置ちなんだなあ。ははは……）

　遠い目をしている高知に、どう判断したのかナオシスタは手を振ふって、

「いい、いい。どうせ六曜博士どもに振り回されたのであろう。それならしかたあるまい」

「え？　あの、それは」

「叔お父じ上うえも、六曜博士がおまえにかかりきりになっているから皆みなが安心していると、たいそう褒ほめておられたぞ」

　なにやら上じよう機き嫌げんでナオシスタは言う。自分の所しよ持じ品ひんが褒められて嬉うれしいようだが、高知はひどくショックを受けた。

（ぼくは六曜博士のお守もりなのか）

　真実に気づかされて、高知はがっくりと膝ひざをつきたい衝しよう動どうに駆かられた。皇女には踏ふみ殺されて、好きな人には会いたくないと拒きよ絶ぜつされ、しまいには六曜博士のおもちゃ扱あつかいと、貧びん乏ぼうくじを引きまくりではないか。

「あの、陛へい下かは……」

「つい今しがた帰られた。叔父上はお忙いそがしい方だからな、茶も飲まずにあっという間に帰られた」

　ナオシスタは口を尖とがらせるが、ジェスチャアほどには不満に思っていないようだ。彼女としてはさっさと捜査に戻もどりたいのだろう。

「今しがた？　あっという間？」

　高知は当とう惑わくした。その二つは高知の時間軸じくでは同時に成り立たない。

「陛下はどのぐらいおられたんですか」

「十五分もいなかったな、セシル」

「はい。部屋に入ってから出ていかれるまで、十三分と五十一秒です」

　Ｒセシルがおもしろくもおかしくもない表ひよう情じようで答える。それが今しがたということは、高知がこの給湯室を出てからもさほど経たっていないということだ。三つの星を行ったり来たりしたというのに。

「時間軸が捻ねじれている……？」

「高知、すぐトッシュカニカナルに戻るぞ。捜査の続きだ！」

　意い気き揚よう々ようとナオシスタが宣せん言げんしたところに、Ｒセシルが伝えた。

「ナオシスタさま、ナオ・イエリ訓くん練れん生せいに連れん絡らくが入っております」

「そうか、連絡が来たか」

　テレサ人教官からの連絡だろう。憂ゆう鬱うつになる高知とは逆にナオシスタは喜き色しよく満まん面めんで、Ｒセシルから携けい帯たい端たん末まつを受けとり腕うでに巻いた。訓練生に化けるにあたって、高知とお揃そろいのを用意させておいたものが届いたらしい。

「ええと、こうか？　ここを、こうして」

　もたもたとナオシスタは端末を操そう作さする。携帯端末は一いつ般ぱん庶しよ民みんなら大たい抵ていが持っている、陳ちん腐ぷな道具だ。自分のホームコンピューターや所しよ属ぞく組そ織しきのホストコンピューターなどに、移動中にアクセスする為ためのものである。皇こう女じよたる彼女は、日ごろからもっと立りつ派ぱで精せい密みつで高こう機き能のうなインターフェースを操あやつっているはずだ。例えば専用船ハシリスクたるＲセシルなどを。

　なのに、ナオシスタは頰ほおを紅こう潮ちようさせて、楽しそうにぽちぽち端末を動かしている。初めて端末をもらった普ふ通つうの子こ供どもと同じだ。

（やっぱり、おもちゃは高ければおもしろいってもんじゃないよなあ）

　高知は端末に熱中しているナオシスタをほほえましく思った。

「高知、メッセージが見れぬぞ」

「ええと、その赤いボタンを押してみてください」

「高知。おまえにもメッセージが来ました。転てん送そうします」

　Ｒセシルに言われ、高知は目を円くした。

「ぼくにも？」

　エキドナ宮では一般通話はすべて遮しや断だんされるので、ハシリスクが傍ぼう受じゆして転送してくれることになっていた。携帯端末を開くと、またもやテレサ人教官の録ろく画がが始まって、

「千ぜん高知訓練生。ケイマリリ訓練生が目覚めた。彼女は君には会いたくないと言っているので、ナオ・イエリ訓練生に面会を許きよ可かする。君には私から連絡があるので、病院に来るように。以上」

「……」

　高知は深いため息をついた。さっきのとまったく同じである。なぜにこんな悲しいメッセージを二回も受けとらなければならないのだ。

（時間軸がねじれてるから？　ああ、もはや時間にも悪あく意いがあるように思えてきた……）

「高知、サカンダールの姫ひめが目覚めたぞ。おまえは残念だが会えないようだな」

　実に楽しそうにナオシスタが言う。携帯端末が大変おもしろいツールだったのだろう。そう高知は自分に言い聞かせることにした。

「はあ、そのようで……」

「可哀かわい相そうだのう。私がとくと話を聞いてきてやるからそう落らく胆たんするでない。そうそう、片かた想おもいではなかったかどうかも聞いてやる。出発するぞ、セシル！」

「分かりました」

　うきうきと軽やかな足取りで、ナオシスタは自分の部屋に戻っていく。高知はこのまま寮りように戻って寝ねこんでしまいたかった。




　　　　※




　そんなわけで、三十分後には高知とナオシスタはオクトヘル市に戻っていた。出ていったときは緊きん急きゆう事じ態たいだったので、トッシュカニカナル星せい管かん制せい塔とうのコンピューターを騙だまくらかして出入国検査も時間領土もすべて無む視ししていった。であるから、戻ってくるときも同じ手て順じゆんを踏ふんで着陸したのである。よって、この星を離れていたのは一時間半程度ですんだ。

　あの抜け道を通る気にはなれなかった。ナオシスタに説明するのがためらわれたのだ。どうせ行き先は一緒なのだから。

　だが、さすがにもう日は傾かたむいていた。

　高知は病院玄げん関かんの花か壇だんに腰こし掛かけ、大通りの向こうに落ちつつある大きな夕日をぼんやり眺ながめていた。大気の揺らめきで形は不安定になり、沙さ漠ばくの乾かわいた世界をすべて赤く染そめていく。美しい光こう景けいだ。

　美しいが、今の高知の心にはなにも響ひびきはしなかった。

「しくしく……なんで、ケイマリリ……」

　泣きたいがなぜか涙が出ないので、高知は口で「しくしく」と泣いているふりをしていなければならなかった。虚むなしいことを今は進んでやりたい気分だった。

　なぜケイマリリは自分と会うのが嫌いやなのだろう。バーニーズが殺されたショックを引きずっているからだとは分かるが、それでなぜ？　同級生全員に会いたくないのだろうか。それならいいが──いや、本当はよくなくて、

（誰だれに会いたくなくても、ぼくだけには会ってくれるものだと、ぼくは勝手に思いこんでいたんだ）

　不ふ審しんなまなざしを向けていく通りすがりの人たちに、高知はますます「しくしく」と泣き続けた。自分の間ま抜ぬけさ加か減げんが嫌で、自じ虐ぎやく的てきになる。

　いちばんの親友だという言葉を鵜う吞のみにしていた。いや、彼女はサカンダール人だ、アーシスとは考え方が違う。こんなときはいちばんの親友にこそ会いたくないかもしれない──なんて都合のいいことを考えてみても、意味がない。

　高知は何十回目かのため息をついた。そこに、

「ひどい萎しおれ具合だな」

　声がかかり、仰あおぐとナオシスタの呆あきれ返った顔が見えた。夕日に照てらされて片かた頰ほおが赤い。高知が無む言ごんで恨うらめしそうに見ると、ナオシスタは「しようもない」と言わんばかりに頭を振った。

「彼女は元気を取り戻していたぞ。もう起き上がれるようだ」

「はあ……具合は教官から聞きました」

「おまえ、サカンダールの姫にサイボーグになったことを伝えておらんのだな」

「はあ……機き会かいがなくて……帝てい国こく機き密みつですし」

　そう答える声にも力が出ない。

「彼女は犯はん人にんを見ていなかったが、声は聞いたそうだ」

「声？」

　高知は弾はじかれたように顔を上げた。急いでテレサ人教官がまとめたケイマリリの調ちよう書しよを調べる。そんなことはどこにも書いていない。あとから思いだしたのだろうか。

「それで、なんて言ってたんですか」

「『サカンダール人はもったいないから殺すな』」

　端末を動かす手が止まった。高知はナオシスタを仰ぐ。彼女も仏ぶつ頂ちよう面づらで、

「嫌いやな奴やつだ。アーシスは大おお勢ぜいいるからどうでもいいらしい」

「それより！　その発言だと、犯人は複ふく数すうってことですよ！」

　高知は立ち上がった。やはり猟りよう奇き殺さつ人じんは見せかけだ。ナオシスタも頷うなずいた。

「それから、やはりアーシスの女は片想い中だったぞ」

　自信たっぷりに言うナオシスタに、いっとき忘れかけた「ケイマリリに拒きよ絶ぜつされた」ことまで思いだしてしまい、高知はがっくりと虚きよ脱だつした。

「やっぱり確たしかめてきたんですか……」

「これで間ま違ちがいない、被ひ害がい者しやの共通点は片想いだ！」

　びしっと人差し指を立ててナオシスタは断言した。高知は「ははは」と乾かわいた笑いを洩もらした。そのやる気のない反はん応のうに、彼女は不満そうにぱしぱしと足を踏み鳴らして、

「冗じよう談だんや酔すい狂きようではないぞ。アーシスの女が恋に落ちたのはオクトヘルに来てからじゃ」

「本当に？」

「ああ。サカンダールの姫が言うには、別行動で捜査したときにアーシスの女は相手を見つけたそうだ。廃はい墟きよマニアの写真にあった廃墟を調べにいったときにな」

　勝ち誇ほこった笑顔でナオシスタは説明する。高知は眉み間けんにしわを寄せた。これは本当に、ナオシスタの思いこみと片づけるわけにもいかなくなった。

「廃墟の場所は割りだせたんですか」

「調ちよう書しよにあると言っておったぞ」

　高知は急いでバーニーズの調書を調べた。はっきりと廃墟の住所とは書いてなかったが、メモにそれらしい住所が書きこまれていた。地図と照しよう合ごうすると、ピグブリッジから一キロ程度離れた岩場だった。コロニー発はつ掘くつ地ちともほど近い。

「これか……！」

　一体ピグブリッジにはなにがあるというのだろう。性別も種族すら超こえてモテる、超ウルトラナイスな生命体がいるのだろうか。

　それとも、「片想い」に似た状じよう態たいを引き起こすなにかがあるとでも？　そして、その為に彼らは殺された。そして、貿易商はどう関係しているのか。いないのか。

「ナオさま、ピグブリッジに行きましょう。そこになにかがある」

「もちろんじゃ。その前に高知、聞きたくはないか？」

「え？」

「サカンダールの姫に聞いてきたぞ。片想い中かそうでないか」

　意地悪く笑うナオシスタ。高知はどきりとした。

「べ──別に、ケイマリリが殺されなかった理由が、片想いでなかったから、というのは当てはまらないでしょう。彼女はピグブリッジの近くにいかなかったからです」

「確認してきてやったのじゃ、おまえの為ためにな。どうだ、聞くか？」

　高知は首を強く横に振ふって否ひ定ていした。一いつ瞬しゆん、聞きたい欲よつ求きゆうに駆かられたが、聞いてどうする？　両想いだと言われたらショックだろう。想っている人はいないと言われたら？　自分にもチャンスがあると喜べばいい？　自分のことをなにも想ってはいなかったと落らく胆たんすればいい？

　大体、ケイマリリが初めて会う少女にそんなことを正直に話すだろうか。答えがナオシスタの意地悪でないとは言い切れない。

「こういうことは、自分で聞かないと……」

　うつむく高知を、ナオシスタはつまらなそうに眺ながめていたが、

「高知に合わせる顔がない。そう言っておったぞ」

　高知は顔を上げた。少女は拗すねたように横を向きながら、ぶっきらぼうに言葉を続けた。

「自分はサカンダール人だから助かった。アーシスだったバーニーズは殺された。だから、アーシスである高知に合わせる顔がないということじゃ」

「そんな理り屈くつ……ぼくには分かりません……」

　ナオシスタはなにも答えなかった。高知は病院を見上げ、ケイマリリの部屋の窓まどを見つめた。

（ぼくは、バーニーズの死を利用して、ケイマリリに近づこうとしている）

　自分はもっとバーニーズの死を悲しむべきだ。なのに、ケイマリリのことしか考えない。なんて利り己こ的てきな人間だろう。高知は拳こぶしを握にぎった。

（それでも、ぼくは君に会いたいよ。君の無事の姿が見たいよ……）

「行くぞ、高知」

「あっ、車を呼びます」

　高知は無人タクシーを呼よんだ。ナオシスタはＲセシルを呼べばいいのにと不満顔だったが、ハシリスクで移動なんて目立ってしかたない。

　タクシーに乗りこみ、行き先を伝える。とりあえずはバーニーズが訪おとずれたという病院の廃墟だ。

　タクシーは地上から十センチばかり浮かび上がり、静かに走りだした。

　夕日を背にして郊こう外がいを抜け、沙さ漠ばく地帯へと入る。高知は首をひねり、太陽の中に沈しずむオクトヘルの町を見た。あっという間に小さくなる。

　赤い大地がますます赤く染そまる中、車は岩場に囲まれた寂さびれた道を、ひた走った。地図で確かく認にんした限りでは、隣となり町は随ずい分ぶん離れている。地上車で行くよりは飛ひ行こう機きで飛んだ方が早い。だから、町と町をつなぐ道は寂れているのだろう。ところどころ舗ほ装そうも壊こわれている。

「ふむ、タクシーというものもなかなか風ふ情ぜいがあるのう」

　もの珍めずらしそうにナオシスタはタクシーの中を探っている。車内にべたべた貼はられた広告の内容が、彼女にはとても新しん鮮せんらしい。

　ともかく事じ件けんのことを片づけよう。高知は手を組んで考えた。

「サカンダール人はもったいないから殺すな」。一体犯はん人にんは何様のつもりなのだろう。自分たちが目もく撃げきされた可か能のう性せいもあるのに、そんな理由でケイマリリを殺さずにいくなんて。

（……あれ）

　嫌いやな予感が胸きよう中ちゆうをよぎった。なにか今、意い識しきの片かた隅すみに引っかかるものがあった。高知は深く息を吸う。落ちついて、今摑つかみかけたものをたぐり寄せる。

　そう、前も同じような話を聞いた。

（あれは、そう──「美しいアーシスの女は飽あきた」だ）

　ぶるっと高知は身み震ぶるいした。白の桜の言葉だ。「マグダ皇おう子じは変わってしまった。戦争に傾けい倒とうしていったころから、美しい異い人じん種しゆを愛めでだした」、そんなことを言ってていた。サカンダール人は帝国でもっとも美しい種族の一つと言われている。

（だからなんだっていうんだ。十五年も前に亡なくなったマグダ皇子の性せい癖へきなんか、一体なんの関係があるんだ）

　だったら、なぜマグダ皇子はこんな田舎いなかの星に抜け道を作った？

（まさかマグダ皇子が生きてて……それを目もく撃げきした者を口くち封ふうじに殺したとか）

　高知は口を手で押さえた。だったら、ナオシスタをピグブリッジに連れていくのはまずい。いや、そんなことはあり得ない。あり得ない？

（抜け道には『帰り道』がある。研究所にだってあったはずだ。だったら、マグダ皇子だけは火事から逃げられたはずなんだ……！）

　だが、もしそうだとしたら、皇子は一人だけ逃げたということになる。実の娘むすめや側そつ近きんを置いて。いくらなんでもそれは──

　タクシーが停止して、高知は我われに返った。いつの間にかタクシーは岩山の中に停とまっていた。オクトヘルからさほど遠くなかったようだ。

　目の前には岩山にへばりつくように大きな廃はい墟きよがあった。箱をいくつも積つみ重ねたような形の建物が、夕日を浴びておどろおどろしい紅べに色いろに染まっている。

　以前は緑に囲まれた、豊かで清せい潔けつ感かん漂ただよう立りつ派ぱな病院だったのだろう。それが今は、窓まどという窓はなくなり、内部は荒あれ果はて半ば砂に埋うまり、塗と装そうも剝はげて見る影もない。造りは頑がん丈じようだから、何十年何百年経たっても残っている廃墟。これのどこに心惹ひかれるのか、高知はさっぱり分からなかった。

　ナオシスタが今すぐにでも中に入りたそうに、

「どうした、入らないのか」

「まずは様子を窺うかがわないと。慎しん重ちように、なにがあるか分かりませんから」

「そう心配するな。セシルが見ておるし、ルーヤも近くにおる」

　根っから楽らく天てん的てきなのか、それとも皇女の余よ裕ゆうか世せ間けん知らずかナオシスタはそう言うと、中にどんどん行ってしまう。Ｒセシルもルーヤも役に立たないことは前回で証しよう明めい済ずみだったので、高知は慌あわてて彼女を追い、先に立った。彼女の自信に現実はついていってないことをどうやったら理り解かいしてもらえるのか。

　草一本も生はえていない中庭を、慎重に進む。人の気け配はいはない。

　周囲はどんどん陰かげってきて、廃墟の中の暗くら闇やみも一段と暗く濃こくなっていった。建物自体が一回り二回りも膨ふくらみ、彼らを押し潰つぶそうとのしかかってくる錯さつ覚かくに襲おそわれる。がらんどうであるはずの廃墟が彼らを威い圧あつしている。

　高知は舌打ちしたい気分だった。もっと明るいうちに来ればよかった。なにもこんなお化け屋や敷しきみたいなところに暗くなってから来るなんて、バカもいいところではないか。彼は幽ゆう霊れいのたぐいは残ざん留りゆうエネルギーであると認にん識しきしていたが、そういった現実とは別に、ファンタジーとしての幽霊イメージも持っており、それが彼の恐きよう怖ふ心しんを刺し激げきしていた。誰だれだって暗がりで予告なしに脅おどかされるのは嫌いやに決まっている。

（ああ、いやだなあ。こんなに暗いなら、もっと用意してくるんだった）

　持ってきた明かりは携けい帯たい灯とうが大小二つ。小さい方は頭部に装そう着ちやくできるので高知が付け、大きい方をナオシスタに手渡す。なにかあったときは──武ぶ器きのたぐいは持っていない。なにかあったらＲセシルかルーヤを呼ぶか、高知が身を挺ていしてナオシスタを守るしかない。

（ぼくも護ご身しん用ようの武器を携帯するべきなのかな）

　訓練生は武器の所しよ持じは基本的に認みとめられていない。だが申しん請せいすればすぐに許きよ可かが下りる。ほかの種族には自分の体そのものが武器である者も多い。

（でも、ぼくは射しや撃げきは下へ手ただし、運動能力も高くないし……うーん）

　気を紛まぎらわす為ために高知が色々と考えているというのに、ナオシスタはスキップでも踏ふみそうな軽やかな足取りで、

「なんだかお化け屋敷みたいで楽しいな。私は一度、お化け屋敷というものに行ってみたかったのだ」

「そんな吞のん気きな……ここは遊園地のアトラクションじゃないんですよ、もっと用心してください」

「なににじゃ？　殺さつ人じん犯はんにか？　それとも幽霊や化け物にか？」

「えっ」

　思わず返答に窮きゆうした自分を高知は罵ののしりたくなった。殺人犯に決まっている！

（しっかりしろ、千高知！　おまえは幽霊なんか怖こわくないだろ！）

　自分を叱しつ咤た激げき励れいして不安と恐怖を紛まぎらわせている間に、ナオシスタはひょこひょこと崩くずれた壁から建物の中に入っていった。

「あっ、置いてかないでくださいっ」

　不本意にも本音が出てしまったことに気づかないまま、高知はナオシスタのあとを追った。

　廃墟の中は暗かったが、壊こわれた壁や天てん井じようから外が覗のぞけたので、携帯灯をつけるのはやめて、目が慣れるのを待った。すぐにぼんやりと内部の様よう子すが見えてくる。

　ほとんどものは残っていなかった。あらゆるものは資し源げんとして業ぎよう者しやが持ち去ったのだろう。資源に乏とぼしく経けい済ざい力の衰おとろえた星では、どんなゴミも最終的には資源に還かん元げんされる。ここが病院であったことを示すものはなにもない。残っているのは、この星に大量にある資し材ざいで作られた建物の箱はこそのものだけだ。がらんとしている。

　うつろだ。高知は穴の開いた天井から見える夕焼けを仰あおぎながら、息をついた。

（なんだ、病院っていうからもっとおどろおどろしいかと思ってたのに）

　もちろん、暗闇への不安はあるが、得え体たいの知れない恐きよう怖ふは感じられなかった。もっと湿っぽくて、どろどろとまとわりつくような空気が漂ただよっていると思ったのに、予想外にからっとしている。

「なにもないのう」

　不満そうにナオシスタは瓦が礫れきの横をすり抜け、廊ろう下かへと出ていく。度ど胸きようがあるのか、それとも夜目がきくのか、その足取りは至って普通だ。高知などは腰こしが引けて、ズリ足気味になっているのに。

「ナオさま、ちょっと、ちょっと待ってくださいっ。もっと慎重に」

「高知は慎重すぎるわ。それでは朝になってしまうぞ」

　呆あきれ返ったナオシスタが戻ってきて、高知の手を摑つかんだ。柔やわらかくて白い、小さな手だ。

「ほら、行くぞ」

「す、すみません」

　なにやら立場が逆転して情けないが、高知はナオシスタに引かれていくことになった。断れないのは、やはりどんなに小さくても誰だれかに触ふれているのは安心できたからだ。

　廊下はさらに暗かった。奥の方は闇に包まれ、判はん然ぜんとしない。両側に部屋があるせいだろう。そこをナオシスタは潔いさぎよく進んでいく。

「ふうむ、誰もおらんのう。今日は留る守すか？」

「犯人ももう逃げているかもしれません。ぼくたちが半日回っただけでここにたどりつくんですから」

　部屋の中をおっかなびっくり確たしかめながら、高知は答えた。バーニーズだって気づいたからここに来たのだし。

　ハッと、高知は足を止めた。予想外に力強いナオシスタに引っ張られて、そのまま転んでしまう。

「どうした、ちゃんと足を動かせ」

「あ、いえ、その……」

　しどろもどろに高知は弁べん明めいしようとするが、目が一点に吸すいついて離はなれない。

　廊下に面した一室に、誰かが地べたに座っていた。暗くら闇やみの中、まるで彼女自身が光を放っているように、ぼんやりと浮うかび上がっている。

（ケイマリリ!?）

　一いつ瞬しゆんだけ目を疑うたがったが、違った。似ているが別人だ。つくづく見れば細さい部ぶが異ことなる。道ばたで見かけたり暗闇で会ったりするのなら、本人と間違えてしまうが、こうして真正面で向きあえば、不出来なコピーとでも言いたいぐらいのものだ。

（他人の空そら似に……？）

　そのとき、彼女が高知に気づき、にっこりと笑った。その笑顔を見るだけでくらくらしてくる。別人だが、好きな相手に似ているというのは、かなりのプレッシャーだ。当たり前だ、好みのタイプということなのだから。

　一体彼女は何者だ。

「どうした、高知──おっ」

　怪け訝げんそうに部屋を覗のぞきこんだナオシスタが、彼女を見つけて息を吞のんだ。ナオシスタにも見えるということは、高知だけの妄もう想そうではないらしい。そう分かって少しだけ安心した。

　だが、次のナオシスタの言葉は不ふ可か解かいだった。

「なんじゃ、このウネウネは」

「うねうね？」

「これが殺人犯か？　人間には見えんが……」

　ナオシスタが首を傾かしげながら、彼女に近づこうとする。殺人犯。高知はその可か能のう性せいにようやく気づき、愕がく然ぜんとした。彼女が連続殺人犯なのか？　ケイマリリにそっくりな、自分の首こそ折れてしまいそうなほど細い、彼女が？

　いや、待て。それよりナオシスタはなんと言った。「人間には見えない」？　銀ぎん河が帝てい国こくに一千の人種があると言われているが、ケイマリリはその中でも人間らしい人間、ヒューマノイド型ではないか。大体、ナオシスタもケイマリリを知っている。それになにも言げん及きゆうしないとなると、答えは一つ、

（ぼくとナオさまは見えてるものが違う！）

「ナオさま、近づかないでください！」

　高知の声に、ナオシスタが仏ぶつ頂ちよう面づらで振ふり返った。

「迂う闊かつに得え体たいの知れぬものに近づくほど間抜けではないわ。大体高知は──危あぶない！」

　ナオシスタの方が形ぎよう相そうを変えて叫さけんだ。高知はぎょっとし、反射的に振り返った。

「わっ」

　目の前に迫る白はく刃じんに仰ぎよう天てんして、とっさに飛びすさる。間かん一いつ髪ぱつ、風を切る刀から高知は逃のがれたが、バランスを崩くずしてすっ転んだ。そこに第二撃が襲おそいかかる。

「な、なんで……っ」

　自分の体とは思えないほど、高知はしなやかに飛び起きて攻撃から逃げた。喧けん嘩かの訓くん練れんは受けていないが、体の防ぼう御ぎよ法ほうなら勉強してある。

「む！」

　高知が第二撃も辛かろうじてよけると、襲しゆう撃げき者しやは不ふ審しんの声を上げた。女の淡い光を見ていたせいで、襲撃者が潜ひそむ暗闇に目が慣なれない。

「きさま、逃げないで死ね！」

「そんなこと言われてもっ」

　なんという言いぐさだと高知は呆あきれた。呆れたところで相手が襲ってくるのをやめてくれるわけもなく、ぶんぶん振り回される刀から必死に逃げる。幸い、相手は刀の達たつ人じんどころか、三、四回振り回しただけでもう肩で息をしている程てい度どだったので、なんとか逃げ切れた。

（なんだ？　素人しろうとか？）

　余よ裕ゆうが出てきたので、目を凝こらして相手を見る。素人であることは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。しかも、初老のアーシスの男ではないか。刀を使っているのは、たぶん、武ぶ器きらしいものがそれしかなかったからだろう。

「ハナリは誰にも渡さん！　俺おれのものだ！」

「ハナリ？」

「高知！」

　ナオシスタが駆かけ寄よってこようとする。高知は慌あわてて、

「ナオさま、大だい丈じよう夫ぶです！　こっち来ないで！」

「しかし！」

「危ないですから！」

　このままではまずいと、高知は勝負を早めに決めることにした。武ぶ道どうの心得のない者は、相手をまずどうにかして弱らせてから武器を取り上げろ、というのが訓練校での教えである。高知はふらふらと繰くりだされた刀を蹴けり落とした。

　簡かん単たんに刀は落ち、反動で老人も床ゆかに手をつく。それを押さえると、ナオシスタが感かん嘆たんした。

「すごいな、高知！　腐くさっても捜そう査さ局訓練生じゃ」

「いえ、全然すごくないんですけど……」

　高知は勝手に倒れてくれた相手を見た。老人は玉のような汗あせをかき、ひいひいと息を干ひ上あがらせている。なんだか気の毒なことをしたと反省してしまうぐらいだ。それくらい哀あわれだった。こんな老人が連続殺さつ人じん犯はんだとはとても思われない。

（もちろん、ロボットとか操そう作さして、っていうのもアリだけど）

「ハナリ……ハナリ……」

　老人が呻うめく。高知は部屋の真ん中に座すわる女を見た。相変わらず不出来なケイマリリの形をしていて、今の騒さわぎなどまったく気づかなかったと言わんばかりに泰たい然ぜんと座っている。高知と目が合うと、再びにっこりとほほえんだ。高知は慌あわてて視し線せんを逸そらした。どぎまぎする。が、同時に彼女は「ほほえむ」ことしかしないと気づく。

「彼女が、ハナリですか」

「ハナリは、誰にも渡さん……ハナリは、俺だけのものだ……」

　老人は這はってでも「ハナリ」に近づこうとするが、力が出ず、左手を伸のばしただけで動かなくなった。高知はナオシスタに向かって、

「ナオさま、その人は──ハナリはどのような姿をして見えますか」

「どうって。私には灰色の筒つつっぽい形に見えるぞ。高知には違って見えるのか」

「はあ……ぼくにはケイマリリに似た、サカンダール人に……」

　またからかわれるかと、後半はごにょごにょと口の中で答える高知。ナオシスタは老人と微び動どうだにしない「ハナリ」を見比べた。それから、ぽん、と手を叩たたく。

「分かったぞ。この生き物は相手の脳を刺し激げきして、意中の相手に自分が見えるよう惑まどわせるのだ！」

「やっぱりそういうことになりますか？」

「そうして相手を惑わせている間に逃げる、もしくは捕ほ食しよくするという生活なのであろう。意中の相手がいないときは、理想の相手を想像して惚ほれさせるという荒あら業わざに出る。だから、被ひ害がい者しやは皆この『ハナリ』に会ったせいで、片かた想おもいだったということじゃ！」

　びしっとナオシスタは人差し指を立てて断言した。なるほど、と高知は納なつ得とくしかけて、でもそれなら被害者は別に両想いだったとしてもかまわないではないかと気づく。片想い云うん々ぬんは結果として被害者に共通するだけであって、原因にはなっていない。やっぱりナオシスタの思いこみらしい。

　この老人も「ハナリ」に惑わされた口なのだろう。「ハナリ」を奪うばわれないよう、彼女の虜とりこになった者を殺していた？

「ところで、ナオさまはなんでハナリがウネウネに見えているんですか。まさか、それがナオさまの好みを具ぐ現げん化かした──」

「バ、バカものっ、私の好みはもっと違うっ」

　なぜかうろたえてナオシスタは高知を叱しかりつけた。「ハナリ」の放つ淡あわい光でもはっきりと分かるほど顔を紅こう潮ちようさせている。さすが年ごろの女子、人の恋話には興きよう味み津しん々しんでも、自分のとなると途と端たんに胸の奥底へ隠かくしたがる。

　その証しよう拠こに、ナオシスタはことさら真ま面じ目めな顔つきになって、

「これはだな、高知に力を集中させているからであろう。誘ゆう惑わくできるのはそのときどきに一人だけなのじゃ」

「はあ……ところで、これは何なに人じんなんでしょう。幻げん惑わくする人種はいくつもありますけど、ぼくのデータには載のってなくて」

「載っていても幻惑されたままでは本性が分からぬであろう。私もこのような人種は知らぬ。帝国人種として定められておらぬ生き物かもな」

　人種同定にはうるさいナオシスタがそう言うのだから、人間ではないのかもしれない。人間を捕食する生物が人間として認みとめられることは難むずかしい。

（でも、これが連続殺人犯……？）

　ケイマリリの顔でにっこりとほほえんだきり、人形のように座りこんでいる「ハナリ」に、高知は違い和わ感かんを覚えた。どんな生物か分からないのだから思いこみは禁物だが、彼の直ちよつ感かんが否ひ定ていしている。なにかこの殺人事件は、もっと理り知ち的てきで合理的で冷れい淡たんで計算的な感じがするのだ。

「ナオさま、これは──」

「ナオ──ナオシスタ殿でん下か？」

　不ふ意いの声に高知はぎょっとして、危あやうく押さえつけていた手を離してしまうところだった。彼の膝ひざの下で倒たおれ伏ふしていた老人が、筋すじ張ばった顔を上げてナオシスタを見つめている。先ほどの狂きよう気きはなりを潜め、青い瞳ひとみには驚きと不審が入り混じっている。

　だが、呼ばれたナオシスタの方も不ふ審しんげに老人を見返している。

「ナ、ナオさま、知りあいですか」

「いや、知らん」

　ナオシスタはきっぱりと答えた。もちろん、本物の皇女は十歳の姿をしていると知っている者は、限られているがいる。皇宮や離宮に勤つとめればその姿を見る機会もあるだろう。そう、関係者ならば。

　老人は爪つめをがりがりと床ゆかに立てて、それでも満面の笑みで、

「お忘れですか、殿下。わたくしです、ノンカ研究所で何度かお会いしました、トズヴァ管理主任です。ほら、Ｈ３倉庫によく遊びにこられていたでしょう」

「Ｈ３？」

　ナオシスタは首を傾かしげた。高知は身を強こわばらせる。ノンカ研究所といえば、先ほどグオ長官とともに赴おもむいた廃はい墟きよだ。マグダ皇おう子じ夫ふ妻さいが亡なくなり、ナオシスタも死にかけ、彼女の大事な従じゆう者しやが死んだ場所でもある。

　前は研究所の話をするとナオシスタは激はげしく興こう奮ふんしていたが、最近は落ちついたようだ。今もノンカ研究所の悲ひ劇げきを思いだすよりも、老人に言われた具体的な場所に気を取られているらしい。

（ノンカ研究所にいたってことは、ナオさまが五歳のときまでを知っている？）

　あれから何年経たったか老人は分かっていないのだろうが。高知はナオシスタを見た。彼女は眉み間けんにしわを寄せて考えこんでいたが、不意に目を大きく開くと、

「ああ！　いつも私を倉庫に入らせず追い払っていた、口の臭くさい男か！　なんじゃ、こんなところにおったのか。火事には遭あわなかったのだな？」

「そうです、わたくしです。ええ、あの火災より少し前に、幸いにも異い動どうになりまして。このようなところで殿下にお会いできるとは、なんという僥ぎよう倖こうでしょう……！」

　視し線せんをきときとと泳がせながら老人は叫さけぶ。まずい。高知は焦あせった。彼はやはり正気ではない。

　大体、ノンカ研究所の所員だった者がなぜここにいる？　マグダ皇子の転てん移い装そう置ちがこの星につながっているのは、やはり意味があるのだ！

「ここで会ったが百年目じゃ。Ｈ３倉庫にはなにがあったのか教えてもらおうではないか。皇女の私が唯ゆい一いつ行けなかったところじゃ」

「あれはマグダ殿下の私物が収おさめてあったのです。殿下はいずれ研究所が狙ねらわれると思し慮りよされて、中身を移されたのですよ。ええ、ここに。この中央から忘れられた僻へき地ちの星の僻地の山合いに」

　目をぎらぎら光らせてナオシスタを見つめている老人に、高知は危き険けんを感じた。このまま喋しやべらせていてはいけない──

　そのとき、火花が咲き、老人の体が突とつ然ぜん燃もえ上がった。青白い炎が全身を包む。そして、彼を押さえていた高知も。

「うわあっ！」

　視界いっぱいに火花が散り、埋うめ尽つくされる。意識が真っ白になり、高知は倒れた。







　　　９　忠犬高知







「高たか知ち！」

　ナオシスタは叫さけんだ。突とつ然ぜんのできごとだった。

　地に這はいつくばるトズヴァがまず燃もえた。パチパチと小さな火花が空中で散ったかと思うと、一いつ瞬しゆんで青白い炎が彼を吞のみこんだ。

　次にトズヴァを押さえていた高知が燃えた。トズヴァを包んだ炎が延えん焼しようしたのではない。高知の周囲でも火花が散り、炎が発はつ生せいしたのだ。

　トズヴァはあっという間に燃もえ尽き、香こうの燃えかすのごとき均きん一いつな白い灰になってしまった。一方、高知はなかなか燃えなかった。やはり普通のアーシスと構こう成せい物質が異なるせいか、炎が体表を撫なでるだけで、灰にはならなかった。だが、やはり服も髪も色が抜け、ついには高知も目を剝むいて倒れた。

「高知！　高知！」

　ナオシスタは倒れて微び動どうだにしない高知に駆かけ寄よろうとした。だが、その肩を摑つかんで留とどめる者がいた。

「ナオシスタ殿でん下か、危あぶのうございます」

「なにやつ！」

　驚おどろくよりも怒いかりが勝まさった。振り返ると、一度だけ見た顔があった。そのアーシスをナオシスタは激はげしい憎ぞう悪おでもって睨にらみ上げた。

「オム・クロジー！　きさまか！」

「わたくしごときの名を覚えていただけたとは、誠まことにありがたき幸せでございます」

　なにごともなかったように細い目でにこやかに応こたえる貿ぼう易えき商しように、ナオシスタはますます怒りを逆さか撫なでされた。なぜこの男が十歳の自分を「ナオシスタ」などと言えるのか、疑ぎ問もんは抱いだいたが、それを言げん及きゆうするのは煩わずらわしかった。この手の者はどこからでも機き密みつを知ってしまうものだ。

「やはりわたくしを追ってきてくださいましたね。マグダ殿下ご注文の品がお気になりましたか。それとも──ウレイク皇こう帝ていの悪あく行ぎようについてお聞きになりたいと？」

「なんのことじゃ！　きさまこそ私のあとをこそこそつけてきたのであろう！」

　ナオシスタが反はん論ろんすると、クロジーは奇き妙みような表ひよう情じようになった。どちらも相手が自分のあとをつけたと主張するということは、ここで出くわしたのは偶ぐう然ぜんということになる。

　では、なぜこの男ここにいるのだ。

　そこに、銃じゆうをかまえた者たち十数人が部屋に入ってきた。灰色の戦せん闘とう服ふくで彼らの全身を包んでいたが、典てん型けい的てきなヒューマノイド型であることは分かる。全員アーシスだ。オム・クロジーの私兵か。

　兵士たちは銃じゆう口こうを決してナオシスタに向けはしなかった。「ハナリ」を取り囲み、クロジーの指示で銀色に輝かがやく筒つつにすばやく詰つめこむ。

　ナオシスタは拳こぶしを握にぎってクロジーを怒ど鳴なりつけた。

「きさまがその生き物を放って七人を殺させておったのか！」

「まさか。ハナリは美しい生き物です。相手の望みのままの美しさを見せてくれる、夢ゆめを食べて生きる希き少しような生命。人殺しなどとんでもない。これを手に入れるのにずいぶんと遠くまで出かけました。あれは悲しい事じ故こだったのです」

　クロジーは大おお仰ぎように悲しげに答えた。

「彼らは見てはいけないものを見てしまった。その愚おろか者がハナリを外に出したりしなければ、こんなことにはならなかったのに」

「では、きさまらが殺したのだ！　その手を離はなせ、オム・クロジー！」

「銀ぎん河が帝てい国こくの次の皇帝たるお方が、そのように取り乱されるとはいかがなされました」

「私は皇帝になどならぬ！　私の従じゆう者しやを殺しておいて、その言いぐさはなんだ！　きさまは牢ろうに入れたはずだ、逃とう亡ぼうの罪つみとともにここで手打ちにしてくれる！」

「従者？　わたくしどもの調べましたところでは、こちらに殿でん下かが連れてこられた従者はＲセシルとプジ人のルーヤだけでは？」

　一瞬ナオシスタは返事に窮きゆうした。高知の身分は今でも「備び品ひん」だ。だが、彼女たちの様よう子すを見ていたのなら、高知が彼女の所しよ有ゆう物ぶつだと分かったであろうに。

「確かに従者ではないが、私のものを勝手に焼き払うとはいい度ど胸きようだ。そこへ直れ、セシル！」

「ただ今ここに」

　呼ぶと同時にＲセシルが本船ハシリスクから瞬しゆん間かん移動して現れる。ロボットだからこそできる荒あら技わざだ。

「六ろく曜よう博士を呼べ、高知が殺された！　それから、こやつの首を斬り落としてくれる、剣をよこせ！」

　怒りに任せてナオシスタは怒ど鳴なった。剣の訓くん練れんは儀ぎ礼れい用だが、アーシスの首ぐらいすっぱり簡かん単たんに斬り落とせる高性能の刃で殺してくれる。

　だが、Ｒセシルは動かなかった。

「どうした、セシル！」

「ナオシスタさまの命令を受けつけられません」

　Ｒセシルはいつもの調子でそう答えると、目から光が失われた。機き能のうが停止してしまったのだ。

「セシル!?　おまえはどうしてここぞというときに壊こわれるのじゃ！」

「それはＲセシルの設計がおまえをあるじとしていないからだ。だから、いつまでも手て懐なずけられはしない」

　ナオシスタは硬こう直ちよくした。それからすさまじい剣けん幕まくでクロジーを仰あおぐ。貿易商は急いで顔を横に振ふって、

「いえ、わたくしではありません。今のは──」

「ナオシスタ、我わが娘むすめよ」

　クロジーの肩かた越ごしに聞こえる声に、ナオシスタは再度身を強こわばらせた。聞きたくない言葉を聞いた、その反射行動だった。

　部屋に悠ゆう然ぜんとした足取りで、アーシスの男が入ってくる。ナオシスタは固かた唾ずを吞のんだ。この男の顔を知っている。いや、あり得ない。ここにその男がいるはずがない。

「違う──これは幻げん覚かくか、偽にせ者ものだ……」

　ナオシスタは呻うめいた。口の中がからからに乾かわいている。頰ほおが引きつる自分を叱しつ咤たしながら、クロジーに嘲ちよう笑しようを向ける。

「残念だな、オム・クロジー。これもハナリの力か？　私は騙だまされぬぞ。父上がここにいてたまるか」

　彼女は吐はき捨すてるように言った。父皇子マグダは十五年前に死んだ。その彼が生きているはずもない。大体、十五年前と同じ容よう姿しでいるものか。

（いや）
















　ナオシスタは我が身のことを思いだし、唇くちびるを嚙かみしめた。本来なら二は十た歳ちになっているはずの自分が十歳の姿でいるのだから、なんの意味もない反論だ。

「こちらは正しよう真しん正しよう銘めい、ナオシスタ殿下の父君、マグダ・パナウラー殿下であられます」

　クロジーは腹立たしいほど慇いん懃ぎんにこうべを垂たれた。マグダの姿をした者が笑う。ナオシスタはどぎまぎした。死んだ父の記き憶おくはない。だが、記録映えい像ぞうはいくらでもある。

　メモリチップに刻まれた父はこんな風に笑っていた。唇の右端が左端より少し高く上がる笑い方。

「我が娘ナオシスタよ」

　マグダの姿をした者がよく通る声で言った。堂どう々どうたる声は廃はい墟きよに響ひびき、奇き妙みように威い風ふうを帯びる。こんな風に皇子は演えん説ぜつしていた。

（騙されるな！　喋り方なんかすぐに真ま似ねできる！　顔かたちだって簡かん単たんだ！）

　他人が誰かに成り代わることなんて、お茶の子さいさいの時代だ。彼女だってロボを分身として世せ間けんを欺あざむいている。この「マグダ」もロボットではないのか。

「よく聞いてほしい。私はあの火事を生き延のびたのだ、おまえと同様に」

「噓うそだ！　全員死んだのだ、私だけが唯ゆい一いつ脱だつ出しゆつすることができたのは、ガドのおかげじゃ！」

「ナオシスタよ、おまえの幸運がほかの者にあってはならぬのか」

「……」

　そんな言い方は卑ひ怯きようだ。ナオシスタは拳こぶしを握にぎりしめ、うつむいた。なんとか言葉を絞しぼりだす。

「遺い体たいが見つからなかったのは事実じゃ。だが、それは皆じゃ。骨一つ残らず焼けたのだ。父上の遺い産さんの噂うわさはあっても、本人が生き延びたなどという噂は一つもなかったぞ」

「実は、ノンカ研究所とエキドナ宮の私の部屋とは、隠かくし通路でつながっているのだ。なんとかそこから逃げて助かったのだよ。体のあちこちをやられて、かなりのパーツを取り換かえたが」

「マグダ」は自分の体を叩たたいて笑う。だが、すぐに顔を曇くもらせて、

「フラウとおまえを助けられなかったのは、ずっと後こう悔かいしていた」

「そ──そんな、こと、信じるか……」

　ナオシスタは唇を嚙みしめた。隠し通路のことはぼんやり覚えている。この目で見たわけではない。父親がエキドナ宮と研究所をやけに早く移動していたので、当時の彼女の従じゆう者しやガド・ハイダ・ウルテンに尋たずねたのだ。すると、

「マグダさまは秘ひ密みつの通路をお持ちなのです。その場所は誰だれも知りませんし、マグダさま以外の者が通れば恐ろしい罠わなに捕つかまってしまうのです」

　と答えたものだ。その「恐ろしい罠」というのが気になって、今まで覚えていた。

「マグダ」が首を傾かしげる。

「Ｒセシルが動かないことが証しよう拠こにはならぬか」

「……」

　Ｒセシルはマグダ皇子の所有物として設計され、放ほう置ちされていたのを、ナオシスタが譲ゆずり受けたものだ。だから、いろいろと不具合が出て面めん倒どうだったが、彼女は気に入っていた。

　ナオシスタの命令を聞くことはむろんだが、それ以上に深いところでマグダ皇子の命令が第一優ゆう先せん順位になっているとは技術者から聞いていた。だが、死んだ人の命令は受けられない。だからそのままでかまわないと放置していた。それが、こんなところで。

（まさか本当に？　ロボットなら生体波が違う、セシルは反はん応のうしない。まさか！）

「マグダ殿下が生きておられたという事実はひた隠しにされていたのです。あの憎にくき弑しい虐ぎやく者しやの目をくらます為ために」

　オム・クロジーはおもしろくもおかしくもない表情で、淡たん々たんと告げた。ナオシスタは顔を歪ゆがめ、

「叔お父じ上うえが父を殺すはずがなかろう！　火事のとき叔父上は何歳だと思っている！」

「十一でありましたな。十一なら存分に帝てい位いを狙ねらうこともできましょう。おかしいと思われたことはありませんか。マグダ殿下の死以い降こう、立て続けに帝位継けい承しよう権けんのある皇子皇女さまがたが亡なくなられ、爵しやく位いすら難むずかしいと思われていたウレイク皇子が帝位を継ついだ。そのような好運が本当にありますかな」

「あれは後宮の内うち輪わ揉もめじゃっ。後宮そのものが内部から爆ばく破はされたのだから、大おお勢ぜい犠ぎ牲せいが出たのは当然だわ」

「では、ナオシスタ殿下を十年も眠らせ、サイボーグにしたまま生身にも戻もどさせず、ひたすら表舞ぶ台たいから隠しているのはなぜですか」

「私を狙ねらう輩やからと利用しようとする輩から私を守る為ためじゃ。サイボーグのままなのも危き険けんから身を守るにはこの方がいいからじゃっ」

　嚙みつく勢いでナオシスタは反論した。オム・クロジーの細い目がうっすらと開く。冷たい灰色の瞳ひとみに見み据すえられ、ナオシスタはひるんだ。

「それが体ていのいい言葉だと分かっておられるのでしょう。ウレイク皇帝は帝位継承の最大の障しよう害がいである殿下も殺すはずだった。ですが、殿下は奇き跡せき的てきに生き延びられ、彼は殿下を利用することにした。殿下がおられれば、帝位を巡めぐってごたごたがあっても、殿下が注目されるだけでウレイク皇子にまでは皆気が回らない。そして、最後にあなたに──あなたの影かげ武む者しやロボットに、皇太子冊さく立りつを拒きよ否ひさせる。そうやってあなたが眠っていた十年間に彼は帝位に就ついたのです。あなたを利用したのはウレイク皇こう帝ていその人ではありませんか」

「それはこじつけだ！」

　滔とう々とうと捲まくし立てるオム・クロジーに、ナオシスタはそれ以上の反論の言葉が出てこなかった。

　彼女とて本当は疑ぎ問もんだった。なぜ十年も寝ねかされていたのか。冷れい凍とう睡すい眠みん中にしか治ち療りようできない難なん病びようもある。だが、彼女の場合火か災さいと脱だつ出しゆつ艇ていの事じ故こで、結局サイボーグになっているのだから、十年眠らなくてはならない理由はないのだ。「ナオを狙う輩がいたから」と言われて、信じ切っていただけだ。それがウレイクの言葉だったから。

「雌し伏ふく十五年、マグダ殿下はわたくしとともに外銀河を回りながら時を待っておられたのです。そして、時は来たのです。残念ながら、死亡と認にん定ていされたマグダ殿下が帝位を得ることは難しいでしょう。ですが、ナオシスタ殿下、あなたならマグダ殿下の意志を継つぐことができる。さあ、なにも心配なさることはない、マグダ殿下があなたのすべてを裏うらからサポートします。今こそ殿下は簒さん奪だつ者しやから帝位を奪だつ回かいされるときです！」

「わ、私は、ウレイク叔お父じを、信じて……」

　自分でも驚くほど声が弱々しくて、ナオシスタの言葉は尻しりつぼみになった。

「ナオシスタ」

「マグダ」が手を広げてほほえんだ。ナオシスタは後ずさりする。

「会いたかったよ、ナオシスタ。私がそばにいれば、そのような姿で苦労することもなかっただろうに」

「これは、別に、気にしてはおらぬ……」

「だが、これからは安心しなさい。私がおまえを守ろう。おまえが十歳さいであると皆に伝え、すぐにでも生身に戻そう。おまえは私の大切な娘で、帝国の冠かんむりをいただく者だ。もう日ひ陰かげの世界に追いやったりなどせん。おまえが皇帝になる為に、私は戻ってきたのだから。さあ、お父ちゃまと来てくれるね？」

　お父ちゃま。不ふ意いによみがえる懐なつかしい響ひびきに、ナオシスタは腰こしが抜ぬけたように座すわりこんだ。




　　　　※




　三十分後。

　生きて動いている者のいなくなった廃はい墟きよに、ぺたぺたと足音が響く。足音は迷まようことなく暗い廃墟を進み、真まっ直すぐ高知と老人が灰になった部屋へとやってきた。

　そこにはもう誰だれもおらず、部屋の真ん中にヒューマノイド型の形をした灰が積つもっているきりだ。

「うむ、よく焼けておる」

　円い大きな目を光らせながら、火曜博士は満足げに言った。銀河標ひよう準じゆん時で日付が変わったので、すでに火曜博士の当番だ。

　彼はぺらぺらと薄うすい紙様の手で、高知の灰をまさぐった。左の脇わき腹ばらがあった辺りをさすると、灰が落ち、ファスナーが現あらわれる。

「やれやれ、困こまったものだ。これじゃあ開けられないわけだ」

　火曜博士はファスナーの嚙かみあいに積もった灰を丁てい寧ねいに選より分わけた。そして、ファスナーを下ろすと、その中からにょきりと白い頭が現れて、火曜博士と瓜うり二ふたつの博士が飛びだした。

「やれやれ、やっと開かい通つうしたか」

「高知が死ぬと不ふ便べんだぞ」

　さらに三人目の博士が出てくる。三人目が出ればあとは四人目、五人目、六人目と、六曜博士全員が出てきた。彼らは高知の灰を囲んでおのおの腕うでを組み、口を曲げて、

「やはりファスナーを下ろす人間は必要だな。どんなトラブルがあるか分かったものではない」

「見にくるのが手間だな」

「死んでも遠えん隔かく操そう作さができるようにするか？」

「まあそれなら高知を生き返らせた方が早い」

「よし、生き返らせよう。なに、一分もあれば生き返るさ」

「そうとも、俺おれたちは天才だからな」

「俺たち天才！」

　天才天才、とわいわい六曜博士たちは囃はやし立て、櫓やぐらを囲かこんでの盆ぼん踊おどりさながらくるくる回る。それがしばらく続いたあと、急に高知の灰がむっくりと体を起こした。そして、苛いら立だたしげに、

「おやめください、六曜博士。私に一言、元に戻もどれと仰おつしやればいいじゃないですかっ」

　苛立ちというよりは半泣きの響きを含ふくませながら、彼は言った。六曜博士たちは踊るのをやめた。

「おう、長官か。どうだね、焼き殺される感かん覚かくは」

「またとない感覚であろう」

「どこか不具合はないか、俺が融ゆう合ごうしてやるぞ。俺に任まかせろ」

「待て、火曜博士は高知の当番だ。俺がやってやる、水曜博士に任せろ」

「長官で高知をラッピングするアイデアは俺が出したんだ、俺にやらせろ」

「それなら俺は高知と融合してやる。どこか怪け我がはないか」

　よってたかって絡からみつこうとする博士たちに、灰は身をよじって喚わめいた。

「だからおやめください！　私はどうということはありませんっ、擬ぎ態たい映えい像ぞうが焼けただけです！」

　身をよじったせいで灰がぼろぼろと崩くずれ、床に降り積もった。灰が落ちると薄うす皮かわを剝はいだごとく高知の姿が現れる。火傷やけど一つしていない。

　灰が落ちたところで高知の体がぐらりと傾かしいだ。グオ長官の支えがなくなったせいだ。床に倒れたところで意い識しきを失っていた高知が目を覚さます。

「あいたっ！　な、なんだ？」

　なんの痛みか分からないようで高知はきょろきょろし、六曜博士たちに囲まれていることを知って呆ぼう然ぜんとする。

「あ……れ？　六曜博士？　ぼくは一体……？」

「おう、高知。焼き殺される感覚はどうだったかね」

「え？　ぼくは焼き殺されたんですか？」

　目を円くする高知。今ひとつ事じ態たいを分かっていないらしい。

「正しくは、焼かれたのは長官だ」

「長官をまとっていてよかったであろう」

「これであいこだ、貸かし借かりなしだ」

「長官……」

　高知はぼんやりと呟つぶやき、頭を搔かいた。落ちた灰を集める博士たちを見て、

「ええと……ぼくはグオ長官と融合してて……？」

「いったん分ぶん離りできたが、ノンカ研究所跡で長官が爆ばく破はされてばらばらになっただろう」

「俺たちが拾い集めて、ともかく死なないように高知に貼はりつけておいたじゃないか」

「ヨガマ人は自じ律りつ生せい命めい維い持じが不可能になると、寄き生せい形けい態たいになるからな」

「ああ……そういえば……」

　ようやく思いだしたようで、高知は自分の体をぱたぱたと叩たたいた。

「それで、長官は？」

「灰になったが、まあ本人は至いたって無事だ。不定形生命体はしぶとい」

「俺たちが融合してやると言ったのに断られた。高知、もう一度まとっていてやれ」

「はあ……」

　博士が灰を手渡すと、高知がなにかする前に勝手に灰が全身に這はい上がり、透とう明めい化かして高知の体と同化してしまった。ヨガマ人が寄生しているとは誰だれにも分かるまい。

「それでなにがあった？　ナオシスタ殿でん下かはどうした」

「え？」

　慌あわてて高知がナオシスタの姿を探す。なにも記き憶おくにないらしい。代わりに、

「ナオシスタ殿下は貿易商とマグダ殿下にさらわれた。二人でウレイク皇こう帝ていに謀む叛ほんを起こすそうだ」

　彼の口を借りてグオ長官が説明した。高知は目をぱちくりさせ、六曜博士たちも揃そろって首を傾げた。

「マグダ殿下って──ナオさまの父親の？　彼は亡なくなったんじゃあ……？」

「生きていたそうだ。本物とは思えぬが、Ｒセシルが奴やつの命令で動かなくなった」

「ほう、セシルは元々マグダ殿下のものだからな。本物の可か能のう性せいが高いぞ」

「マグダ殿下と同じ生体波を備えている可か能のう性せいもあるぞ」

「どうりでハシリスクの出力が落ちたはずだ」

「セシルが停止するとハシリスクの機き能のうも八十パーセントがダウンしてしまうから、まったくいい迷めい惑わくだ」

「おかげで我われ々われが歩いてここに来る羽は目めになった」

「セシルの無能め、俺たちが作れば完全自律型執しつ事じロボットにしてやるのに」

「執事のすべてを会え得とくした完かん璧ぺきなる執事ロボだ。そんなことまでできる俺たち、やっぱり天才！」

「天才！　執事ロボ！」

　わいわい喜ぶ六曜博士たちを尻しり目めに、高知が身を屈かがめてなにやら探し始める。

「どうした、高知。落とし物か」

「なにか手がかりがあるか探してるんですっ、ナオさまを助けないと！　その人が本当にマグダ皇おう子じかどうか分かりませんが、このままじゃナオさまが謀叛の張本人にされてしまう！」

　そう言って、高知は犬のごとく這はいつくばって部屋を漁あさる。

「やめろ、そんなことをしても無む駄だだ」

　寄生しているグオが高知の唇くちびるを借りて忠告した。

「今ごろナオシスタ殿下は空の彼方かなただ。ふん、どうりで旧マグダ派に動きがあったはずだ、あんな切り札があったとはな」

「長官は本物だと考えているんですかっ」

「本物でも偽にせ者ものでも、ナオシスタ殿下がどこにおられるかが問題だ。ウレイク陛下を弑しいしたてまつるというのなら、我々は全力で排はい除じよする以外ない」

「ナオさまにそんなつもりはありません！　あなたはどちらにしろナオさまを排除したいんだ、そうだろう！」

「分かっているなら聞くな」

「この間だって、ナオさまをどさくさ紛まぎれに暗殺しようとしたくせに、のうのうとナオさまの近くをうろついているなんて、どういう神しん経けいしているんだ！」

「ヨガマ人の神経はアーシスと異なって化学物質による伝でん達たつではないぞ。オセノトと呼ばれる光子対生成の──」

「うるさい！」

　一人の口で二人分の喧けん嘩かをしているところに茶々を入れた六曜博士を、高知は怒ど鳴なりつけた。六曜博士が全員まん丸の目をさらに円くして、動かなくなる。グオも驚いたのか、押し黙だまった。

　高知は天てん井じように向かって──そこにグオがいるとでもいうかのごとく、憤ふん然ぜんと、

「ナオさまは可哀かわい相そうな方なんですっ。両親を亡なくされ、たった一人の肉親とは周りに敵てき扱あつかいされて、ほかには従じゆう順じゆんな従者ばかりで誰だれもあの子を止めも叱しかりもしない。そのうえ、今度は本当に敵にされてしまうなんて、あまりにも酷ひどいじゃないですか！　彼女だって好きで皇こう女じよに生まれたわけじゃないでしょう！」

「……そうだな。殿下は可哀相な方だ」

　わずかな沈ちん黙もくのあと、グオが少々呆ぼう然ぜんとした声色で答えた。

「まだ謀叛を起こすと決まったわけではない。だが、そのつもりだと分かったときは、我々は全力でもって皇女殿下とその一味を殲せん滅めつする」

　きっぱりとグオは断言した。自分の口から出た歯はに衣きぬ着せぬ物言いに、高知が苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような表ひよう情じようになる。そして、頭を二回だけ搔かくと、大きく息をついた。

「あなたは、そういう性格なんですね」

「これがヨガマ人の性格だ」

「じゃあ、ナオさまを助けるのを手伝ってください。アウタ・ファバル融ゆう合ごうのときの貸しがぼくにはありますよね」

「分かった。借りは返す」

　グオが素す直なおに了りよう承しようした。ヨガマ人の使い方はコツを覚えれば簡かん単たんだ。彼らは「正義の人」だから、約束を違たがえたり彼らの道理に沿そわないことはしない。

「では、ナオシスタ殿下の行方ゆくえを捜さがそう。ハシリスクはダウンしているのだな。ならばエキドナ宮に戻った方が探たん査さしやすい」

「待ってください、エキドナ宮だとことが大きくなってしまいます。なにか別の方法でお願いします」

「ナオシスタ殿下の足取りを追いたいのなら、簡単だぞ」

　六曜博士が口を挟はさんだ。彼らはじっと高知を見つめ、目をきらきらさせながら、

「おまえと殿下には深い絆きずながある」

「絆？」

「殿下はおまえがたいそうお気に入りだ」

「人の思いは人に届く。それが絆だ」

「高知も殿下には特別に入れこんでいるようだからな」

「い、入れこむって、ぼくはただ、ナオさまが可哀相だと思って……」

　しどろもどろに高知は答える。六曜博士は六人いっせいに首を傾かしげた。

「皇女であるのは可哀相なのかね？」

「飯は毎食出てくるし、同じ服は二度と着ないし、みんなに守られてちやほやされるぞ」

「最新技術も思いのままに使えるし、なんでもかんでも買えるぞ」

「貧まずしくて食うことも困こまる人間は山のようにいるぞ」

「それでも殿下が可哀相と思うのは、おまえが殿下に特別な感情を持っているからだ」

「愛だ、愛があるのだ」

　言ってから、六曜博士が全員白しら玉たま団だん子ごのように白い顔をぽっと赤らめた。デルペカ人のその表現が本当に「恥はじらい」を示しているのかは分からないが、高知はどっと脱だつ力りよくした。

「照てれるくらいなら言わないでください！」

「愛があるのだろう？」

「ぼくが好きなのはケイマリリですっ」

　高知も頰ほおを紅こう潮ちようさせて反はん論ろんした。六曜博士たちは顔を見合わせ、ぽん、と手を叩たたいた。

「おう、そうだった」

「サカンダールの姫ひめがいたな。つまらん」

「つまらん、せっかく姫に恩を売ってやろうとしたのに」

「な、なんの恩ですかっ」

「じゃあ高知のは同情だな。同情も特別な感情には違いない」

「念じてみろ、そして感じてみろ」

「なんなんですか、一体……」

　六曜博士が言い立てると、高知は釈しやく然ぜんとしない面おももちで、だがとりあえず手を尽つくすつもりか、目を閉じて念じ始めた。それを六曜博士全員が見守る。

　しばらくして、高知が驚いた様子で目を開けた。そして、さらに廃はい屋おくの奥おくを指して、

「あ、あれ……？　なんか、こっちの方に、ナオさまがいるような気がしてきた……？」

「ほら見ろ、受信できたぞ」

「やった、うまく回路が開いたぞ」

「帰き巣そう本ほん能のうを増ぞう幅ふくできたぞ。アーシスの乏とぼしい帰巣本能を増幅するのは至し難なんの業わざだった」

「やはり忠ちゆう犬けん機き能のうを組みこんだのがよかったのだろう」

「忠犬機能？」

「『主人のもとにとにかく帰れる』機能だ。ついでに、主人を無む条じよう件けんに守る機能もついている」

「よかったな、高知。これでおまえも立りつ派ぱな殿下の忠犬だ」

「忠犬万ばん歳ざい。俺たち天才！」

「人になに得え体たいの知れない機能を組みこんでるんですか！」

　高知は顔を真っ赤にして怒ど鳴なったが、六曜博士たちは「天才天才」と高知の周りをぐるぐると踊おどって聞く耳を持たなかった。がっくりする高知に、グオ長官が、

「どうした、分かるなら早く追いかけろ」

「……こっちです」

　高知は情けない表情で六曜博士たちを乱らん暴ぼうに押しのけると、ナオシスタの気配を追って歩きだした。そのあとを六曜博士の六人がぞろぞろ列をなしてついていく。

　彼らは廊ろう下かを進み、階かい段だんを降りて、地下へ地下へと向かっていった。道案内をする高知が不安そうに、

「下に向かってるということは、まだナオさまはこの星にいるんでしょうか」

「それは違うぞ。ナオシスタ殿下が通った軌き跡せきを追っているからだ。殿下は寄り道をしたんだろう」

「寄り道ですか……」

　道は壁かべで終わっていた。地下四階の、妨ぼう電でん磁じ波は処しよ理り室しつで行き止まりだった。高知は特とく殊しゆ加か工こうされたタイル壁を指して、

「この奥です。隠かくし扉とびらがあるかもしれません」

「あります」

　突とつ然ぜん降ってきた第三者の声に、高知は飛び上がった。六曜博士たちが暗く判はん然ぜんとしない天井を仰あおぎ、剝むきだしの梁はりに向かって、

「おう、ルーヤか。おまえがここにいるということは、殿下は近いのか」

　ルーヤはナオシスタの姿なき護ご衛えいだ。正体が分かった高知が安あん堵どの息をつく。Ｒセシルが壊こわれても、まだ彼女がいたのだと安心したのだろう。

　だが、彼女は消え入りそうな声で、

「ナオシスタさまは私を最後までお呼びになりませんでした」

　そう答えた。

「そして、この先に私は入れませんでした。アーシスの方ばかりでしたので。置いてけぼりを食って当とう惑わくしていたのです。皆さまが来てくださって助かりました」

「なんだ、役に立たぬ護ご衛えいだな」

　グオが辛しん辣らつに言うと、天井で恐きよう縮しゆくする気配がした。火曜博士が手を振ふり、

「まあそう言うな。ルーヤは護衛というより御お庭にわ番ばんなのだ。アーシスの命令がなくては行動もできん。で、この壁の通り方は──」

　そう言いかけたところで、壁が二つに割れた。まばゆい光が溢あふれる。

　そして、光の中に佇たたずんでいたのは、つるりと表面の滑なめらかな、灰色の筒状のものだった。それを見た高知が頰を紅潮させる。

「あ……『ハナリ』？」

　そう声をかけるが、灰色の柱は体を震ふるわせると、のろのろと扉から出て、廊ろう下かの方へと行ってしまった。

「なるほど、外からは難しいが、内からは簡単に開けられるということだな」

　そうグオが判はん断だんする。

「じゃあ、今のうちに……」

　ハナリが名残なごり惜おしいのか、高知はちらちらと振り返りつつ、隠し扉の中へと入った。六曜博士たちもあとに続く。

　そして。

「な──なんだ、ここは！」







　　　10　マグダコレクション







「な──なんだ、ここは！」

　驚きよう愕がくの声を上げたのはまたもやグオだった。高たか知ちは口をぽかんと開けたまま、言葉が出ない。そして、六ろく曜よう博士はかせたちは壁かべを見上げて、感心しきりに、

「ほほう。これはすごいコレクションだな」

「古こ今こん東とう西ざい、選えらび抜ぬかれたものが揃そろっている」

「我われ々われが知らぬ種しゆ族ぞくもあるぞ」

「帝てい国こく外がいからも集めているぞ」

　わいわいと「コレクション」を見て回っている。

　隠し扉の奥にあったのは、煌こう々こうと照明がつき、ウナギの寝ね床どこのように細長い部屋だった。そして、ドーム状の壁天てん井じようにびっしりとカプセルが並べられてある。

「これは……？」

　高知は呆ぼう然ぜんと呟つぶやき、部屋を見回した。透とう明めいで中身が見えるカプセル一つ一つに収められているのは人間だった。ヒューマノイド型が圧あつ倒とう的多数を占しめるが、アーシスは見あたらない。セレス人、ドクルノ人、リンケフェノミ人、サカンダール人もいる。高知が知らない人種も多い。皆、カプセルの中で微び動どうだにしない。死んでいるようにも見えないが、生きているとも思われない。

　彼らに共通するのは「美しい」だ。そう、高知の目で「美しい」と思うのだから、「美」の基き準じゆんはアーシス視し点てんということである。

（作り物……？）

　高知はカプセルに手を伸のばしてみたが、それをグオが妨さまたげた。彼は高知の手に力を込こめて動きを封じ、

「やめておけ、どんな仕し掛かけがあるか分からん」

「それはそうですが……博士、この人たちは本物ですか。フィギュアじゃなくて？」

「フィギュアではないぞ。これは生きた標ひよう本ほんだ」

　それぞれが興きよう味み津しん々しんにカプセルを覗のぞきながら、六曜博士の一人が答える。高知は顔を歪ゆがめた。生きた標本──白の桜が言った言葉がまたもやよみがえる。「マグダ皇おう子じは美しい異い人じん種しゆを愛めでだして」と。

　グオも同じ結けつ論ろんに達したのだろう、

「ふん、これがマグダコレクションというわけか。コレクションとはよく言ったものだ。変へん態たい皇子め」

　忌いま々いましげにグオは吐はき捨すてた。やはりそうかと高知も落らく胆たんする。恐るべき秘ひ密みつ兵へい器きなどと言われていたが、唾だ棄きすべきコレクションだ。こんなものが見つかってはマグダのイメージは地に落ちるだろう。

「じゃあ、あの老人は、このコレクションの管かん理り人にんだったんですね。ハナリはコレクションの一つだった……？」

「ハナリはああやってよく逃げだすのだろう。トズヴァがそうさせていたらしい。外に出ていったところを目もく撃げきされて、クロジーらが目撃者を消していったのだな」

「それが、連続殺人事件の真しん相そう……」

　天井付近のカプセルを眺ながめていた高知は、くらりと目眩めまいがして膝ひざをついた。ばかばかしい、だがなんと恐ろしいコレクションだろう！　人を生きたまま標本にするなどと！

「どうしたかね、気分が悪いかね」

「感情デバイスの調子が悪いか。今すぐ直してやろうか」

　ここぞとばかりに六曜博士たちが高知に寄ってくる。高知は頭を振って、

「ぼくより、博士、この人たちを今すぐ解かい放ほうできませんか」

「俺の推すい測そくが正しければ、これを解かい凍とうするのは少々手間がかかる」

「難むずかしいんですか」

「時間がかかるのだ。時間がない状じよう態たいにあるから、元の状態に一気に戻すと潜せん時じ病びようにかかる」
















「時間がないから時間がかかるのだ」

「潜時病？」

　聞いたことのない病名に高知は聞き返した。

「潜せん水すい病びようと一いつ緒しよだ。急に通常時間流に戻すと、生せい体たい波はが歪ゆがんで遅ち延えんする。すると五ご次じ元げん的てきに不ふ安あん定ていになって揺ゆらいでいるうちに、内ない部ぶ波は動どうが打ち消しあって溶とけてしまうのだ」

「有あり体ていに言えば死ぬということだ」

「だからゆっくり戻もどさねばならん。凍とう結けつしたのと同じ時間をかけてな」

「一般的な冷れい凍とう睡すい眠みんと異なる点は、時間そのものを止めてしまうから確かく実じつに未来まで保ほ存ぞんできるところだ」

「煮にることも焼やくこともできんぞ。火か事じの脱だつ出しゆつ方法にはぴったりだ」

「え？」

　高知は重要なことを聞き逃さなかった。

「もしかして、ナオさまが研究所から脱出したときも、この凍とう結けつ方ほう法ほうを使ったんですか？」

「そうだ、脱出ポッドに装そう備びされていたのだ」

「素人しろうとが解かい凍とうしたから、哀あわれにも潜時病に罹かかったのだ」

「おかげで元通りの位い相そうに戻もどる為ために十年もかかった」

「俺たちに任せておけばそんな失敗はしなかったぞ」

「時間凍結はメリットもありデメリットもある」

「つまり結論から言うと、このシステムを考えついたのは我われ々われだ」

「ええ!?」

　どういう仕し組くみかよく分からないし、なぜそこから結論が出るのか理り解かいできないが、高知は目を剝むいた。ふんぞり返っている六曜博士たちのぺらぺらと薄うすい手を摑つかんで振り、

「なんでこんなものを作ったんです！」

「マグダ皇おう子じが、美しい標本を作りたいというから作ってやったのだ」

「ほれ見ろ、誰だれ一人ひとり劣れつ化かしていない。腐ふ敗はいはおろか欠けることもないぞ」

「やっぱり俺たち天才！」

「なにが天才ですか！　さっさと元に戻してください！」

　踊おどろうとした六曜博士たちを高知が怒ど鳴なりつける。六曜博士たちは不満そうに口をぱくぱくさせながら、

「最近高知は生なま意い気きだ」

「助けてやった恩も忘れて」

「図ずに乗っているぞ」

「さっさとやる！」

　高知に再命令され、しぶしぶ六曜博士たちは動きだそうとした。それを止めたのはグオだった。

「お待ちください、博士。オクスドクス人です」

　グオが口を挟はさんだ。彼が指す先を見ると、五色にたなびく体毛を持つ、鹿しかに似た生き物が眠っていた。その神こう々ごうしい美しさに高知は見入りながら、

「オクスドクス……っていうと、外そと銀ぎん河がの、今攻せめてきているという噂うわさの？」

「そうだ。ふん、彼らの目的は行方ゆくえ不明になったオクスドクスの姫ひめの捜そう索さくだ」

「じゃあ、この人が？」

　高知はすっと血の気が引くのを覚えた。

「マグダ皇子はオクスドクス銀河の要よう人じんを誘ゆう拐かいしたってことですか!?」

「そのようだな、あの貿ぼう易えき商しようが集めてきたのだろう。彼らはそれを取り戻しにきたのだ。ばかばかしい、ようやく彼らの主しゆ張ちようの意味が理り解かいできたわ。くだらん言いがかりだと踏ふんでいたのに」

　もはや呆あきれて怒おこる気にもなれぬとばかりに、グオはぶっきらぼうに説明した。つまり、戦争の火ひ種だねがここにあるということか。

　マグダ皇子の注文品。あの貿易商の言葉が思いだされる。それがこれか。

「まさか、ほかにも要人が？」

「いないとは言い切れんだろう。確たしかに恐るべき秘ひ密みつ兵器だな、戦争を起こす為ための兵器だ」

　高知は慄りつ然ぜんとした。白の桜はなんと言っていた？　マグダ皇子は戦っていなければ不安でしかたなかったと言っていた。自ら災さい難なんを作りだそうとしていたのだ、皇子は。

　歪ゆがんだ愛あい情じようと歪んだ恐きよう怖ふ。皇族というものの重じゆう圧あつをこんな形で見る羽は目めになって、高知は憂ゆう鬱うつになった。ナオシスタが逃げたがっているのも分かる。ウレイク皇帝が素すっ頓とん狂きような振ふる舞まいをするのも分かる。そうやってガス抜きしないと、壊こわれてしまうのだ。

　そのナオシスタもこのコレクションを見たのだ。どんなにショックだっただろう。こんなことなら白の桜に聞いたことを伝えておけばよかった。少しは受けとめ方も違っただろうに。

（それにしてもすごい数だ……）

　見たこともない美しい生き物たちを眺めていき、高知は足を止めた。

　この美しい生き物の中に、なにか異い端たんなものが眠っている。醜みにくいとまでは言わないが、まったくもってむさ苦しいすね毛を持つアーシスのおっさんだ。顔の造ぞう作さくはどちらかといえばかなりハンサムだが、女性的な生物の中でははっきり浮いている。

「……あれ？」

　この顔をどこかで見たことがあった。とても近しい誰かに似ている気が──

「マグダ皇子!?」

　驚きよう愕がくの声を上げたのはグオだった。高知も瞠どう目もくした。そういえば、以前に見たマグダ皇子の映像の顔である。

「えっと、つまりナオさまを連れてったって人ですか？」

「いやいや、これは長いこと眠っているぞ」

　追いついた六曜博士が否ひ定ていした。どういうことだ。

「二人いるということは、片かた方ほうは確かく実じつに偽にせ者もので、もう一方も偽者という可か能のう性せいが高くなったな」

「いや違うな、これは一応本物だった」

　グオの言葉も六曜博士は否定した。高知とグオが同時に六曜博士を睨にらむ。そして、否定した六曜博士の頭を高知は摑つかんで、笑顔で、

「博士、妙みようにうまい具合になにか思いだしたみたいですが？」

「高知、目が笑ってないぞ」

「目ぐらい笑わなくていいでしょう。それで、なにが『一応』なんです？」

「これはマグダ皇子の脳を分ぶん割かつして作ったうちの一体だ。だから、四分の一だけ本物なのだよ。体はクローンボディだ」

「脳を分割？」

「マグダ皇子が若かりしころ、そう、ナオシスタ殿でん下かが生まれてしばらくしたころに戦争で死にかけてな。体はぼろぼろだったし、脳は四分の一がやられてたから、残りを三つに分割してそれぞれ体ごと造つくり直なおしたんだよ」

　平然と答える博士に、ほかの五人も頷うなずく。高知は頭がくらくらした。グオも衝しよう撃げきに言葉が出てこないらしい。では、マグダ皇子は三人いるのか。火事で死んだ皇子と、ここで眠る皇子と、そしてナオシスタを連れ去った皇子と。

「そ、それで彼らはどうなったんですか」

「それが三人とも皇子にはならなかったのだ」

　なぜか目を輝かがやかせて六曜博士は答えた。ほかの五人も嬉うれしそうに頷うなずく。

「どいつもこいつも『マグダ』にはならない、ただのアーシスの男になったのだな」

「記き憶おくがうまく引ひき継つがれなかったのだ」

「当たり前だ、記憶野がいちばん破は壊かいされたのだから」

「前の皇こう帝ていは科学というものを理り解かいしてなかった。壊こわれたものは直るものと直らないものがある」

「直らないものは新しく造り直せばいいのだよ」

「そうそう」

「それで！」

「一人は『マグダ』が必要だから、新しく記憶を植え直してやったよ。こんなこともあろうかと、皇子の記憶は一月ごとにバックアップしていたからな」

「壊れた脳からもできるだけ記憶を拾ひろったぞ。我々は良りよう心しん的てきだ」

「『マグダ』は普通にマグダ皇子として四年も生きた」

「残りの二人がどうなったかは知らん。俺たちの役目はそこまでだったからな」

「はて、ではなんでここにあるのかな？」

「はて？」

　六曜博士たちは揃そろって首を傾かしげる。高知は「そんなのマグダ皇子じゃない！」と怒ど鳴なろうとして、やめた。本当にそうだろうかと不安が湧わく。

　怪け我がをして体の一部分を取り換かえるのは普通の治ち療りよう法ほうだ。高知だってその一人である。どちらかというと、その最さいたる者だろう。体の大部分を交こう換かんし、脳だってほとんどが作り物だ──自分で確かく認にんしたことはないが。それを否定したら自分も否定することになってしまう。

　怪我をした人がいたら治したい。そう思うのが普通の人間だ。博士のしたことは正しい。問題は、

「なんだって三人も作ったんですか！　一つに戻したらちゃんと復ふつ活かつしたかもしれないのに！」

「だって美しく三つに割れていたんだよ」

「そうそう。三つずつ体を作れと割れ方が主張していたんだよ」

「兄弟は多い方がいいぞ」

「でも、あとで怒おこられたから、高知は一つしか作らなかった。あんなにばらばらになっていたのに」

「残念だ」

「残念残念」

「残念がらないでください！」

　ぜいぜいと肩かたで息を切らして高知は喚わめいた。そして、自分が無数に工場で製造されていく様よう子すを思い浮うかべてしまい、げんなりする。

「まあそういきるな。やってしまったものはしかたない。水に流したことだ」

「自分で水に流さないでください……」

「処分したはずのものがマグダ派の手に渡っていたのだな。厄やつ介かいな話だ」

　ようやくグオが口を挟んだ。

「なんにせよ、その男はマグダ皇子ではない。マグダ皇子とされる者は既に死んだ、皇子の名を騙かたれば詐さ称しよう罪ざいで即そつ刻こく死し刑けいだ」

「本人は自分をマグダ皇子だと信じているのでは？」

「主しゆ観かん的にどうあれ、客観的には異なる人物だ。情じよう状じよう酌しやく量りようの余よ地ちはあるが、存そん在ざいは消さなければならん」

「……」

　高知は反論しなかった。

　マグダ皇子は人が変わったと白の桜は言った。本当に人が変わったのだ。皇子に選ばれた当人も違い和わ感かんがあったのだろう。本当に自分はマグダなのか──だから、必死に皇子としての証あかしを求めていた？　コレクションの中に自分の分ぶん身しんを置いて、眺ながめながら？

（じゃあぼくは？）

　高知は我が身を考えた。体の大部分を取り換えられてなおも、前の高知と今の高知は連続していると言い切れるのだろうか。主しゆ観かんではそう思えるが、それは高知の記憶を持っているからというだけで、客観的に見たら十七年間生きてきた彼とは異なるかもしれないのだ。

　自分が自分でない違和感はないし、どちらかというとサイボーグであるという認にん識しきもともすれば忘れてしまうぐらい、以前と同じつもりでいるのだが──

（そんなこと考えてなかったよ……ぼくは、すりむいた膝ひざを治なおしてもらったのと同じくらいにしか考えてなかった）

　高知の戸と惑まどいを感じているのか、グオが提てい案あんした。

「ともかく皇女を追いかけよう。ハシリスクが使えぬのなら私の船を出す。ハシリスクほどではないが、機動性はある。行き先は分かるのだな」

「はい──たぶん」

　自信があるとは言いきれないが、高知は頷うなずいた。




　　　　※




　銀ぎん河が帝てい国こく領りよう域いき辺へん境きよう、トッド空くう域いき──

　銀河帝国に着々と侵しん攻こうしつつあるオクスドクス銀河艦かん隊たいの、針しん路ろに当たるこの空域を、貿易商オム・クロジーの貨物船がゆっくりと進んでいた。

　見た目も登とう録ろくコードも貨物船だが、一ひと皮かわ剝むけばその中身は攻こう撃げき戦せん艦かんである。恒こう星せい一つを破は壊かいできる爆ばく弾だんも搭とう載さいしているし、帝国を乗っ取る為ための情じよう報ほう戦用の設備も整っている。

「エキドナを籠ろう絡らくできるのも時間の問題だ」

　もっとも眺ながめのよい区画に設しつらえられた作戦室で、クロジーは大窓の向こうを凝ぎよう然ぜんと見つめる男に伝えた。前の皇太子と同じ顔をした男──「マグダ」だ。

「我がマグダ派がすべて動きだせば、ウレイク政権など赤子の手をひねるよりも簡かん単たんだ。所しよ詮せん、マグダ殿下が亡くなられた為にしかたなくできた政権、ウレイク陛へい下かには人心を集めるカリスマ性というものがない。パフォーマンスで人気取りをするしか政権を維い持じできんのだ。休戦条約だの、非ヒューマノイドの地位向上だのと、その場ば凌しのぎの人気取りにすぎない。問題の解かい決けつにはなにもなっていない、目くらましだ」

「マグダ派がすべて動いているわけではないのだな」

　大窓の向こうに広がる星の海うな原ばらを見つめたまま、マグダが揚あげ足あしを取った。クロジーは頰ほおを引きつらせながら、

「皆みなには連れん絡らくを入れてある。向こうもこちらを見み極きわめようとしているのだ」

「……やっぱり、やめるべきなんじゃねえかな」

　今までの自信に満ちた声こわ色いろから一変して、気き弱よわな声でマグダは呟つぶやいた。クロジーはまなじりを吊つり上げた。

「なにを今さら。ナオシスタ殿下が旗はた揚あげしてしまえばこっちのものだ。殿下が動けば皆も動く。引く謂いわれはない」

「ナオシスタ殿下は俺を疑うたがっている。ちゃんと筋すじ書がきどおりにやってくれるとは思えねえよ」

「あんたはマグダ殿下だ。半分は本当で半分は噓うそだが。あんたこそ帝位を主しゆ張ちようして旗はた揚あげしてもいいくらいなのに、嫌だと言うからナオシスタ殿下のご登場となったんだ。しっかりしろ」

「でも、俺はマグダじゃねえ。奴やつと同じ体を持ってはいるけどよ、本体の記き憶おくはねえんだ。すぐボロが出る！」

　マグダはうつむいた。

「金に釣つられた俺がバカだったんだ。処分場から逃がしてくれたあんたには感かん謝しやしているけどよ、あのまま妻や子とひっそり暮くらしていればよかった」

「その妻が死んでは元も子もないじゃないか。いい病院にも入れられたし、生体機械も随ずい分ぶんいいものを用意できたんだろう？　彼女が助かるなら魂たましいも売ると言ったじゃないか」

「あれは、言葉の綾あやで──」

　そう言いさし、マグダは頭を振ふった。クロジーは彼の肩を叩たたいた。

「ナオシスタ殿下が旗揚げするまでの辛しん抱ぼうだ。そうすれば『マグダ皇子』は用済ずみだ、あんたは解かい放ほうされる。自分の家に帰って、元通り『ノーマン・アボット』として生きるがいいさ」

「俺は『マグダ』にならなくてよかった。そう思っているよ」

　マグダは遠い目を窓の外に向けた。

「自分の境きよう遇ぐうに不満ばっかりだったけど、あのコレクション見て、考えが変わったよ。あんな風に壊こわれるなら、俺はただの庶しよ民みんになってよかったと思ったもの。一歩間ま違ちがえれば俺が『マグダ』になっていたかもしれねえんだし」

「我々にとっては、あのころの殿下の方が力強く感じたが。少々の悪あく癖へきには目を瞑つぶるさ」

　クロジーが皮肉めいた笑みを浮かべて言い返した。

「あんたはマグダ殿下とはまったく性格が違うが、仕し草ぐさや喋しやべり方かたなんかはそっくりだ。記憶を失った皇子と言っても皆が信じるだろうに、残念だ」

「俺は──」

　マグダが言葉をつなごうとしたときだった。船体に大きな衝しよう撃げきが走り、二人は床ゆかに叩たたきつけられた。




　　　　※




「うわあっ」

　激はげしい衝しよう突とつに、高知もひっくり返った。背負っていたウサギのぬいぐるみが潰つぶれ、ぐにゅうと嫌いやな音がする。

「おい、背中から転ぶな」

　潰れたウサギの人形が抗こう議ぎする。高知は慌あわてて起き上がった。

「す、すみません。いきなりだったので──って、なにしたんですか」

「奴の船の中にワープ転送した」

　平然と答えるウサギに、高知は仰ぎよう天てんした。宇宙船の中に宇宙船を転送するなんて話、宇宙航行の教科書の一番最初に「一番してはいけないこと」として載のっているではないか。

「そんな乱らん暴ぼうな！　一歩間違えたら大だい爆ばく発はつじゃないですか！」

「しないのがこの船の機能だ」

　ウサギは胸むねを反そらして答える。この船──特とく殊しゆ警けい察さつ長官グオ・ウフディポゴテンの所しよ有ゆうする機動船だ。異い様ように細長い流りゆう線せん型けいで、黒く光る船体は星ほし空ぞらに溶とけこみ、まるで夜の海を泳ぐ太た刀ち魚うおのような不ぶ気き味みさがある。その船をトッシュカニカナル星まで呼び寄せて、ナオシスタを追つい跡せきした挙あげ句く、ワープ転送で敵船に突つっこむという暴ぼう挙きよに出たのだ。

　もちろん、それを指示したのは船の所有者のグオ長官であり、高知の背中に紐ひもでくくりつけられてあるウサギであった。彼はようやく高知から離はなれ、機動船にあったウサギの人形の中に間に合わせに寄き生せいしていた。綿の足では自力で歩けないので、結局高知の背中にくくりつけられているが。

　こんなヨガマ人のように体があるようなないような人間を見ていると、死ぬ前の自分と今の自分は連続しているのかなんて悩むのがばかばかしくなってくる。意い識しきだけの生せい命めい体たいもいるのだ。

「でも、向こうだってなんらかの対たい策さくをしていたんじゃあ……」

「我々が追つい跡せきできないと思って油ゆ断だんしていたのだろう。それに、私がなんの手も打たず、不ふ穏おん分ぶん子しを野のに放はなつと思っていたのか。すでに八番が船せん舶ぱくコンピューターを乗っ取っている」

「エキドナ宮にいた人ですか？」

「二十三番の同族だ」

　では、クロジーは最初からグオの掌てのひらの上だったわけだ。高知は感かん嘆たんしかけたが、そのわりには融ゆう合ごうさせられたり爆ばく破はされたりと、いいところがないと考え直す。

「それならもっと早く、捕つかまえてれば……」

「それでは野に放つ意味がなかろう。もっと仲間が出てきてからと思ったが、あのコレクションを見たからには急がないとな」

　あくまで自分の考えどおりにことは進んでいると言わんばかりの、余よ裕ゆうの態たい度どでグオは説明する。高知は「はあ」と相あい槌づちを打つだけにしておいた。

「ところで、なんでウサギのぬいぐるみなんかあったんですか」

「……陛へい下かのおみやげだ」

　几き帳ちよう面めんに飾かざっていたところがほほえましく、高知は長官を初めて人らしいと感じた。

「長官、空調シールの展てん開かい、終わりました。突とつ入にゆう可か能のうです」

「よし、行け！」

　ウサギの長官に引っぱたかれて、馬うま扱あつかいの高知は釈しやく然ぜんとしないながら、グオの部下たちのあとを走りだした。部下と言っても船に搭とう載さいされたロボットで、戦術コンピューターによって動かされているものだ。長官は今は休暇中らしく、特とく殊しゆ警けい察さつの人間の部下を動かすことはできなかったのだ。もっとも、極ごく秘ひの作戦なので今回はかまわなかったが。

　サンマのように細長い船体の、尖とがった先せん端たんから敵船体に突入する。突っこんだ場所は船の頭ず脳のう部ぶ、艦かん橋きようだったので、敵ももはやにっちもさっちもいかなくなっているようだった。乗員はコンソールの前に座ったまま動かない。

「乗員を確かめろ」

　ウサギの綿入りの手で叩かれ、高知はぐったりとして動かない乗員の一人に近づいた。見た目はアーシスだが、吹き飛んだ腕の断だん面めんは透とう明めいなゲル状じよう物質になっていた。

「ロボット乗員？」

「シリアルナンバーがあるな、市し民みん権けんはない。労働機き械かいだ」

　ウサギが不満そうに言う。

「どこも人手不足ですね」

「アーシス至し上じよう主義者は他人種を信用しない。そいつらを使うくらいならロボットで用立てるものだ。高度な知能を持たせると市し民みん権けんを要求しだすデメリットはあるが」

　眉み間けんにしわをきざんでウサギは答えた。ウサギに眉間などないが、長年染しみついたアーシスのふりで、勝手にそういう表現を取ってしまうらしい。

「な、なんだ、おまえらは！」

　驚きよう愕がくの声が飛んできた。そちらを振り向くと、艦橋の奥にあった部屋まで機動船の最先端は食いこんでいて、そこにいた者たちが警けい邏らロボットたちに囲まれて目を白黒させていた。その一人に高知は見覚えがあった。

「あっ、貿ぼう易えき商しよう！」

　高知の声に貿易商オム・クロジーが振り返る。彼は訝いぶかしげに彼を見て、

「……ナオシスタ殿でん下かの備び品ひん？　生きていたのか」

「観かん念ねんしろ、オム・クロジー。内ない乱らん及び戦せん争そう予よ備び罪ざいできさまを逮たい捕ほする！」

　グオが高々と宣せん言げんする。だが、高知の背中にくくられていたので、クロジーからは見えなかったようだ。ますます不ふ審しんそうに高知を睨にらみ、

「頭がおかしくなったのか、こいつ。備品風ふ情ぜいが逮捕だと？」

「いや、ぼくじゃなくて……」

「こいつじゃない、私は特殊警察長官グオ・ウフディポゴテン、きさまをここで裁さばいて断だん罪ざいすることもできるぞ」

「長官だと！」

　クロジーの顔色が露ろ骨こつに変わった。急いで警邏ロボットを見回し、部屋を突き破った機動船を見る。

「うぬう、きさま、ノンカで死んだのではないか」

「ヨガマ人を舐なめるな、あれくらいなんでもないわ」

　悔くやしがるクロジーにグオは嘲ちよう笑しようした。あのとき六曜博士がいなかったら、彼はそのまま大たい気き圏けんまで飛び散り、宇宙のゴミになっていたことは言わないつもりらしい。

　クロジーの横にいたアーシスの男も顔色を失って、床ゆかにぺたりと座すわりこんだ。壮そう年ねんの男だ。顔から見て、これが「マグダ」なのだろう。

　だが、高知は違い和わ感かんを覚えた。彼は皇太子というイメージからはほど遠い。ウレイク皇こう帝ていは性格は変だったが、皇帝と言われれば皇帝らしく感じられた。だが、今目の前に脱だつ力りよくしている男は、「前の皇太子と同じ遺い伝でん子しを持っている」と言われても、皇子らしくは見えなかった。イメージの問題だが、やはり人じん格かくや品ひん位いを形けい成せいするのは環かん境きようだと、改めて感じる。

　グオは高知の背せ中なか越ごしに、この世の終わりを背負っている「マグダ」を見ながら、

「その男を『マグダ皇子』と僭せん称しようした皇こう室しつ侮ぶ辱じよく罪ざいはまだ適てき用ようされんが、今後の調べ次第だ」

「そ、それに、あなたにはオクトヘルでの連続殺人事じ件けんの容よう疑ぎもかかってますっ」

　高知は急いで付け加えた。このままでは連続殺人事件のことがうやむやにされかねない。

「抵てい抗こうは無む駄だだ、大人おとなしく捕まれば罪つみ一いつ等とう減げんもあり得うる、観かん念ねんしろ」

「……なにを勘かん違ちがいしているのかね」

　クロジーが卑ひ屈くつな笑えみを浮うかべて反論した。膝ひざをついている「マグダ」を顎あごで指す。

「これは『マグダ皇子』などではない、皇子は十五年前に亡なくなられたではないか。この男は少し皇子に似ているだけだ。単なる偶ぐう然ぜんだ」

「マグダ皇子と名乗ってはいないか」

「名乗っていないとも。彼はトッシュカニカナル在住の、ただの花屋のオヤジだ。ナオシスタ殿でん下かのお部屋を飾かざる為ために、たまたま乗船しているだけだ」

　クロジーの言葉に「マグダ」が慌あわてて何度も頷うなずく。グオはもう一度嘲ちよう笑しようした。

「私がトッシュカニカナルで聞いた会話はなんだったかな。いや、私よりも証しよう人にんがいるであろう。ナオシスタ皇女殿下」

　ウサギが視し線せんを動かした。高知もそれに倣ならう。そして、部屋の奥のドアから姿を現したナオシスタを見て、安あん堵どした。

　見たところ怪け我がはなかった。衝しよう撃げきのあまり落ちこんでいるかと思ったが、膨ふくれっ面つらで高知たちを睨にらんでいる。彼女は怒っている。

「なにをしているのじゃ、おまえたちは」

　澄すんだよく通る声でナオシスタが叱しつ咤たする。

「あなたを助けにきたのです、ナオシスタ殿下」

　グオが答える。ナオシスタも訝しげに高知を睨み、それから天てん井じようを仰あおいで声を放った。

「助けとは笑しよう止し！　私は私の意い志しでこの船に乗っておる。去れ、さもなくばおまえを皇女の名において拘こう束そくするぞ」

　凜りんと張った、ふざけた調子のない声に高知は戸と惑まどった。ナオシスタはとても緊きん張ちようしている。それが痛いほど伝わってくる。

「では、この男のもくろみを承しよう知ちしているということですね？　この男が帝てい国こくの利益を無む視しし、オクスドクス銀ぎん河がに宣せん戦せん布ふ告こくしようと企たくらんでいることを。そして、あなたに謀む叛ほんを起こさせ、皇位を簒さん奪だつさせようとしていることを」

「……」

　ナオシスタはすぐには答えず、天井を睨んだ。どうやらグオは機動船から通信しているものと勘かん違ちがいしているらしい。

　そして、ゆっくりと、

「もとより、承知……！　私は、ウレイク陛へい下かの平へい和わ路ろ線せんとは袂たもとを分かつ！　そして──そして、我が帝国の繁はん栄えいの為に、外に打って出る！」

「それは、謀叛ということですね？」

　グオが慎しん重ちように尋たずねる。まずい。高知は焦あせった。ナオシスタを排はい除じよしたいグオにとってまったく都つ合ごうのいい展開だ。このままでは謀叛の烙らく印いんを押されて消されてしまう。

　大体、こんな場面でバカ正直に宣せん言げんしなくてもいいではないか。圧あつ倒とう的に不利だというのに。

　ナオシスタが視線を逸そらした。

「……私は、それが帝国の為だと思ったのだ。謀叛と言われるのは心外だ」

「だが、ウレイク皇帝の政策を非ひ難なんするということは、あなた自身が陛下に成なり代かわろうということでは？」

「……」

　グオの指し摘てきにナオシスタが唇くちびるを嚙かみしめる。高知ははらはらしたが、なぜかクロジーまでがうろたえぎみに、

「ナオシスタ殿下がそのようなことを企んでいるはずがありません。そ、そうでございましょう、殿下」

　と必死に否定している。そうだ、この場面では否定するのが普通だ。圧倒的に優位な長官の前で「謀叛を企んでいる」などと宣言する方がおかしい。だが、ナオシスタはしそうだ。だからクロジーは必死に止めようとしている……？

（なんだ？　なにかおかしいぞ）

　グオも納なつ得とくがいかないのだろう、怪け訝げんそうに、

「あなたはその男を父親だと思っておられるのかもしれないが、同じ遺伝子を持っているだけで、まったくの別人です。義理立てをする謂いわれはありませんよ」

「この男が別人なんて、先せん刻こく承しよう知ちじゃ」

　吐はき捨すてるようにナオシスタは答えた。偽マグダが不思議そうに顔を上げる。

「私は──私は、私の意志で──」

（ナオさま？　じゃあ、一体……）

「あ」

　高知は声を上げた。なんだそんなことかと、ようやく合点がいった。

「ナオさま！　ふざけたこと言ってないで帰りますよ！」

「な、なんじゃ、いきなり」

　高知の叱しつ咤たにナオシスタが面めん食くらう。

「そんなことをしても陛下が喜ぶとは思いません！　今ならなにもなかったと長官も目を瞑つぶってくれます！　だから、さっさと帰りましょうっ」

「う、うるさいっ、私は決めたのじゃ。謀叛者と呼びたくば呼べばいい、捕つかまえるなら捕まえろ！」

　やけくそ気ぎ味みにナオシスタは反論した。それで高知は確かく信しんを得る。

「ナオさま、その男に脅おどされてませんか？」

「……」

「自分の言うとおりにしないと、マグダコレクションを世せ間けんに公開すると言われたんじゃありませんか」

「なるほど、マグダ殿下の名に傷をつけたくないのだな」

　グオが補ほ足そくすると、そっぽを向いていたナオシスタがキッと天井を睨みつけた。

「父上など顔も覚えておらんわ！　父上など戦争戦争と、ろくに顔を見せもしなかった！　母上だって同じじゃ、父上の気を引こうとあとを追ってばかりで私はほったらかしだった。私はいつだって一人だった、ガドがいなかったら私は寂さみしさで死んでおったわ！　父上の名などどうなってもかまわんっ。私の家族は叔お父じ上うえだけじゃ、叔父上だけが私に会いにきてくれる。私は、私は、叔父上の名を汚けがしたくないだけじゃ……」

　一気に捲まくし立てたあと、ナオシスタはげんなりと肩かたを落とした。やっぱり、と高知は皇女を見つめる。

　他国の王女をさらったのが皇族、しかも元皇太子だなんて知られたら、帝国そのものの品位が失われる。皇帝の立場もない。それならば、自分が犠ぎ牲せいになってもコレクションの存そん在ざいを隠かくそうとナオシスタは考えているのだ。

　高知は背中のウサギを一いち瞥べつした。表ひよう情じようの変わらないウサギの人形からは、グオがなにを考えているのか分からない。彼もなにも言わなかった。

　長官もマグダコレクションが公表されるのは困るだろう。だったら最後の手しゆ段だんは、

（貿易商たちをこの場で処しよ分ぶんして、ついでにコレクションもすべて処分する……？　長官ならやりかねないけど、コレクションは煮にることも焼くこともできないんだっけ）

「分かりました」

　ようやくグオが口を開いた──実じつ際さいはぬいぐるみなので開かないが。

「では、オム・クロジーとその一味はこの場で処分しましょう。そうすれば万事解かい決けつです」

「くそ！」

　成り行きを見守っていたクロジーが走りだした。突とつ然ぜんの逃とう亡ぼうにうろたえる偽マグダを置いて、包ほう囲いを強ごう引いんに突とつ破ぱしようとする。無茶だ、と高知は目をつむろうとしたが、クロジーの体が黄金の光を放つと、警けい邏らロボットたちが火花を散らして飛び、床ゆかに叩たたきつけられた。放ほう電でんしたまま動かなくなる。

「きさまらこそ袋ふくろのネズミだ、俺の船に土ど足そくで入ってきて、無事に出られると思うな！」

　クロジーが捨てぜりふよろしく怒ど鳴なり、奥へ逃げていこうとする。さすがは貿易商、さまざまな防ぼう御ぎよシステムを組みこんでいる特とく殊しゆ警けい察さつのロボットを、一撃で打ち倒す道具を持っていたようだ。高知は慌てて追おうとしたが、

「無知はどちらだ」

　ウサギが哀あわれみ深く呟つぶやく。途と端たん、クロジーの体が弓なりに反そって飛び上がり、ばったりと倒れた。白目を剝むいて四し肢しが痙けい攣れんしているさまは、まるで車に轢ひかれたカエルそっくりだ。

　なにが起きたか分からず高知は目を白黒させたが、すぐに「八番」の仕し業わざだと気づいた。こんなとっておきの切り札があったのだ。どうりで落ち着き払っているはずだ。

「高知、奴やつを縛しばり上げろ。おまえしか動ける人間はいないぞ」

「は、はいっ」

　高知は慎しん重ちようにクロジーに近づき、学校支給の拘こう束そく布で全身を包んだ。それから、長官に名で呼ばれたことにようやく気づく。やっと備び品ひんから昇しよう格かくしたらしい。

「……」

　クロジーがなにか呟く。かすかな声なので、高知は口に耳を近づけた。

「早く、帝国はもっと強くならないと……帝国は狙ねらわれている……おまえたちは、なにも、知らん、井の中の蛙かわずだ……」

「だからといって、こちらから打って出るのは間違っていると思います」

　高知が言い返したが、クロジーはもう答えなかった。完全に意い識しきがなくなったらしい。

　偽マグダを見ると、彼は顔面を蒼そう白はくにして、顔を何度も横に振り、

「お、俺は、なにも企んじゃいないです。ただ、嫁よめの入院に金が入り用だったもんで、彼が前の皇太子のふりをしたら立て替えてくれると言うんで、つい」

「つい、で人の親を騙かたらないでくださいっ」

　高知がきつく咎とがめると、自分より年下が相手だと思ったか、偽マグダはまなじりを吊つり上げ、

「オム・クロジーは廃はい棄きされそうになった俺を助けてくれた命の恩人だっ。彼の頼みなら大体のことは聞いてやってもいいさ。大体、人の親といったって、ナオシスタ殿下が知っている皇太子は、俺と同様分身の一人じゃないか。俺たち全員が本体であり分身であるっていうのに、誰だれが本物で誰が偽者だっていうんだ？」

「それは……」

　逆に食ってかかられ、高知は当とう惑わくした。科学技術と医い療りようが発達した今、命いのちの定てい義ぎは難むずかしい。アーシスの感情では認みとめられないことも、ほかの種族なら認められることは多々ある。

「分身？　おまえは父上の単なるクローンではないのか？」

　ナオシスタがきょとんとして聞き返した。この際、彼女のことは後回しにして、高知は食い下がった。

「じゃあ、あなたは皇太子になりたいんですか。ナオさまの父親として、あのコレクションの持ち主として、皇族になりたいんですか」

「……だから、俺には家族がいると言っただろ」

　急に意気を落として、偽マグダはそっぽを向いた。

「俺は、本当にオクトヘルの花屋のオヤジなんだ。普通の一般庶しよ民みんなんだよ。クロジーが俺をあとあと利用する目的で助けたのは分かってたさ。でも、俺だって死にたくなかった。世間の目から隠れて生きることに不満だったし、本当なら皇太子になれたはずなのにって腹も立ったさ。でも、今はこの暮らしが気に入ってるんだ。仕事もようやく順調になってきたし、戦争のことなんか考えなくていいし、あとは嫁よめさんの具合がよくなってくれれば満足だ。あんなコレクション集めてまで皇太子なんかやりたくねえよ」

「では、おまえは元の生活に戻りたいのだな」

　グオの問いに偽マグダは大きく頷うなずいた。そして、にへらっと相そう好ごうを崩くずし、

「だって、俺には可愛かわいい子供が三人もいるんだぜ。あいつらの元に早く帰らなきゃよ。あっ、あいつらの映像見るかい？　生まれる前のヤツがあるぜ、これがもう嫁さんの腹ン中でぐるぐる回って、そりゃもう可愛かわいくてよオ。これこれ、これが長女ので」

　ふところからケースを取りだし、中に収められた何十本もあるチップを高知に押しつけてくる。高知は閉へい口こうして、

「そ、それはあとででいいですからっ」

「いや見ろって。うちの子はなあ、そんじょそこらのガキとは一味違うぞ。長女は頭いいし、長男はみんなに女の子ですかって聞かれるし、次女は──むぐぐ」

　いい加か減げんうざったくなったので、高知は手早く偽マグダも拘こう束そく布で包みこんだ。サナギ状になってじたばたと蠢うごめく男に、これはもう一人ではなにもしそうにないなと、高知は息をついた。

　それから気づく。

（花屋のオヤジ？　って、もしかして目め抜ぬき通りにあったあの花屋？）

　高知は啞あ然ぜんとした。くたびれたオヤジだのさんざん言っておいて、ちっとも気づかなかった。マグダ皇子の写真がそばにあったのに、見比べることすら考えつかなかった。格かつ好こうがマシになったから皇子と似ているなんて思ったが、自分の洞どう察さつ力りよくの低さに高知は落らく胆たんした。

（やっぱり人間って見た目に左右されるんだよ……）

　自分に失しつ望ぼうしながら背中のウサギを見ると、長官もくたびれ加減で、

「マグダ殿でん下かは家庭など顧かえりみず、憑つかれたように戦いに明け暮れる姿し勢せいが軍で人気があった。あれではたちまち偽者だとばれるし、人じん心しんは摑つかめんだろう。それに、私には六曜博士の作品をどうこうする気はない。絶ぜつ対たいないっ」

　不自然なほどウサギは力強く断言した。一体なにをやられたのだろうと、高知はいよいよ同情してきた。

　ともかく二人を縛しばり上げた高知はもう一度息をついた。それからナオシスタに手を差しだして、

「ナオさま、これで大だい丈じよう夫ぶです。帰りましょう」

　そう言うが、ナオシスタは両手を後ろに回し、怒おこった面おももちで首を振った。

「なにが大丈夫じゃ、すべて分かったような顔をして、大体クロジーを押さえてもコレクションは残る、第二第三のそいつが出てくるぞ。どうにもならぬではないかっ」

「解かい凍とうして全員を家に帰せば、どうにかなりますっ」

　高知はきっぱりと断言した。最初から変だと思っていたのだ。解凍して誠せい意いを持って謝あやまれば、どうにかなるはずだ。このまま隠し通しておくよりもよっぽどマシなはずだ。それがなぜナオシスタたちは分からないのだろう。噓うそを噓で塗ぬり固かためるより、噓だと謝ってしまった方が楽なのに。

「むちゃくちゃ怒られると思いますが、このまま隠して戦争した方がマシだなんてばかげてますっ。陛へい下かはご自分の沽こ券けんを気にするようなお方ですか、オクスドクス銀ぎん河がに帝てい国こくが頭が上がらなくなったからって、どうってことないでしょう！」

「……どうということは、あるが」

　ナオシスタはそこまで言いかけ、だが頭を振って口をつぐんだ。背中のグオが呆あきれて、

「高知よ、おまえのような庶しよ民みんには分からぬだろうが、異国に頭が上がらないというのは、さまざまなことが不利に──」

「おう、高知、ナオシスタ殿下は見つかったか」

　グオの言葉を遮さえぎって、高知の上着がぺろりとめくり上がり、腹から六曜博士が顔を出した。グオが低い悲ひ鳴めいを上げ、高知の背中で萎い縮しゆくした挙あげ句くに沈ちん黙もくしてしまう。高知もぎょっとして、

「急に出てこないでください！　せめて事前連れん絡らくぐらいください！」

「ふむ、ではこれからノックすることにしよう。おう、殿下、無事か」

　佇たたずむナオシスタに六曜博士が手をぴらぴら振ふる。ナオシスタは訝いぶかしげに、

「どうした、火曜博士。休きゆう暇かを取っていたのではないか」

「高知に邪じや魔まをされて休暇返上だよ。やれやれ、時間解かい凍とうなんぞ手間ばかりかかって、なんの創そう造ぞう性せいもない作業だからつまらんわ」

　超ちよう撫なで肩かたをわざとらしく揉もみながら火曜博士は言う。高知は目を剝むいた。

「博士！　コレクションを解凍しちゃったんですか！」

「したとも」

　なんの悪びれた様子もなく、火曜博士は答えた。ナオシスタは絶ぜつ句くし、高知は狼ろう狽ばいした。解凍した方がいいと言ったのは彼だが、まだ結論も出ない前にやられれば動どう揺ようもする。やった者勝ちで、ナオシスタをもう説得しなくて済すむといえば済むが。

「六曜博士が、なぜあれを？」

「あの、実はナオさま……」

　高知は急いでコレクションと偽マグダと六曜博士の事情を、ナオシスタにかいつまんで説明した。さらに絶ぜつ句くする彼女を気き遣づかいながら、博士に向かって、

「これからどうしましょう、オクスドクス銀河の王女に事情を話して味方になってもらって、本国に取りなしてもらえばいいと思うんですが、捕つかまっていたことをどう説明したら」

「うむ、それならナオシスタ殿下がいるなら好こう都つ合ごうだ。殿下、こいつにサインを」

「サイン？」

　火曜博士が差しだした石せき盤ばんを、ナオシスタが食い入るように見つめた。黒光りする表面になにか書いてある。

「『美び容よう形けい成せい浸しん透とう手しゆ術じゆつ承しよう諾だく書しよ』……？」

「そのマルがしてあるところを読めばいい」

「『施せ術じゆつ中になんらかの事じ故こが起き、乙おつの凍結時間が過か剰じようになった場合、甲こうは乙に年月に比した慰い謝しや料りようを支払わなければならない』。なんの話だ？」

「だから、美容手術の承諾書だよ。時間凍結をすると組そ織しきが多少若返るのだ。皆のカプセルの中に一いつ緒しよに封ふう入にゆうされていたぞ。それはオクスドクスの王女のだ、殿下がサインしてくれれば、甲が責任を認めて慰謝料を払うことになる。この場合甲はマグダ皇子だから、つまり遺い族ぞくであるナオシスタ殿下ということになるな」

「ちょ、ちょっと待て」

　ナオシスタは額ひたいを手で押さえて、火曜博士の言葉を遮さえぎった。高知も話を整理する。

「つまり、なんだ、あのカプセルにいた者たちは、美容手術を行っている最中だったのか？　見せ物として誘ゆう拐かいされたのではなく？」

「マグダ皇子は自分の趣しゆ味みと実じつ益えきを兼かねた商売をしていたようだぞ。十五年分超ちよう過かしているから、随ずい分ぶんな慰謝料を払う羽は目めになる、利益はマイナスだな」

「……は……はは」

　へなへなとナオシスタは座りこんだ。高知が慌あわてて支ささえにいくと、ナオシスタは彼の腕うでにしがみついて、歪ゆがんだ笑えみを浮うかべて、

「な、なんだ……父上は、父上の趣味は、お医者さんごっこか。変へん態たいだな。まったく……」

「ナオさま、大丈夫ですか」

「大丈夫だ」

　しっかりした声色とはちぐはぐに、ナオシスタはさらに高知にしがみついた。緊きん張ちようが一気に解とけたのだろう、肩が震ふるえている。

「それではナオシスタ殿下、我々と一緒にエキドナ宮へお帰りくださりますね」

　グオが淡たん々たんとした口く調ちようで問う。高知にしがみついていたナオシスタは、ようやくその声が高知の背中から──背中にくくりつけられたウサギの人形から聞こえてくるのを知り、宝石のように濡ぬれた目を瞬まばたかせた。

「おまえ、グオか？　また妙ちきりんな擬ぎ態たい映えい像ぞうをまとっているな」

「私はその者を内ない偵ていしていたのです。殿下の備び品ひんにも協力していただきました。殿下も実は内偵中とお見受けしましたが。ウレイク陛下の御おん為ために、不ふ穏おん分ぶん子しの内ない情じようを探さぐろうと潜せん入にゆうされていたのでしょう」

「わ、私は──」

「以前から申し上げているように、皇こう女じよともあろうお方が捜そう査さ官かんの真ま似ねごとをなさるとは、まったくよい趣味ではありませんぞ。お遊びも大たい概がいになされませ」

　ナオシスタの言葉を無む視ししてグオは諫いさめた。それから反論は受けつけぬとばかりにそっぽを向く。高知はグオがそんな機き転てんをきかしてくれるとは思わなかったので、嬉うれしくなって、

「ナオさま、長官に謝った方がよろしいですよ。もう危き険けんな遊びはしないと」

「お……おう。すまなかった……」

　狐きつねにつままれた面おももちで、ナオシスタは促うながされるまま謝った。ウサギは頷うなずき、

「殿下、それではこの者たちはいかがいたしましょう」

　ナオシスタは床に転がる芋いも虫むし二つを見つめた。ゆっくりと顔つきがいつもの、傲ごう慢まんな皇女のものに戻る。

　彼女はしっかりと自分の足で立つと、凜りんと張った声で宣せん言げんした。

「我が名はナオシスタ・パナウラー。貿易商オム・クロジーは皇帝陛下への謀む叛ほんを企くわだてた首しゆ謀ぼう者しやとして、またオクトヘルでの連続殺人事じ件けんの容よう疑ぎ者しやとして、特殊警察に引き渡す。共犯者がいないか詳しよう細さいに調べるがよい」

「はっ」

「それから、この男は」

　と、偽マグダの芋虫を見下ろして、苦虫を嚙かみ潰つぶした表ひよう情じようになると、

「いや、私は幽ゆう霊れいなど信じておらんぞ。父上がよみがえるはずもない。幽霊に裁さい決けつするなどぞっとする、どこかへうっちゃってしまえ」

「はっ」

「私たちは連続殺人事件のカタをつけにオクトヘルに戻る。そこら辺で捨てるがよかろう。いや待て、六曜博士は幽霊の研究をしたいそうだから、火曜博士が融ゆう合ごうしてみるだろう。以上！」

　そこまで言い終えると、ナオシスタは大きく息をついた。グオは満足いく答えだったらしく、これまた大きく頷く。

　そして、火曜博士は両手をぴらぴら振って、不満げに、

「えー、俺は高知となら融合してやってもいいがなあ。古い作品とはなあ」

「うるさい、とっとと行けっ」

　ナオシスタは火曜博士の頭をむんずと摑つかむと、偽マグダの芋虫に投げつけた。渋しぶ々しぶ火曜博士が拘束布の隙すき間まから中に侵しん入にゆうしていく。

「これで、こいつの生体波はマグダ皇子のものと完全に異ことなるものになったな。考えたな、殿下も」

　とウサギが呟つぶやくのを、高知は背中で聞いた。







　　　終　恋は災難







「グオ・ウフディポゴテン特とく殊しゆ警けい察さつ長ちよう官かん、ただ今戻もどりました」

　皇こう帝てい執しつ務む室しつに入り、敬けい礼れいしたグオに、不ふ機き嫌げんそうにデスクに座すわっていたウレイク・パナウラー皇帝はさらに怪け訝げんそうな視し線せんを向けた。

「戻る？　誰だれも戻っていいなんて言ってないぞ」

「……報告書は提てい出しゆつしてありますが」

「報告書？」

　ウレイクは面めん倒どうくさそうに、デスクにうずたかく積まれた書類の中からエキドナ宮とのインターフェースを探し、額ひたいに装そう着ちやくした。すぐに不機嫌に輪をかけて不機嫌になる。

「なにをやっているんだ、おまえは。ゲームに負けたくせにペナルティを守らないで仕事なぞしおって」

「……それは、陛へい下かが私に隠おん密みつ行こう動どうを命じたからでは？」

　グオは狼ろう狽ばいを隠かくして、努つとめて冷れい然ぜんと問い返した。ウレイクはインターフェースを放ほうり投げ、口を曲げる。

「なにを寝ねぼけたことを言っている。俺おれがいつそんな命令をした。仕事人間のおまえには休きゆう暇かがいちばんの苦痛だと思ってペナルティにしたのに、これじゃあ真しん剣けん勝しよう負ぶもあったもんじゃない。もう二度とおまえとなんかゲームはせん。下がれ下がれ」

　しっしっ、と犬猫でも追い払うように手で払われてしまう。グオはうろたえ、それでもなんとか食い下がった。

「しかし、使命は凍とう結けつされていましたが権利は継けい続ぞく中だったのは」

「そりゃそうだろう、おまえがエキドナ宮を出るまで権利を継続してなかったら、家に帰れまい。宮から出たら権利は停止されるはずだったんだ」

　今度こそグオは絶ぜつ句くした。彼はエキドナ宮を何度も出ていたが、決して正規の道筋で出たわけではない。だから中ちゆう途と半はん端ぱな状じよう態たいのまま、ずっといたのだ。

「へ、陛下、私は」

「それどころか、なんだ、ナオと妙みように親しくしやがって。おまえとはしばらく絶ぜつ交こうだ、口もきいてやるもんか。とっとと宮から出て謹きん慎しんが解とけるまで家で遊んでいろ、じゃなかったら会かい食しよくを設もうけるぞ。以上」

　ぴしりと言い渡し、ウレイクは再びデスクワークに没ぼつ頭とうしてしまった。グオが声をかけるのを全身で拒きよ絶ぜつしている。

　まったく子こ供どものような反応だが、自分の勘かん違ちがいと思いこみの方がショックで、グオは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくした。

　結局、またもや貧びん乏ぼうくじを引いて失意のどん底に落とされた彼が、仕事に復帰できるころまでには、オクスドクス銀ぎん河が侵しん攻こうの影かげは消え、マグダコレクションの噂うわさも消えているのだった。




　　　　※




「ケイマリリ……？」

　そっと病室のドアを開けると、サカンダールの姫ひめはベッドにちょこんと腰こし掛かけ、高たか知ちの顔を見て弱々しくほほえんだ。虹にじ色いろにきらめく美しい六枚の羽は折り畳たたまれ、心なし萎しおれている。

　高知はドアにしがみつき、ためらいがちに声をかけた。

「えっと……大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫よ。入ったら？」

「ありがとう……」

　拒きよ絶ぜつされるかもしれないと怯おびえていたので、高知はほっとしながら病室に入った。ベッドの脇わきにある椅い子すに座るが、かける言葉が思いつかなくて黙だまりこむ。なにを言っても「やっぱり出ていって」と返されたらどうしようと、不安だらけだ。

　ケイマリリはじっと高知を見つめていた。全開になった窓まどから、わずかに湿しめり気けを帯びた朝の清すが々すがしい空気が流れてくる。人々の朝の忙せわしない活動が一いち段だん落らくし、一息つく時間だ。

　中庭から虫の声が聞こえてくる。遠い昔にさまざまな星から持ちこまれ、生存競争に勝ち残った小動物たちの合がつ唱しようだ。

　リリリ、と鈴すずの音がした。ケイマリリの触しよつ角かくの鈴だ。高知は顔を上げた。

　ケイマリリはほほえんだまま、

「高知、事じ件けんはどうなったの。犯はん人にんを捕つかまえたのでしょう」

「あ、うん……犯人は捕まえたことは捕まえたんだけど、国こつ家か転てん覆ぷくを狙ねらう不ふ穏おん分ぶん子しだったんだ。ピグブリッジの近くに、秘ひ密みつの武ぶ器き庫こがあって……それを見た人間を口くち封ふうじに殺してたんだよ。猟りよう奇き殺さつ人じんに見せかけて」

　高知は一言一言確たしかめながら説明した。話はグオ長官に指示されて作ったものだ。噓うそではないが本当でもない話だ。

　ケイマリリの触角が震ふるえ、また先せん端たんの鈴がリリリと鳴った。

「そうね。バーニーズはピグブリッジに行ったわ。でも、不穏なものを見たなんて言ってなかったわ」

「すぐには分からないものだったんだよ。でも、禍か根こんは残さないようにって……」

「そう」

　ケイマリリは高知から視し線せんを外はずし、窓を見た。高知はどぎまぎしながら彼女の言葉を待つ。

「……あの特殊警察の女の子が言っていた、片かた想おもいがどうというのはなんだったの？」

「あ、あれは、ただの偶ぐう然ぜんだよ！　本当！」

　慌あわてて高知は否ひ定ていした。それから、力りき説せつしている自分に情なさけなくなる。

　その慌てようにケイマリリはくすくすと笑った。強こわばった笑え顔がおが崩くずれ、彼女はとても緊きん張ちようしていたのだと高知は初めて知った。自分ばかり緊張していると考えていた高知は驚おどろき、そして恥はじ入った。

「私は片想いでないから殺されなかったのだと思ったわ」

「ち、違うよ。それは本当に偶然で……」

「本当だったらよかった」

　ケイマリリの呟つぶやきに、高知はハッとした。そして自分を叱しつ咤たする。

（ばか！　ぼくはばかだばかだ）

「サカンダール人はもったいないから殺すな」。その発言はクロジーのものだった。マグダ皇太子の信しん奉ぽう者しやだった彼は、マグダ皇太子の言動を「教え」として忠実に守っていたのだ。美しい生物は殺すな──それがマグダの教えだった。だから時間凍とう結けつでの標ひよう本ほんということになったのだろう。彼は美しいものが老おいていくのも許ゆるせなかったに違いない。

「ケイマリリ、君が生き残ったのは、その倉庫を見てないからだ。サカンダール人だから助かったわけじゃない。被ひ害がい者しやにアーシスが多かったのも、ピグブリッジで行われてたレースが地球発はつ祥しようのもので、アーシスがより多く集まってたからだよ。君がなにか責任を感じたりする必要はないんだ」

「でも、バーニーズは殺されて、私は助かったわ。私がピグブリッジに捜査に行っていたら、殺されていたのは私だった」

　ケイマリリはうつむいた。高知は彼女を慰なぐさめ、鼓こ舞ぶすることもできない自分が恨うらめしかった。なんで気の利きいた言葉の一つも出てこないのだろう。

「……バーニーズが殺されて悲しいのは、ケイマリリだけじゃないよ」

　ぽつんと呟くと、ケイマリリは顔を上げた。

「ぼくたちの選んだ仕事は、こういうものなんだ。でも、やっぱり仲間が死ねば悲しいし、なにもできなかった自分が情けなくて嫌になる。こんな気持ち、ほかの人に味わってほしくない。だから、ぼくたちは捜そう査さ官かんになるんだ」

「……そうね」

　ケイマリリは瞼まぶたを伏ふせた。青銀の粉が瞬まばたきとともに落ち、それはうっとりするほどきれいだった。そして、悲しそうにほほえむ。

「私たちはもう誰だれも殺されないよう、捜査官になるんだわ。ありがとう、高知」

「お礼なんていらないよ……」

　高知は拳こぶしを握にぎったり開いたりして、そわそわした。視線をさまよわせつつ、

「えっと……それで、ケイマリリは片想いじゃないって、それって、えっと、両想いの人がいる……ってこと？」

　勇気を振り絞しぼって尋たずねる。ケイマリリは驚いたようにリン、と触角を鳴らし、それから声を立てて笑った。

「あら！　そんなことを気にしていたの？」

「だ、だって、逆に考えたらそう取れるじゃないか」

「ふふふ」

　おかしそうにケイマリリは笑い、もう一度瞼を伏せた。

「ごめんなさい、笑ったりして。あなたは笑ったりできる心しん境きようではないのにね」

　意い味み深しん長ちような発言に、高知はどきりとした。もしかして、ケイマリリは彼の気持ちに気づいていたのだろうか。

（そ、そうだよな、結けつ構こう露ろ骨こつに振ふる舞まっていたし。もしかして、今がプロポーズのチャンスだとか!?）

「あ、あの、ケイマリリ！」

「あなたはバーニーズが好きだったのだものね。ごめんなさい、あなたに合わせる顔がなかったけど、でも、私も彼女が好きだったわ。二人で彼女の死を悼いたみましょう」

「……」

　高知は脱だつ力りよくし、ずるずると椅い子すの上から滑すべり落ちて、そのまま床にくずおれた。ケイマリリが驚いてなにか声をかけてくるが、その声も遠い。

（な、なんでそんなことに……）

　バーニーズとなんて一週間に一度話をすればいい相手だったのに。いや、待て。

（ケイマリリのそばにはいつもバーニーズがいた。ケイマリリに会いにいったのを、まさか勘かん違ちがいして!?）

　ショックのあまり気が遠くなる高知の頭に、「女じよ難なん」の文字が浮うかび上がる。

（女難、ああ、女難……）

　漂ひよう白はくしたように真っ白になっている高知を、ドアの隙すき間まから窺うかがう影かげが七つ。もちろんナオシスタと六曜博士である。様よう子すを見にこっそりあとをつけてきたのだが、

「まったく、腑ふ甲が斐いない男だな」

　ナオシスタが呆あきれる。

「今度こそは告白すると思って見にきてやったのに、私の目が黒いうちにできるか怪あやしいものじゃ」

「気になるなら殿でん下かが仲立ちしてやればよかろう」

　六曜博士の一人が指し摘てきする。ほかの五人も頷うなずいた。

「殿下とサカンダールの姫ひめは幼おさななじみだと教えてやればよいのに」

「彼女は一国の王おう女じよで貴き族ぞくだぞ。高知が間ま抜ぬけでなければ気づくだろう」
















「高知は間抜けでしかも庶しよ民みんだから気づかんだろう」

「こういうことは自力でやらんと高知の為ためにならんわ。私は口くち利ききなど絶ぜつ対たいにせん」

　ナオシスタは口を尖とがらせて反はん論ろんした。だが、六曜博士がいつもは円つぶらな目を、いやらしいまでに細めて全員で彼女を見るので、ナオシスタはひるんで、

「なんじゃ、その目つきは」

「殿下は素す直なおじゃない」

「高知がサカンダールの姫とうまくいったらつまらないのであろう」

「いっそのこと、殿下が高知に告白してやったらどうだ」

「ななななななぜ私がそんなことをしなくてはならん！」

　顔を真っ赤にしてナオシスタは喚わめき、慌てて口を手で塞ふさいだ。幸い、中の二人は気づかなかったようだ。博士たちは目をきらきらさせて、

「身分違いの愛だ。殿下が求める『アクシデント』にぴったりじゃないか」

「これで一ひと月つきは遊べるぞ」

「だ、誰が！　バカなことを言ってないで帰るぞ！」

　ナオシスタは裾すそをひるがえし、病室の前から立ち去った。顔がいつまでも火ほ照てっているのは、博士たちに怒おこっているからだ──そう自分に言い聞かせて。







　　　あとがき







　　　ミステリだってば




　前回に増まして、今回はミステリ要よう素そが強い話になりました。なんといっても、「連続殺人事件」が起こって、それを解かい決けつするのですから！

　でも、本題とはあまり関係がないような……




　　　本題




　六ろく曜よう博士はかせの八はち面めん六ろつ臂ぴの大活躍じゃあ？




　　　ＤＳ




　頭がよくなるゲームを借りて「これだ！」と思ったので、何年かぶりでゲーム機とソフトを買ってきました。さあ、これで私も頭がよくなるはず！

　と思ったら、旦那も「これだ！」と思ったらしくロープレを買ってきて、通勤時間中にやり込み始めました。おかげで私がゲームをやれるのは、頭がいちばん回ってない真ま夜よ中なかだけに。頭がよくなんないよー。眠いよー。




　　　忠犬




「猫と犬の絵を描いてください」

　と言われて、あなたは書き分けがちゃんとできますか？　私には難むずかしかったです。

　幼よう稚ち園えん児じの書き分け方法に「おおー」と感動する今日この頃ごろ。やっぱり頭が悪くなっているうう。いやあああ。




　　　次巻予告




　学園モノ。ケイマリリを巡めぐる恋こいの鞘さや当あて？　彼女が姫ひめとしての義ぎ務むを果たすときがやってきた！　どうする、高知。そこに、訓練校の日常と平和が打ち破られる大事件が！　オチは「高知は学校にたどり着けない」です。（ウソです）




　　　最後に




「星ほし屑くずエンプレス２　きりきりなぼくの日常」は平成十八年六月から八月に書いた話です。

　星屑１で宣言したとおり、六曜博士を大活躍させてみました。え？　活躍の意味が違うとな？　そこはほれ、博士なので～。

　それでは、次の話でお会いしましょう。




平成十八年九月十三日


小林めぐみ　　





















星屑エンプレス２




きりきりなぼくの日にち常じよう







小こ林ばやしめぐみ
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